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例　言

１  本書は、一般国道 18号野尻バイパス改築工事にかかわる、長野県上水内郡信濃町大字野尻ほかに所

在する仲町遺跡の発掘調査報告書である。

２   本書は 2分冊で構成され、調査地点を２分し、それぞれ時期ごとに報告した。

３  遺跡の概要は、長野県埋蔵文化財センター刊行の『長野県埋蔵文化財センター年報』16～ 19ほかで

紹介しているが、内容において本書と相違がある場合は、本報告書をもって改正する。

４　調査は建設省関東地方建設局からの委託事業として、財団法人長野県文化振興事業団長野県埋蔵文化

財センターが実施した。委託者である建設省関東地方建設局は国の中央省庁再編に伴い平成 13年 1

月 6日に国土交通省関東地方整備局と名を変えている。発掘調査および整理作業の契約は建設省関

東地方建設局長野国道工事事務所と国土交通省関東地方整備局長野国道事務所の両者があるが、紙面

の都合上現在の名称に統一して記述する。

５　本書に掲載した地図は、長野国道事務所作成の国道 18号野尻バイパス平面図（1:500）、信濃町建設

課作成の計画図（1:2500）・地形図（1:10000）、国土地理院発行の数値地図 25000 を使用した。

６　本書で扱っている国家座標は、国土地理院の定める平面直角座標系の原点（長野県第Ⅷ系、

X=0.000,Y=0.000）を基準点としている。なおこの測地系は 2002 年以前の日本測地系（旧測地系）

である。

７　本書の執筆および編集は鶴田典昭・谷和隆・山崎まゆみ・中島英子がおこない、市澤英利・平林彰が

全体を校閲した。第 2分冊の執筆分担は以下のとおりである。

第 3章 1節　市川桂子・山崎まゆみ・鶴田典昭

第 3章 5節・6節　中島英子

上記以外　鶴田典昭

８　発掘調査から本書の刊行にいたるまで多くの方々のご指導・ご協力を得た。本文中にお名前を掲げさ

せていただいたが、厚く感謝申し上げたい。

９　本書で報告した各遺跡の記録および出土遺物は、報告書刊行後、信濃町教育委員会が保管する予定で

ある。
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凡　例

１　遺物の報告番号は本文・挿表・実測図・写真のすべてに共通する。報告番号は節ごとに遺物の種類別

に１番からの通し番号とした。竪穴住居跡などの遺構単位で報告したものは、遺構ごとに１番からの

通し番号とした。なお、旧石器時代の石器は、遺物番号が重複しないように、調査地点別に 1000 番

単位の報告番号を付した。そのため、旧石器時代石器の通し番号には欠番がある。なお、詳細は第１

章第４節に記した。

　　　　JS 地点         1 ～　　　       　BP 第３地点 3001 ～

　　　　BP第１地点 1001 ～　　　 　BP 第４地点 4001 ～

　　　　BP第２地点 2001 ～　　　　 BP 第５地点 5001 ～

２　本文中で用いた石器の呼称や器種名については、第１章第４節に記した。

３　参考文献は各章または各節の末尾に掲載した。

４　掲載した実測図の縮尺は原則として下記のとおりである。また、それぞれの図版右下にスケールを付

した。

　　遺構実測図

　　全体図 1：800 または 1：500　　ブロック 1：200　　礫群・集石 1：30　

   　土坑 1：30または１：60

　　遺物実測図

　　土器　　実測図は 1：4　　拓本は 1：3または 1：2または 2：3

　　石器　　小形剥片石器　3：4または 2：3　　大形剥片石器 1：2または 1：3　　

　　礫石器　1：3または 1：4、　　木器　　1：4または 1：6　　金属器　1：3

５　ブロック別の遺物分布図・石器実測図・挿表・挿図の器種・石材の記号・略称は下表のとおりである。

また、表中にない器種・石材については、略称を用いずに、器種名・石材を表記した。

６　旧石器時代と縄文時代の石器分布図中の遺物に付された番号は、遺物図版の報告番号である。
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７　旧石器時代と縄文時代の石器実測図に付したキャプションの見方は以下のとおりである。なお、黒曜

石産地の記号は下表に示す。
エリア 判別群 記号 エリア 判別群 記号 エリア 判別群 記号

和田 (WO)
ブドウ沢 WOBD

神津島
恩馳島 KZOB 小泊 折腰内 KDOK

牧ヶ沢 WOMS 砂糠崎 KZSN 魚津 草月上野 UTHT
高松沢 WOTM

高原山
甘湯沢 THAY 高岡 二上山 TOFK

和田 (WD)

芙蓉ライト WDHY 七尋沢 THNH
佐渡

真光寺 SDSK
鷹山 WDTY 新津 金津 NTKT 金井二ッ坂 SDKH
小深沢 WDKB 新発田 板山 SBIY

隠岐
久見 OKHM

土屋橋北 WDTK 深浦 八森山 HUHM 岬地区 OKMT
土屋橋西 WDTN 木造 出来島 KDDK 箕浦 OKMU
土屋橋南 WDTM

男鹿
金ヶ崎 OGKS

白滝
8号沢 STHG

古峠 WDHT 脇本 OGWM 黒曜の沢 STKY
諏訪 星ヶ台 SWHD

羽黒
月山 HGGS 赤石山頂 STSC

蓼科
冷山 TSTY 今野川 HGIN 赤井川 曲川 AIMK
双子山 TSHG

北上川
折居 1群 KKO1 豊浦 豊泉 TUTI

擂鉢山 TSSB 折居 2群 KKO2 置戸 安住 ODAZ
天城 柏峠 1 AGKT 折居 3群 KKO3 十勝 三股 TKMM

箱根

畑宿 HNHJ 宮崎 湯ノ倉 MZYK 名寄 布川 NYHA
鍛冶屋 HNKJ

仙台
秋保 1群 SDA1

旭川
高砂台 AKTS

黒岩橋 HNKI 秋保 2群 SDA2 春光台 AKSK
上多賀 HNKT 色麻 根岸 SMNG 不明産地 1 NK NK
芦ノ湯 HNAY 塩竃 塩竃港群 SGSG 下呂石 GERO

黒曜石の産地群と産地記号

８ 遺物の実測図に示した主なスクリーントーンなどは以下のとおりである。

９　本書で扱っている国家座標は、国土地理院の定める平面直角座標系の原点（長野県第Ⅷ系、

X=0.000,Y=0.000）を基準点としている。なおこの測地系は 2002 年以前の日本測地系（旧測地系）

である。

10   本文中の加工の表現は次のとおりである。

　　正方向の剥離（加工）：石器の腹面を打面とした背面側への剥離（加工）。

　　反方向の剥離（加工）：石器の背面を打面とした腹面側への剥離（加工）。

　　強剥離（加工）・強い剥離（加工）：縁辺が鋸歯縁状になるような素材を強く断ち切る剥離（加工）。

　　中剥離（加工）：強剥離と弱剥離の中間的な剥離（加工）。ブランティング。

　　弱剥離（加工）・弱い剥離（加工）：素材の形状をほとんど変えない弱い剥離（加工）。

　　平坦剥離（加工）・平坦な剥離（加工）：器面内部まで入り込む剥離（加工）。

　　折れ：偶発的な折れと意図的な折れの両者を含む。

11　石器の長さ・幅・厚さの計測方法は以下のとおりである。

　　長さ・幅：石器の主軸方向を上下の基準として方眼紙に置き、長方形を想定し、上下（縦方向）を長

さ、左右（横方向）を幅とした。

　　厚さ：最も厚い箇所を、主要離面から垂直方向で計測した。

ガジリ

主要剥離面以外のポジ面

土師器　  　　                　須恵器　  　                  　　灰釉陶器 

土器断面に関する表現

黒色処理 赤彩

胎土に繊維を含む土器

石器に関する表現

土器の器面に関する表現
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第１節　地形と層序

第 3 章　BP第 4・第 5地点の調査

第1節　地形と層序

１ 調査の概要と層序

仲町丘陵と池尻川低地との間には断層が存在し、これを境として丘陵側が隆起したが、野尻湖発掘調査

団による地質断面図によると丘陵西側には階段状に落ち込む段丘崖が観察されている。この段丘崖はかつ

ての湖岸の波食崖で、何段も観察されることから隆起が何回にもわたり起きていたと考えられている。

BP第 4地点・第 5地点は池尻川低地を臨む仲町丘陵西側の斜面に位置する。縄文時代早期以降のⅡ層

［柏原黒色火山灰層］は調査区内全域に分布する

が、それより下位の層順は、調査地点により、状

況が異なる。Ⅱ層は、丘陵頂部では薄く、埋没谷

には厚く堆積し、縄文時代以前の微地形が現在の

ものとかなり異なっていることが判明した（第 1

図、第6図）。調査区内のⅡ層より下位の地層には、

丘陵部の風成層と、斜面から低地に広がる水成層

が見られ、その境界部が古野尻湖の汀線にあたる

と考えられる。

第 4地点の低地部には、水成層（シルト層と粘

土層）が堆積しており、その中にも旧石器時代の

ブロックと礫群が確認された。第 5a 地点～第 5c

地点では、砂礫層がほぼ全域に分布する。調査区

661.05

6
5
6
.
3
2

6
5
7
.
5
1

6
5
5
.
4
9

6
5
6
.
5
5

6
5
3
.
1
4

6
5
7
.
2
4

6
5
7
.
4
0

6
5
4
.
3
7

6
5
4
.
6
1

6
5
4
.
3
6

6
5
3
.
7
7

6
5
4
.
4
1

6
5
3
.
4
4

6
5
3
.
4
2

6
5
3
.
5
7

6
5
4
.
0
2

6
5
3
.
1
9

6
5
3
.
2
5

6
5
7
.
6
0

6
5
5
.
9
9

6
5
4
.
0
26
5
3
.
6
7

6
5
3
.
5
9

6
5
7
.
4
6

657.
70

658.
75

6
5
8
.
8
5

6
5
7
.
0
1

6
6
0
.
2
3

6
5
8
.
2
7

6
5
9
.
4
3

6
6
2
.
7
5

6
6
4
.
2
4

6
5
3
.
1
0

6
5
3
.
8
7

6
5
3
.
6
3

6
5
3
.
1
7

6
5
3
.
9
0

6
5
3
.
5
4

6
5
3
.
3
5

6
5
4
.
3
5

6
5
7
.
2
6

6
6
3
.
5
8

6
6
2
.
7
1

6
5
3
.
0
3

(1:2000) 100m0

池
尻
川
低
地

仲
町
丘
陵

第 1 図　BP 第 4・第 5 地点の調査範囲
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第 3章　BP第 4・第 5地点の調査

北側は、仲町丘陵が隆起することにより古野尻湖が分化された時の狭窄部付近にあたり、かつて野尻湖か

ら池尻川低地に向かって流れ出す池尻川はこの付近を流れて、低地との境に小規模な扇状地を形成しなが

らこの砂礫層を堆積させたものと推察される。縄文時代早期以前の砂礫層とシルト層が互層に堆積してお

り、多量の遺物群が出土した。水成層に含まれる最も新しい遺物の時期は、調査地点により異なる。BP

第 4地点では旧石器時代、BP 第 5a 地点では縄文時代草創期、BP 第 5c 地点では縄文時代早期の遺物が

出土しており、それぞれの調査地点の離水時期が異なっていたと考えられる。BP 第 5d 地点では、旧石

器時代の遺物包含層は存在せず、縄文時代前期以降の遺物包含層が認められ、縄文時代後期～古墳時代の

遺物を包含する砂礫層が発達する。その後、中世には整地が行われており、完全に離水して、掘立柱建物

跡などの遺構群が検出されている。

なお、BP第 5地点周辺では野尻湖発掘調査団により 8次にわたる陸上発掘調査が行なわれており（第

8図）、砂礫層などの水成堆積層の検討がなされている。

従来、野尻湖発掘調査団は、仲町遺跡の中部野尻湖層上位の堆積層を上部野尻湖層（下位より［スコリ

ア質砂礫］、［スナガラ］、［ドロガラ］、［黄灰色シルト］、［カツレキ］）として地層区分をしていたが、野

尻湖底の立ヶ鼻遺跡に分布する上部野尻湖層との対比が明確にされていなかった。今回の調査結果により、

鍵層である［上Ⅰピンク］を含む上部野尻湖層Ⅰが調査地に分布することが明らかになり、さらにこれを

削りこんで砂礫層が堆積している状況が観察された。また、堆積層中にガラス質火山灰層 (AT) が確認さ

れたことから、これらの砂礫層は少なくとも上部野尻湖層Ⅰより上位のものであることが判明した。さら

に砂礫層を堆積させた流路の縁が確認されたことで河川性の堆積物であることも明らかとなったため、野

尻湖発掘調査団はこれらの一部を仲町砂礫層として再定義した（渡辺 2002　花岡 2003）。

本報告書ではシンポジウムの区分（花岡 2003）に従い仲町砂礫層を用いるが、本文中および図では旧

来の名称も併記した。また BP第 5a 地点、第 5c 地点は信濃町教育委員会調査区（第 5b 地点）を挟んで

いるため地区毎に別個の層名を用いた。BP 第 5b 地点との対比は、それぞれ隣接する土層断面に、便宜

的に共通する層名を付し、層名の対比ができるようにした（第 7図の括弧内の層名）。

仲町砂礫層中には旧石器時代から縄文時代早期の遺物が多量に包含され、旧石器時代の偶蹄類の足跡と

推定される窪みが多数検出された。また、中部野尻湖層ではナウマンゾウの足跡群と推定される多数の窪

みを検出し、足跡を覆うスコリア層から石器の可能性がある石片が出土した。BP 第 5a 地点では仲町砂

礫層下部から下部野尻湖層にかけて木片が出土したが、加工痕跡の認められるものは確認できなかった。

２ BP 第 5地点の地形と層序

BP第 5地点には、基盤岩の上に下位より琵琶島沖泥炭

層、池尻川泥流堆積物、貫ノ木層、下部野尻湖層、中部野

尻湖層、上部野尻湖層Ⅰ、仲町砂礫層が堆積し、風成の柏

原黒色火山灰層がこれらを覆っていることが確認されてい

る。これらの層は、さらに細分されており、地点によりそ

の様相が異なっている。水成層の最上部の仲町砂礫層には

旧石器時代から縄文時代早期の遺物群が包含されており、

上部、中部、下部の３層に区分されている。

細分した地層の調査地点間の対比が困難であることか

ら、各調査地点で別個の地層名を用いて調査を行ない、そ 仲町砂礫層（BP第 5a 地点 TR4）
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の層名で報告書の記載を行った。但し、BP第 5c 地点では、県道 3・4区と C8区で別個の土層名を用い

て調査が行われたため、本報告書では C8区の土層名に統一して報告した。第 7図に野尻湖発掘調査団の

土層名称と本報告書で用いた層名を対比した。第 2図～第 5図に各調査地点の土層断面図、第 6図に仲

町砂礫層の分布状況を示した。BP 第 5a ～第 5c 地点の地形図は仲町砂礫層下部を除去した状況である。

以下に、BP第 5地点の層序及び地形について観察所見を記載する。必要に応じて、調査時の調査区名を

用いたが、地点名と調査区名の対応関係を第２図に示した。また、野尻湖発掘調査団の用いている鍵層名

には［　］をつけて標記している。

(1) 仲町砂礫層

　①仲町砂礫層上部（BP第 5a 地点の 1層群、BP第 5c 地点の 1a 層～ 2層）

従来のカツレキ層に該当する。分布の北縁は BP第 5c 地点で、南縁は BP第 5a 地点の地形変換点付近

と考えられる。BP第 5地点の標高の高い部分や BP第 5c 地点の南側には分布しない（第６図）。

BP 第 5a 地点 1層群は 1a 層から 1f 層に細分されるが、同時異層で礫質な部分と砂質・シルト質な部

分との側方変化（註１）が激しい。1層群の層厚は約 20cm～ 40cmで、礫は径 5mm～ 30mmの安山岩亜

円礫からなる。基質は細粒～粗粒砂からなり、ラミナが発達する砂層部分もある。旧石器時代から縄文時

代草創期の遺物を含む。

BP 第 5c 地点では 1a・1b・1c・2層に区分される。1a・1b・1c 層は同時異層と考えられる。1a 層は

層厚 20 ～ 40cm のにぶい黄褐色の礫混じり砂層である。基質は灰褐色の粘土質シルトを多く含み、固

く締りがよい。礫は径 10㎜以下が主であるが、径 10～ 30 ㎜大のものも含まれる。BP 第 5c 地点北側

に広く分布し、旧石器時代から縄文時代早期の土器と石器が出土している。1b 層はにぶい黄褐～明褐色

シルト層で粘性があり締りがよい。全体的に白色粒子が点在し、炭化物を少量混入する。BP 第 5c 地点

TR3 では 1b 層と 1c 層の間にやや色調の暗い暗褐～茶褐色のシルト層を挟み、野尻湖調査団区分の［BB］

層準に相当すると思われる。1c 層は黄褐灰色砂質シルト層である。砂質の部分は黄灰白～黄橙色で、褐

色シルトとブロック状に混合する部分もあり、固く締りがよい。1a 層の砂質部分との区別は難しい。径

2mm以下の白色粒子を全体に混入する。2層は基質が砂の黄褐色～灰白色砂礫層で、径 5㎜～ 20 ㎜の

円礫を混入する。径 10～ 20 ㎜の円礫が集中する礫質な部分もあり、まれに径 10cm以上の亜角礫も混

入する。層厚は20～40cmで級化層理（註２）が観察される部分もある。TR4付近ではやや灰色の硬く締まっ

た砂礫層 (2 層と認識 ) が境界を不明瞭にして広がっているが、この部分から土器は出土していない。

　②仲町砂礫層中部（BP第 5a 地点の 2層～ 5層、BP第 5c 地点の 3層～ 6a 層）

従来の［スナガラ］、［黄灰色シルト］に該当する。第 5a 地点から第 4地点北端の広域に分布するが、

北側はカツレキ層に比べ分布範囲が縮小する。南縁は BP第 4地点の舌状に張り出した丘陵部の裾野まで

分布する。（第６図）。

第 5a 地点では 2層～ 5層に区分される。2層は層厚 10～ 20cmの黄灰色のシルト層で、TR4 南側な

どで欠落するところでは、1層と 3層の分層を困難にしている。3層と 5層は灰～灰褐色の砂質礫層で、

礫径は 1～ 3cmの亜円礫を主体とし基質は中～粗粒砂からなる。細粒砂やシルト層とラミナを形成しな

がら砂礫層からシルト層への級化層理が認められる。側方変化が激しく面的にはとらえられない。4層は

2層に類似した灰黄色砂質土～シルトで、調査区の北西部分にのみ分布するため、4層が存在しないとこ

ろでは 3層と 5層の分層は困難であり、遺物の取上げ層位は 3～ 5層とした。BP第 4地点北端の砂層に、

わずかに ATが認められたが、土壌サンプルの分析結果によると前後の土層は 2次堆積の可能性が指摘さ

註1　同一層内の水平方向の変化。
註２　単層において、基底から上方に向かって粒度が次第に細粒となる堆積状態。
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れており、第 5a 地点での ATの層順は確認できない。シルト層と砂礫層が互層に堆積していることから、

砂礫層が堆積する流路全体にわたり細粒物質のシルト層を堆積させるような環境、すなわち、滞水状態が

あったものと考えられる。

BP第 5c 地点では 3層～ 6a 層に区分される。3層は層厚５～ 10cm程度のにぶい黄褐～黄灰色のシル

ト層で粘性があり、4層上面に部分的に認められ、褐色を呈する部分もある。径 3mm程度の炭化物が集

中する部分も検出されているが、焼土はなく、性格は不明である。4a 層は基質が泥質で茶褐色を呈し、

C8区南側 4b・4c 層の上層に分布し、［ドロガラ］相当層の可能性がある。4b 層は黄褐色の砂質土でス

コリア質の礫やシルトを挟在し、4c 層との境は不明瞭である。4c 層は基質が中粒砂の黄褐～褐色の砂礫

層で、締りはややゆるい。礫は径 1～ 2cm程度で、礫質な部分と中～細粒砂質な部分など側方変化が激

しく、級化層理も観察できる。4層群の層厚は 40～ 80cmである。5層はにぶい黄橙～黄灰色のシルト

層で締りはよく、白色、黒色の粒子を混入する。BP第 5c 地点 TR5 では、間に黄白～白色のガラス質細

粒火山灰［ヌカ（AT）］をだんご状に挟む状況が確認された。6a 層はにぶい黄褐色砂礫層で、スコリア

質火山礫やシルト～細砂が主体となる部分や級化層理のみられる部分が認められる。ガラス質細粒火山灰

（AT）の確認されない所では 4層との分層は明確ではなく、6a 層とした部分が仲町砂礫層下部に相当す

る可能性もある。

　③仲町砂礫層下部（BP第 5a 地点の 6層～ 10b 層、BP第 5c 地点の 6b層～ 8層）

従来のスコリア質砂礫層に該当する。その分布範囲を第 6図に示した。BP第 5a 地点 9層上面と BP第

5c 地点 7層上面や 8層中のシルト層上面ではオオツノシカなどの偶蹄類の足跡と思われる窪みが多数検

出された。

BP 第 5a 地点では 6層～ 10b 層に区分される。6層は 8層を挟むことから 9層とは区分されるが、8

層の欠如している部分では 6層と 9層は連続しており分層できない、9層は有機物の含有の度合いによっ

て色調が灰褐色～黒褐色に移行すると考えられる。9層の層厚は数 cm～ 10cmほどであり、6層と連続

している部分では最大 30cmになる。7層は仲町砂礫層中部［スナガラ］の削り込みの縁にみられる褐灰

色スコリア質火山礫混じりシルト層で、6層・8層・9層と同時異相と思われる。6層・9層と異なり均

質なシルト層ではなく多少粘性があり、混入物もある。TR5 の一部分のみに見られる。8層は比較的径の

そろった粗粒砂～細礫大の白～橙色のスコリア、火山礫が密集した層である。基質が部分的にシルトとな

るところは締りが悪い。層厚数 cm～ 10cmであるが、TR8 と TR9 の交点付近では層厚 50cmほどが確

認された。10a 層は灰白色のシルト層中に細粒砂の薄層を挟むもので、9層に漸移する。火山礫やスコリ

アは含まない砂質シルト層でラミナの発達する部分もあり、上位の 9層と比べ全体的に砂質である。層

厚は 5～ 10cm、C7 区でやや厚く 20cmである。10b 層はスコリア質火山礫を多く含む灰～灰褐色、黄

灰色の砂礫層からなる。層厚は最大で約 40cmで、基質は中粒～極粗粒の砂で、礫は径 5mm～ 2cm大

のスコリア質火山礫や亜円礫である。シルトや砂の薄層を挟み、部分的に下位の下部野尻湖層（10c 層・

10d 層）を削って堆積しており、TR8 ではその様子が観察できる。この削り込みによって BP第 5a 地点

では中部野尻湖層が欠如していると考えられ、場所によってはさらに下位の下部野尻湖層Ⅲに相当する

11a 層や下部野尻湖層Ⅰの［三点セット］［ノミ］層準も削り込んで、不整合に覆っている。また腐植物、

木片を多く含み特に調査区北側に木片が多い。

BP第 5c 地点では 6b層～ 8層に区分され層厚は約 70～ 80cmである。6b層は黄褐～褐色の砂礫層で

ある。基質はシルト～細粒砂で、全体に礫質な部分と砂質な部分など側方変化が激しい。スコリアやスコ

リア質砂礫を多く含む部分もあり 5層が認められない部分では 4層との分層は難しい。層厚は区分でき

たところで 10～ 20cm、最大 50cmである。調査時に 6層（6a 層）とした部分も仲町砂礫層下部である
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可能性がある。TR1 では 8層とともに上部野尻湖層Ⅰと中部野尻湖層を削りこんでいる状況が確認され

たので、この部分は下部に属するものと考え 6b 層とした。7層は黄褐色の粘土質シルト層で、部分的に

泥炭質の部分もあり、砂の薄層やスコリアを挟むこともある。層厚は 5～ 15cmである。8層はスコリア

や石質火山礫を多く含む砂礫層である。黄灰～黄褐～灰色の中～粗粒砂を基質とし、径 0.5 ～ 1cm大の

スコリア、石質火山礫を主体とする礫質な部分や砂を主体とする部分、砂層とシルト層が互層となる部分

など側方変化が激しい。まれに径 20cm前後の礫を混入することもある。

仲町砂礫層下部［スコリア質砂礫］は上部野尻湖層Ⅰおよび中部野尻湖層をNW－ SE 方向に削って堆

積しており、BP第 5c 地点北側（C8区北側と県道 3・4区）には存在しない。

　④仲町砂礫層の形成

特に仲町砂礫層下部では、厚く堆積した砂礫層の中にシルト～粘土層を薄く挟在したり、砂礫層が泥炭

層に移化したりする様子が池尻川低地に近い部分で観察されている。これは一時的に起きた洪水により砂

礫層が形成されただけでなく、泥炭層を堆積する状況にある低地に、少量の砂礫が何度かにわたり供給さ

れたものと考えられる。仲町砂礫層下部 [ スコリア質砂礫層 ] は、上部野尻湖層Ⅰや中部野尻湖層を削っ

て堆積しているのが BP第 5c 地点で確認されており、中部野尻湖層が堆積した後、BP第 5b 地点付近を

中心とした流路が形成され、そこに堆積したものと想定している。続く仲町砂礫層中部の［スナガラ］は

BP第 5a 地点から第 5c 地点を広く覆って堆積し、池尻川低地に近い部分ほど厚くなっている。

BP第 5a 地点の標高の高い部分と BP第 5c 地点の南側には仲町砂礫層上部の［カツレキ］の堆積がみ

られない。この部分には［スナガラ］が台地状に残った可能性も考えられ、［カツレキ］を堆積させた流

路が分化したか、別の流路である可能性も考えられる。すなわち、BP第 5a 地点と BP 第 5c 地点では包

含される遺物の時期が異なっており、両地点の仲町砂礫層上部の［カツレキ］は堆積時期が異なる別もの

であると考えられる。

また、仲町砂礫層には多量の遺物が出土しており、これらの遺物や砂礫はどこからどのようにして供給

されたものであろうか。今回の調査により仲町砂礫層の分布域が明らかとなったが、野尻湖と池尻川低地

との標高差は少なく、短い距離で多量の砂礫が池尻川低地に運ばれてきたことに疑問が残る。仲町丘陵の

隆起にともない狭窄部が埋積して古野尻湖が堰き止められたことにより水位が上昇し、洪水が一気に起き

たのではないだろうか。これにより生活面が洪水によって流されたとすると砂礫層中の多量の遺物も説明

でき、繰り返し起きた小規模な洪水により遺物が磨耗した可能性も考えられる。

仲町丘陵が隆起した先端部分にあたるBP第5c地点の4区ではNE―SW方向の断層が確認されており、

これを境として仲町砂礫層中部の［スナガラ］の堆積はみられない。この断層より東では仲町砂礫層上部

［カツレキ］が下部野尻湖層Ⅱにあたる三点セットを不整合に覆っている状況が観察されている。

なお、BP 第 5d 地点では仲町砂礫層に対比される旧石器時代から縄文時代草創期の河川性の堆積物は

存在せず、南北に伸びる窪地では縄文時代後

期から弥生時代の砂礫層が確認された。その

上に平安時代から近世に至る包含層や整地

層が形成されている。これらの土層の詳細は

第 6節に記述するが、遺物包含層より下位

の土層は観察していない。

(2) 上部野尻湖層Ⅰ (BP 第 5c 地点の 9層 )

BP 第 5c 地点のみで確認された。中部野

尻湖層の上位に分布が確認された。水成層で 仲町砂礫層に削られた上部野尻湖層と中部野尻湖層（BP第 5c 地点 TR1）
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層厚は約 30cm。9層上部は紫灰色細粒火山灰　［上Ⅰピンク］をブロックで混入するにぶい黄橙色シル

ト層で、全体に締りは悪く粘性も下部と比べ少ない。上部には泥炭質となる部分もみられる。9層下部は

灰白色粘土質シルト層で粘性が強く締りもよく、上部と下部の境界付近は赤褐色に変色している。調査区

南端付近で上部野尻湖層は仲町砂礫層下部［スコリア質砂礫］によって削られていることが確認された（第

5図）。

(3) 中部野尻湖層（BP第 5c 地点の 10a 層～ 14b 層）

主に BP 第 5c 地点の C8 区に分布する。10a 層～ 14b 層に区分される。ナウマンゾウと推定される足

跡を 10層群下面で検出した。なお、中部野尻湖層は調査区の南端付近で前述の仲町砂礫層によって削ら

れた状況が確認された（第 5図）。

10層群は赤褐色スコリア質火山礫層［赤スコ］で、層厚は約 80cmである。10a 層は基質が淡黄橙色

のシルト層で、［赤スコ］の再堆積層と考えられる。10b 層の上位には基質がシルト質の再堆積層が全面

に観察されることから 10a 層堆積時にはシルトを堆積させるような水辺であったと想定されよう。10b

層は 10c 層の上位に分布しているが、ナウマンゾウの足跡は 10b 層掘り下げ中に検出され、踏み込み

面はこの層中にあると考えられる。10c 層は鉄分が沈着し、赤褐色に変化して硬く締まった部分である。

11層は紫灰色細粒火山灰［中Ⅱピンク］をレンズ状またはダンゴ状に挟む灰色シルト層で、ラミナが発

達し、上位のナウマンゾウ踏み込み面と平行にラミナが変形している様子が観察された。また 10c 層と

の境では赤褐色に変色する部分もみられる。12層は輝石の単結晶の目立つ赤褐色スコリア質火山礫層［ニ

セノミ］である。13層は紫灰色細粒火山灰［中Ⅰピンク］をレンズまたはダンゴ状に挟む黄灰色シルト

層で、[ ニセノミ ] の小ブロックを混入する部分も見られる。14a 層は黄灰色シルト～灰色シルト層を基

質とし、青灰色の火山礫を多く混入しており、[ 青ヒゲ ] の再堆積層であると考えられる。14b 層は褐色

スコリア混じりの青灰色火山礫［青ヒゲ］のブロックで、固く締まっておりまれに白色軽石を混入する。

BP 第 5a 地点では水成層の中部野尻湖層は微高地の一部で確認されたのみである。TR9 の壁断面では

BP第 5c 地点同様に下位より褐色スコリア質火山礫まじりの青灰色火山礫層［青ヒゲ］が灰褐色シルト層

中にブロックで混入し、灰褐色砂質シルト層中には紫灰色細粒火山灰［中Ⅰピンク］がレンズ状に認めら

れた。さらに黄褐色シルト層中に ［ニセノミ］、紫灰色細粒火山灰［中Ⅱピンク］、赤褐色スコリア質火山

礫［赤スコ］が黄白色砂火山礫まじりシルト層中にブロックで挟まれる様子が確認された。ここでも降下

火砕堆積物は塊状に断続的に分布しており、BP第 5c 地点と同様にナウマンゾウの足跡痕跡の可能性が考

えられる。層厚は最大で 60cmである。

同時期の風成層である中部野尻ローム層中の鍵層は現地形でも標高の高くなる BP第 5a 地点南端から

BP第 4地点微高地部で確認されているが、堆積の状況からみて再堆積と思われる。

(4) 下部野尻湖層Ⅲ（BP第 5a 地点の 10c 層～ 12 層、BP第 5c 地点の 15 層・16 層）

BP第5a地点では、10c層～12層に区分される。10c層（スコリア質火山礫混じり黄白色シルト質砂礫）・

10d 層（スコリア質火山礫混じり灰白色砂礫）の基質はシルト質で、腐植物、木片を多く混入しラミナを

形成し、BP第 5a 地点の北側の一部分にのみ分布する。11層上面の凹凸部を埋めるような堆積状況がみ

られ、層厚は最大で 40cmである。11a 層（火山礫混じり灰白色シルト層）は、層厚 15～ 40cmほどで

BP第 5地点北側の TR8 沿いをのぞきほぼ全域に分布する。[ ブレッチャーゾーン ] を挟まない部分では、

11b 層から漸移している（TR9・TR3・TR4・TR5）。灰色、白色の火山礫（径 5㎜）が全体に散る部分や

シルト主体の部分、火山礫主体の部分があり、淘汰は悪い（註３）。11b 層（火山礫混じり泥炭～泥炭質シルト）

は青灰色、灰色、白色の火山礫（径 5㎜）を混入し、池尻川低地に近い部分では上面の凹凸が激しいが、

註3　砂や礫などの粒径がそろっていない状態。
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標高が高くなるにつれて層厚数 cm程度の薄層となる。TR8 では、11b 層上面の凹凸を埋めるように青灰

～灰色の安山岩（角閃石－輝石安山岩）の角礫（径 5㎜～ 15㎜）が堆積している。礫種から［ブレッチャー

ゾーン］に対比される。プライマリーなものと考えられる部分と基質が泥炭質シルトとなるような部分が

みられる。層厚は 30cm。スコリア質砂礫層流路の縁の一部に［ブレッチャーゾーン］のブロックが認め

られた。また、BP第 4地点東壁では下部野尻ローム層Ⅲ層中の［ブレッチャーゾーン］が観察されている。

12層（灰色砂礫）は調査区北半分で厚く、層厚約 40cmである（TR8・TR9・TR3）。ラミナの発達した

細粒砂～細礫を主体とし、腐植物や木片を多く挟む。また標高の低い部分では泥炭質のシルト～細粒砂を

ラミナ状に挟む。12層の上位は 11b 層の火山礫混じり泥炭～泥炭質シルト層に漸移する。

BP第5c地点では下位より16層（灰～灰褐色砂礫）と15層（褐灰色砂質シルト層）に区分される。15層・

16 層は BP 第 5a 地点 11 層・12 層に対比されるが、10c・10d 層に対比される層は不明である。15 層

は径 5㎜の白色粒子や細礫を多く混入し、角閃石安山岩の小礫も含まれる。所々ピート質となり、木片

を混入している部分もみられる。

(5) 貫ノ木層　　（BP第 5a 地点の 13 層）（BP第 5c 地点）

青灰色～灰白色の礫混じり中～粗粒の砂層、砂質シルト層からなる。淘汰はよい。BP第5a地点TR8では、

TR4 との交点付近から西側に傾斜して堆積する様子が確認できる。白色の岩片を多く含む灰白色の粗粒

砂層で、層相から［灰ザラ］か［白ツブ］層準に対比されるものと思われる。その東側では琵琶島沖泥炭

層上面の凹凸を埋めている様子も見られる。同様な様子は TR3・TR9 の深掘り地点などでも確認できる。

また BP第 4地点東壁断面や北壁断面でも角閃石安山岩の岩片を含む灰～青灰～黄灰色の粗粒砂層や、淡

紫色の火山灰質の中～細粒砂層が確認された。それぞれ層相から［灰ザラ］と［スミレ］に対比される。

BP第 5c 地点でも、層相から［灰ザラ］・[ 白ツブ ] に対比される鍵層が西側に傾斜する状況が確認されて

いる。貫ノ木層は下部野尻湖層Ⅲに不整合で覆われる。

(6) 池尻川泥流堆積物　

灰色砂礫層からなり、層厚は 30～ 50cm。暗褐色、紫灰色の安山岩（輝石安山岩、角閃石安山岩）の

円礫や灰色の輝石安山岩の亜角礫を含む。礫径は 5～ 20cmである。基質は灰～灰褐色の粗粒～中粒砂

であり淘汰は悪い。BP第5c地点では下位の琵琶島沖泥炭層を不整合に覆う泥流堆積物が確認されている。

やや泥質の基質で、池尻川泥流堆積物に特徴的な紫灰色の安山岩巨礫を混入し、上位に貫ノ木層が重なる

ことから池尻川泥流堆積物と判断した。BP第 5a地点では明確に池尻川泥流堆積物といえるものは確認さ

れていない。BP第 5a 地点では 10a ･ 10b 層完掘後の調査終了面に礫径 20～ 40cm、大きいものでは径

60cmを超える灰色の輝石安山岩の亜角礫が確認された。これらの礫は、池尻川泥流堆積物または下部野

尻湖層Ⅲの巨礫を含む灰褐色砂礫層中の礫が削られずに残されたものであると考えられる。

 (7) 琵琶島沖泥炭層（BP第 5a 地点の 14 層）　

調査区内ではほぼ全域で確認されている。暗褐色泥炭質シルト層および泥炭層からなり、BP 第 5a 地

点の深掘りトレンチでは全体的に北東側に傾斜し、層厚２ｍ以上が確認された。また BP第 5c 地点の深

掘りでは鍵層である軽石質細粒火山灰［キビオコシ］が確認された。本層の上面は凹凸が激しくその窪み

を埋めるように泥流堆積物、貫ノ木層、下部野尻湖層が不整合で覆っている。上位の地層がほぼ水平堆積

しているのに比べ琵琶島沖泥炭層は傾斜して堆積している。層内部の堆積構造も異なり、堆積後に構造的

な力が加わったものと考えられる。

参考・引用文献

花岡邦明　2003　「仲町遺跡発掘地の地質」『シンポジウム「３万年前の仲町丘陵を描く」発表要旨』　信濃町教育委員会

渡辺哲也　2002　「信濃町仲町遺跡の調査」『第 14回長野県旧石器文化研究交流会　発表資料』
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第 3章　BP第 4・第 5地点の調査
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第 3章　BP第 4・第 5地点の調査

第 4 図　BP 第 5a 地点トレンチ土層断面図

6 8

1

2

9

11

10d

10a・10b

Ⅲ

3 ～ 5

2

9

A

11

10c

第 5a 地点 TR5 セクション

Ⅲ a

2
Ⅳ’ 3 ～ 5

11a 11b

8

6～ 9

12 14

ｓ

中部層
中部層

A

10b 13

Ⅱ c

10c・10d

１e'

第 5a 地点 TR9 セクション

い
▼

１
２

10b

6

9

13

11

3 ～ 5
3 ～ 5

12

8

10d

10b

１

2Ⅲ
Ⅲ

A

10c・10d

2
第 5a 地点 TR4 セクション

は
▼

に
▼

2
Ⅲ

8

12 12 

3 ～ 5

10c 10d 
12

11

14
10d 10c

9

11

A

10b

１
3 ～ 5

10a ･ 10b

2 2 １
9

第 5a 地点 TR3 セクション ろ
▼

14

655.000m 

654.000m 

656.000m 

656.000m 

655.000m 

656.000m 

655.000m 

655.000m 

SD01 東壁セクション

2

Ⅲ

3 ～ 5

6 ～ 9
8 ～ 10

6～ 9

Ⅱ

Ⅵ
爪形文土器

Ⅲ

A

B

656.000m 

655.000m 

656.000m 

655.000m 

Ⅳ’ Ⅲ a

Ⅱ a
Ⅱ dⅡ e

2（Ⅳ d）

Ⅳ’

8

6

２

12

10e

6 8

1



―11―

第１節　地形と層序

BP第 5a 地点 TR3 BP第5a地点TR4

土層注記は第 3 図に記載
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第 3章　BP第 4・第 5地点の調査

第 5 図　BP 第 5c 地点の土層断面図（１）
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土
Ⅱ
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黒
色

火
山

灰
層

Ⅲ
 モ

ヤ
層

（
漸

移
層

）
1a

 に
ぶ

い
黄

褐
色

砂
質

土
　

細
礫

を
　

 混
入

し
基

質
は

粘
土

質
で

硬
く

締
ま

っ
て

い
る

。
1b

 明
黄

褐
色

シ
ル

ト
　

1c
 黄

褐
灰

色
砂

質
シ

ル
ト

　
砂

質
部

は
黄

灰
白

色
で

硬
く

締
ま

っ
て

い
る

。
2 
 黄

褐
色

～
灰

白
色

砂
礫

層
　

径
5
～

20
㎜

の
円

礫
を

多
く

混
入

す
る

。
径

10
～

20
㎜

の
円

礫
の

集
中

部
分

や
、

径
10

～
40

㎝
の

亜
角

礫
を

ま
れ

に
混

入
す

る
。

3 
 に

ぶ
い

黄
褐

色
シ

ル
ト

　
所

々
褐

色
に

変
化

4a
 黄

褐
色

砂
質

土
　

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

は
茶

褐
色

で
や

や
泥

質
。

4b
 黄

褐
色

砂
質

土
　

ス
コ

リ
ア

礫
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性
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を

挟
在

す
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。
4a

層
と

同
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異
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で
境

界
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位
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。
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り
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褐
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。
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褐
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。
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。
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Ⅰ
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。
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褐
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褐
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縮
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仲
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第１節　地形と層序

縄文時代後期～古墳時代の窪地

第 6 図　仲町砂礫層の分布と BP 第 5c 地点の土層断面図（２）
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第 3章　BP第 4・第 5地点の調査

第 7 図　BP 第 5a・第 5c 地点の区の地質層序

地層区分 凡例 鍵層・特徴 野尻湖発掘調査団の層相説明 本報告書土層名
BP 第 5a 地点 BP 第 5c 地点

柏原黒色

火山灰層

キビダンゴⅡ

キビダンゴⅠ

黒色軟質火山灰

（ダンゴ状に黄灰色火山灰層を 2 枚挟む）
Ⅱ Ⅱ

仲
町
砂
礫
層

上
部

［カツレキ］

暗褐色細粒風化火山灰

灰褐色シルト～砂

黄褐色細粒風化火山灰

明黄褐色細粒風化火山灰

暗褐色シルト～砂（暗色帯）

明白色シルト

褐色砂礫（3 枚以上）

Ⅲ b

1 (A)

Ⅲ

１a

1b

1c
2

（あ）

中
部

［黄灰色シルト］

［スナガラ］

ヌカⅠ (AT）

黄灰色シルト～砂

（スナガラとは同時異相で境界は不鮮明）

火山礫混じり細礫～粗粒砂

（黄灰色シルトを挟む数層）

黄灰色ガラス質中～粗粒火山灰

2

3
4
5

(B)

（C1
～
C3)

3

4

5

6a

( い )

( う )

下
部

足跡状くぼみ

［スコリア質砂礫］

オオツノシカ臼歯

暗灰褐色シルト～粘土

（泥炭層に移り変わり、スコリア質砂礫を挟む）

灰褐色スコリア質火山礫混じり砂礫

灰褐色シルト～泥炭質シルト

灰褐色スコリア質火山礫混じり砂礫

6

7

8

9

10a

10b

(D1)

(D2)

(E1)
(E2E3）

6b

7

8

( え )

（お）

上部

野尻湖層
Ⅰ 上Ⅰピンク

黄灰色シルト（紫灰色細～中粒火山灰を挟む。

下半部は白色シルト）

9

中
部
野
尻
湖
層

Ⅲ
赤スコ

足跡状くぼみ

赤褐色スコリア質火山礫層 10

Ⅱ

中Ⅱピンク

ニセノミ

足跡状くぼみ

暗褐色泥炭、灰褐色シルト、灰褐色砂礫

（紫灰色細粒火山灰を挟む）

赤褐色スコリア質火山礫層

11

12

Ⅰ

中 1 ピンク

ナウマンゾウ臼歯

青ヒゲ

暗褐色泥炭、灰褐色シルト、灰褐色砂礫

（紫灰色細粒火山灰を挟む）

褐色スコリア混じり青灰色火山礫層

13

14   

下
部
野
尻
湖
層

Ⅲ ブレッチャーゾーン

ナウマンゾウ臼歯

礫混じり灰色シルト～泥炭層

灰褐色砂礫

灰色火山礫

暗褐色泥炭質シルト

灰褐色砂礫

10c

10d

10e

11

12

(E4)

(E5)

(E6)

(F)

(G)

15

16

( か )

貫ノ木層
礫混じり泥炭質シルト

灰色中～粗粒砂

13

琵琶島沖

泥炭層 キビオコシ

暗褐色泥炭層

（白色軽石質火山灰を挟む）

14

（　）内の層名は BP 第 5b 地点との土層対比をするために便宜的に付した土層名。

図は信濃町教育委員会 2003『公開シンポジウム 3 万年前の仲町丘陵を描く』に加筆した。

} }
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第 2節　BP第 4地点旧石器時代の遺構と遺物

第 2節　BP第 4地点の旧石器時代の遺構と遺物

１　調査の概要 

BP第 4地点は丘陵の西斜面にあり、3箇所のブロックと 10箇所の礫群を確認した（第 9図）。第 8図

に BP第 4地点および第 5地点の旧石器時代の石器、剥片、砕片の出土地点を示した。両調査地点では縄

文時代の遺物も出土しており、出土層位および形態から明らかに旧石器時代の遺物と判断できるもののみ

を示した。なお、第 5a・第 5c 地点の遺物密集部分は砂礫層中の遺物であり、磨耗したものも多く、原位

置をとどめていないと考えられる。第５d地点では、縄文時代の遺物包含層から旧石器時代の遺物が出土

しているが、出土地点の記録は行っていない。第 5地点の詳細は第３節に記述した。

BL401 と BL402 が分布する丘陵の張り出しと谷部はⅢ層を除去したところで確認したもので、現地表

では確認できない埋没地形である。調査区内の等高線は、Ⅲ層と旧石器時代のスコリア質砂礫層･スナガ

ラ層註１などの砂礫層を除去した地形を示している。BL401 と BL402 はスナガラ層堆積後の遺構であるか

BL401

BL402

BL403

BP第5a地点

BP第5b地点
（信濃町教育委員会調査区）

BP第5c地点

BP第5d地点

野尻湖発掘調査団などによる既調査区

第 8 図　第 4 ･第 5 地点の調査範囲

註 1　スナガラ層は野尻湖発掘調査団の地層呼称で、C地点の 4g層に当たる。調査団の層名との対比を第 1節第１表に示した。
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A

Ｂ

Ｃ

第 9 図　第 4・第 5a 地点層位別遺物出土状況と BP 第 4 地点の基本土層

Ⅰ

Ⅳ～Ⅴ
Ⅵ

Ⅶ

659.0ｍ

Ⅳ～Ⅴ

A

659.20ｍ

Ⅰ

Ⅱa・Ⅱc

Ⅱe

ⅡgⅡh
Ⅱi

Ⅱd

Ⅲ
Ⅳ-1a

Ⅳ-2
Ⅳ-3

Ⅴ-1

Ⅳ-5 Ⅳ-4

Ⅴ-2

AT?

Ⅳ-1b

Ⅱf

Ⅳ-6

BL401・402の包含層

Ｂ

Ａ地点土層
Ⅰ層：耕作土（黒褐色土）
Ⅲ層：暗褐色土 (Hue10YR3/1・

3/3)

Ⅳ～Ⅴ層：褐色土 (Hue10YR4/4

～ 4/6)。基本土層Ⅳ層と、Ⅴ層のハードロームが混じる。
部分的にⅦ層起源と考えられる赤褐色スコリアが混じる。

Ｂ地点土層

Ⅰ：黒褐色土（Hue10YR3/1）耕作土
Ⅱ a：黒色土（Hue10YR1.7/1）
Ⅱ b：黄褐色（Hue2.5Y5/4）火山灰をブロック状に含む黒色土。

キビダンゴ 1 に相当
Ⅱ c：黒色土（Hue10YR1.7/1）
Ⅱ d：黄褐色（Hue2.5Y5/4）火山灰をブロック状に含む黒色土。

スコリアを含む。キビダンゴ 2 に相当
Ⅱ e：黒色土（Hue10YR1.7/1）
Ⅱ f：黒色土（Hue10YR2/1）にぶい赤褐色土をブロック状に含む。
Ⅱ g：黒色土（Hue10YR2/1）赤色スコリアを少量含む。
Ⅱ h：黒色土（Hue7.5YR2/1）Ⅱ g 層より赤褐色を帯びる。
Ⅱ i：黒色土（Hue10YR2/1）Ⅱ g 層に類似。
Ⅲ ：灰黄褐色土（Hue10YR4/2）～黒褐色土（Hue10YR3/2）

が斑に混じる。モヤ層に相当。
Ⅳ -1a：明褐色シルト（Hue7.5YR5/6）赤褐色と灰色スコリアを

含む。
Ⅳ -1b：明褐色シルト（Hue7.5YR5/6）赤褐色と灰色スコリアを

多量に含む。
Ⅳ -2：にぶい黄褐色シルト（Hue2.5YR5/3）。赤褐色と灰色スコ

リアを含む。
Ⅳ -3：橙色シルト～粘土（Hue7.5YR6/8）
Ⅳ -4：灰色粘土（Hue10YR7/1）
Ⅳ -5：浅黄色細粒砂質火山ガラス（AT か？）
Ⅳ -6：Ⅳ -4 層と同じ。
Ⅴ -1：暗褐色粘土（Hue10YR3/3）
Ⅴ -2：黄褐色シルト（Hue2.5YR5/4）。橙色・灰白色スコリアを

含む。

BL401・402の包含層

657.3m
Ⅲ

2b

2e

2h

3

4c

4b

4d
4g

硬くしまった灰白色細粒砂

0

1m

(
1
:
4
0
)

Ｃ

Ｃ地点土層

Ⅲ層：暗褐色土 (Hue10YR3/1 ～ 3/3)
2b 層：にぶい黄褐色土（Hue10YR6/3）～黄褐色土（Hue10YR5/6）。粘性が強い。基本土層Ⅶ層の赤色スコリ

アを含む 2 次堆積土。※ 2a 層～ 2h 層の 2 層群が基本土層 A 地点のⅣ～Ⅴ層に対応する。
2e 層：明黄褐色シルト（Hue10YR6/8）。粘性が強い。基本土層Ⅶ層の赤色スコリアを含む 2 次堆積土。
2h 層：にぶい黄橙色シルト（Hue10YR6/3）。赤色スコリアを多量に含む。
3 層：にぶい黄褐色シルトまたは粘土（Hue10YR5/3）。赤色スコリアを含む。白色粘土粒を含む。
4b 層：にぶい黄色シルト（Hue2.5Y6/4）
4c 層：黄灰色砂（Hue2.5Y6/2）
4d 層：にぶい黄橙色シルト（Hue10YR6/3）
4g 層：砂礫層　BP 第 5a 地点に続く砂礫層でスナガラに相当。
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第 2節　BP第 4地点旧石器時代の遺構と遺物

ら、厳密にはブロック形成時の地形とは微妙に異なる部分がある。なお、第 9図の BL402 の調査範囲は

Ⅳ層群を掘り下げた範囲である。

BP 第 4地点の土層は、BP 第 1～ 3地点の丘陵頂上部の基本土層とは異なっており直接対比できない

部分がある。第 9図に 3ヶ所の土層柱状図を示した。丘陵縁辺の A地点ではⅢ層が欠落し、基本土層の

Ⅳ層～Ⅴ b層が混在した２次堆積層が認められる。斜面下方のＣ地点では、シルトや粘土の水成層が認

められ、便宜的に算用数字で土層名を付した。水成層である 2b ～ 2e 層はスナガラ層の上位にあること

からⅣ層に対比されると考えられるが、第 9図では水成層出土の遺物もⅣ～Ⅴ層として示している。谷

部の B地点では、Ⅳ・Ⅴ層群がシルトまたは粘土の水成層であるため、丘陵部の基本土層とは直接対比

できないが、色調および出土遺物より判断して、灰色部分（Ⅳ層群）と暗褐色部分（Ⅴ層群）がそれぞれ

風成層のⅣ層とⅤ b層に対応すると考えられる。

2　ブロックと礫群

第9図に BP 第 4・第 5a 地点の石器群と礫群の分布状況を示した。BP第 5a 地点では砂礫層中に縄文

時代草創期～旧石器時代の多量の遺物が含まれているが、それらは第 3・4節で扱うこととし、分布図に

は提示していない。また、Ⅱ層・Ⅲ層の遺物の中には縄文時代草創期～前期の剥片や砕片が含まれるが、

分離できなかったため合わせて報告する。BL501、SH52 ～ 54・57 は BP 第 5a 地点の遺構であり、詳細

は第３節で触れる。SH01・SH02 は出土層位から判断して、縄文時代草創期～早期の礫群である。

（1）ブロック

BL401・402（第 11・12図、第 1・2表）

BL401 と BL402 はいずれもⅣ層に生活面をもつ石器群で、器種組成や石材組成が類似し、石器群の形

態的な特徴も近似しているため同時期の石器群と判断した。但し、ブロック間の接合は確認できなかった

遺構名

黒
曜
石

無
斑
晶
質
安
山
岩

珪
質
頁
岩

珪
質
凝
灰
岩

玉
髄

凝
灰
質
頁
岩

凝
灰
岩

緑
色
凝
灰
岩

チ
ャ
ー
ト

砂
岩

蛇
紋
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

安
山
岩

頁
岩

不
明

合
計

BL401 47 76 89 6 2 25 32 6 47 1 1 4 24 360
BL402 20 190 108 5 5 20 58 27 8 1 8 7 3 2 462
BL403 1 6 3 6 2 18 1 37
BL501 18 18

「破片」は全体の形状がわからない小破片、「接破」は欠損した石器に接合したものを示す。

遺構名

槍
先
形
尖
頭
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器
接
破

ナ
イ
フ
形
石
器
破
片

台
形
石
器

彫
器

彫
器
ブ
ラ
ン
ク

彫
器
ブ
ラ
ン
ク
接
破

彫
器
接
破

削
片

掻
器
状
石
器

削
器

抉
入
削
器

揉
錐
器

石
刃

石
刃
接
破

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
の
あ
る
剥
片

剥
片

砕
片

細
石
核

細
石
核
ブ
ラ
ン
ク

石
核

敲
石

敲
石
破
片

台
石
？

合
計

　

BL401 1 24 1 1 10 5 5 2 34 1 6 14 218 25 10 1 360
BL402 2 14 1 25 10 7 2 45 2 2 2 2 30 2 9 13 214 79 1 462
BL403 1 1 2 31 1 1 37
BL501 15 1 2 18

第 1 表　BP 第 4・5 地点のブロック別石材組成・器種組成・層位別出土点数と黒曜石産地推定集計

遺構名

Ⅱ
　

層

Ⅲ
　

層

Ⅳ
　

層

Ⅳ
〜
Ⅴ
層

Ⅴ
　

層

Ⅴ
ａ
層

Ⅴ
ｂ
層

合
計

BL401 18 102 174 65 1 360
BL402 12 100 346 4 462
BL403 7 30 37
BL501 4 14 18

( 第 11 図）。礫群 SH04a

～ 04f、SH05a・05b は、

出土層位と分布範囲から、

これらのブロックに関連し

た遺構であると判断した。

BL402 出土状況BL401 出土状況

遺構名

諏
訪
星
ヶ
台
群

推
定
不
可

測
定
不
可

和
田
高
松
沢
群

和
田
小
深
沢
群

和
田
鷹
山
群

和
田
土
屋
橋
西
群

和
田
土
屋
橋
南
群

和
田
芙
蓉
ラ
イ
ト
群

蓼
科
冷
山
群

合   

計

BL401 2 1 1 2 4 23 4 1 3 1 42

BL402 11 1 1 1 14
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ブロック別の石材組成や器種組成、出土層位別の点数は第 1表のとおりである。いずれもナイフ形石器

を主体とし、石刃や彫器などを組成する石器群である。また、石器群全体に対する剥片・砕片の割合が約

6割で、他地点のブロックに比べ石器の比率が非常に高いことが特徴である。

BL401 は丘陵斜面に分布し地層は安定しない。斜面の窪みなどでは包含層が厚く堆積するところがあ

り、石器群が上下 2層に分離できるところもあったが大半は層位的に分離することができない。二時期

以上の石器群が混在している可能性があるが、主体は石刃を多く用いる石器群である。

BL402 は谷部のテラス状の平坦面に分布する。地層が安定しており、BL402 のうちⅣ層より出土した

石器群は他時期の石器群が混入しない一括資料であると判断した。Ⅲ層より出土する石器群は丘陵上より

流れ落ちたものを含む可能性がある。したがって、Ⅲ層のみから出土する槍先形尖頭器は、主体となる石

刃石器群とは異なる石器群である可能性を考慮しておきたい。また、BL402 の石器群が主体的に出土す

るⅣ -2・Ⅳ -3 層はシルト層であり、ブロック形成期前後に BL402 周辺の

谷部が水に浸かった状態であったと想定できる。調査はⅣ -4 層中部まで

掘り下げたところで遺物が出土しなくなった。なお、Ⅴ層より 4点の遺

物が出土しているが、これらはⅣ層群の調査終了後、数箇所の試掘ピット

( 第 10 図）を掘った時に出土したものである。出土層位から、明らかに

BL402 の主体的な石器群とは異なる時期の遺物であるが、Ⅴ層中にブロッ

クは確認できなかった。なお、その試掘調査で BL402 の北西側で斧形石

器 (4101) が出土した。周辺部を精査したが、他に遺物は出土しなかった。

BL403（第 12図・第 1表）

丘陵の縁辺部に分布する。BL403 は斧形石器調整剥片などを含むブロックで、ブロックの中心部は調

査区外である。いずれもⅤ a・Ⅴ b層出土であるが、ブロック周辺は包含層が薄く、加えてブロック周辺

の土層の記録がないため、層位的な評価は保留しておきたい。

(2) 礫群（第 9・13 図、第 3 表）

10 箇所の礫群を確認した。SH03 は旧石器時代末から縄文時代草創期の遺構で、SH51 は表面の明確な

赤化や付着物が認め

られず、窪地に集積し

た自然状態の礫である

可能性が高い。SH04a

～ 04f・05a・05b が

旧石器時代の礫群で、

BL401・402 と の 関

連が想定される。礫の

表面の赤化状況、出土第 3 表　BP 第 4 地点礫群属性の集計

遺構名

Ⅱ
層

Ⅲ
層

Ⅳ
〜
Ⅴ
層

Ⅳ
層

Ⅴ
ａ
層

Ⅴ
層

砂
礫
層

合
計

SH2 1 5 6
SH3 8 57 65
SH4a 14 14
SH4b 26 26
SH4c 18 18
SH4d 12 12
SH4e 13 13
SH4f 47 1 48
SH5a 16 10 17 43
SH5b 31 78 109
SH51 1 15 16

SH 以外 76 249 6 1 1 1 334
合計 84 323 42 246 1 2 6 704

遺構名

完
形

欠
損

破
片

合
計 

SH2 3 3 6
SH3 40 19 6 65
SH4a 2 5 7 14
SH4b 6 11 9 26
SH4c 6 7 5 18
SH4d 3 3 6 12
SH4e 6 2 5 13
SH4f 10 19 19 48
SH5a 23 16 4 43
SH5b 40 46 23 109
SH51 10 5 1 16

SH 以外 158 142 34 334
合計 307 278 119 704

遺構名

赤
化
強

赤
化
弱

赤
化
無

合
計

SH2 6 6
SH3 17 30 18 65
SH4a 3 7 4 14
SH4b 3 7 16 26
SH4c 7 6 5 18
SH4d 5 6 1 12
SH4e 3 7 3 13
SH4f 17 15 16 48
SH5a 24 15 4 43
SH5b 25 59 25 109
SH51 15 1 16

SH 以外 97 175 62 334
合計 201 342 161 704

Ⅳ層調査範囲

Ⅴ層試掘ピット

Ⅴ層掘下げ範囲(重機）

第10図　BL402周辺の調査範囲

槍
先
形
尖
頭
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器
破
片

彫
器

彫
器
接
破

彫
器
ブ
ラ
ン
ク

彫
器
ブ
ラ
ン
ク
接
破

削
片

掻
器
状
石
器

削
器

抉
入
削
器

揉
錐
器

石
刃

石
刃
接
破

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
の
あ
る
剥
片

剥
片

砕
片

石
核

合
計

Ⅱ層群 1 1 1 9 12
Ⅲ   層 2 7 4 3 1 5 2 1 3 4 7 57 4 100
Ⅳ層群 7 1 20 2 7 6 39 2 2 27 2 5 6 144 75 1 346
Ⅴ -1 層 4 4
合計 2 14 1 25 2 10 7 45 2 2 2 2 30 2 9 13 214 79 1 462

黒
曜
石

無
斑
晶
質
安
山
岩

珪
質
頁
岩

珪
質
凝
灰
岩

玉
髄

凝
灰
質
頁
岩

凝
灰
岩

緑
色
凝
灰
岩

チ
ャ
ー
ト

砂
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

安
山
岩

頁
岩

不
明

合
計

Ⅱ層群 2 6 3 1 12
Ⅲ   層 10 40 16 2 1 11 6 4 4 1 2 1 2 100
Ⅳ層群 8 141 89 3 4 9 52 23 2 6 6 1 2 346
Ⅴ -1 層 3 1 4
合計 20 190 108 5 5 20 58 27 8 1 8 7 3 2 462

第 2表　BL402の層位別器種組成と石材組成
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Ａ
Ｂ

第 11 図　BP 第 4 地点の石材別分布図と接合関係および BL402 南東壁セクション

（遺物集中部分の拡大）
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第 12 図　BP 第 4 地点 BL401 ～ BL403 の器種別分布状況
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SH04c

SH04b
SH04dSH04a

SH04a( 西より）

SH04b( 西より）

第 13 図　BP 第 4 地点礫群

層位別の点数を第 3表に示した。

SH03

Ⅲ層に生活面が想定され、旧石器時代末から縄文時代草創期の礫群である可能性がある。SH03 の範囲

より神子柴型磨製石斧（6019）が出土した。詳細は第４節で記述する。

SH04a ～ 04f（第 9図・13図）

いずれもⅣ層群より出土したもので、a～ dは谷部の平坦面にそれぞれがまとまった状態で出土してお

り、原位置を保っていると判断した。SH04e ･ f は斜面に散漫に分布するもので、斜面上方より落下して

きた可能性が高い。欠損品が多いが、拳大の礫を用いているものが多い。

SH05a・05b（第 9図）

丘陵頂上部の縁辺に比較的密集する分布を示したものを SH05a とし、それ以外の斜面部のものを

SH05b とした。斜面部のⅢ層から土器が出土しており、縄文時代の礫が含まれる可能性があるため、明

確に旧石器時代と断定できるⅣ層出土のもののみを便宜的に SH05b とした。出土層位に偏りがあるのは

そのためである。
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3　出土遺物

(1) 石器 ( 第 14 ～ 27 図、PL5 ～ PL8）

剥片石器 294 点、礫石器が 5点、石核 20点、剥片･砕片 663 点が出土した。器種組成と石材組成を第

1 ･ 4 表に示した。BL402 の層位別器種組成を第 2表に示し、BP第 4地点全体の層位別器種組成は添付

CDに収録した。器種名、石材、出土層位、ブロック名などは遺物図版の遺物番号の下に表記した。表示

内容は巻頭の凡例を参照していただきたい。その他の属性は添付 CDの遺物台帳を参照いただきたい。

1. 槍先形尖頭器（4001 ～ 4003）

3点出土。いずれも欠損品である。4003は粗雑な調整加工であり、製作途上で欠損した失敗品であろう。

BL401 ･ 402 の範囲内より出土したが、いずれもⅢ層出土であり、他の石器群と同時期のものであると

する層位的根拠に乏しい。

2. ナイフ形石器 (4004 ～ 4031）

43 点出した。このうち 2点は小破片である。第 4地点のナイフ形石器は大きく３つに分類される。

Ａ類（4004 ～ 4016）：石刃または縦長の剥片を素材とし、基部と頭部を尖らせた杉久保系のナイフ形

石器。調整加工は基部と頭部に限られるもの、側縁全体に及ぶものがある。

Ｂ類 (4024 ～ 4031）：石刃の主軸に直交もしくは斜交したブランティングがあるもの。ブランティン

グは主剥離面より加工が施され ( 正方向の剥離）、基部加工はほとんど見られず、石刃の打面が残存する

ものが多い。類例は貫ノ木遺跡・七ツ栗遺跡などで報告されている。

Ｃ類（4017 ～ 4023）：石刃または縦長の剥片を素材とし、Ａ類・Ｂ類に分類できないものを一括する。

Ａ類が 15点、Ｂ類が 9点、Ｃ類が 13点、欠損品のため分類不能が 6点である。なお、Ｂ類は彫器ブ

ランクとしたものに調整加工部位や平面形態が類似するが、彫器の打面調整にみられる背面からの調整加

工（反方向の剥離）がなされたものを彫器ブランクとし、ナイフ形石器とは区別した。B類は貫ノ木遺跡・

七ツ栗遺跡などで確認されており、その分類を踏襲した。器種分類の再検討が必要である。

4009 は素材剥片の主剥離面を保持する大形の削片を素材としており、側面形態がかなり湾曲する特異

な資料である。

3. 台形石器（4032）

1 点出土。素材剥片の打面を残し、主剥離面からの基部加工が施されている。刃部の剥離は調整加工で

第 4 表　BP 第 4 地点旧石器器種別・層位別石材組成
「破片」は全体の形状がわからない小破片、「接破」は欠損した石器に接合したものを示す。

石材

槍
先
形
尖
頭
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器
接
破

ナ
イ
フ
形
石
器
破
片

台
形
石
器

彫
器

彫
器
接
破

彫
器
ブ
ラ
ン
ク

彫
器
ブ
ラ
ン
ク
接
破

削
片

掻
器
状
石
器

削
器

抉
入
削
器

揉
錐
器

楔
形
石
器

石
刃

石
刃
接
破

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
の
あ
る
剥
片

剥
片

砕
片

石
核

石
核
破
片

斧
形
石
器

敲
石

敲
石
破
片

凹
石

台
石
？

合
　

計

黒曜石 1 11 1 2 1 1 4 13 37 17 2 90
無斑晶質安山岩 1 3 1 11 2 4 3 11 3 2 20 1 12 2 192 48 3 2 321
珪質頁岩 14 1 13 4 1 27 3 1 16 2 2 6 96 17 1 204
珪質凝灰岩 2 1 1 13 1 1 19
玉髄 2 5 7
凝灰質頁岩 5 5 1 1 12 3 20 47
凝灰岩 1 6 1 1 6 1 4 2 74 10 2 108
緑色凝灰岩 1 4 6 2 10 10 33
チャート 1 4 1 1 2 1 2 1 2 44 8 8 75
砂岩 2 1 1 1 5
蛇紋岩 18 18
鉄石英 1 1
ホルンフェルス 1 7 8
安山岩 8 1 9
頁岩 1 5 2 1 9
輝石安山岩 1 1
不明 1 1 23 1 1 27
合計 3 41 1 2 1 36 2 11 7 50 2 8 4 2 1 69 3 19 32 552 111 18 2 1 1 1 1 1 982

Ⅱ
　

層
（
ｇ
）

Ⅲ
　

層
（
ｇ
）

Ⅳ
　

層
（
ｇ
）

Ⅳ
・
Ⅴ
層
群
（
ｇ
）

砂
礫
層
（
ｇ
）

合
　

計 

（
ｇ
）

19.28 82.38 65.92 103.88 25.39 230.93
404.5 1248.8 952.8 1118.85 83.4 2855.55
30.54 407.3 447.55 535.59 14.91 988.36
0.52 47.53 126.46 128.12 176.17
6.89 13.21 29.42 29.42 49.52
23.69 115.6 207.38 210.13 349.42
204.9 907.67 250.38 312.48 1425.07

5.61 60.92 160.15 165.76
18.56 121.65 144.49 1570.5 52.03 1762.74
14.89 6.19 65.28 141.56 162.64

111.87 111.87
34.91 34.91

53.64 53.64 53.64
105 57.57 148.76 148.76 311.33
0.65 25.41 14.71 14.71 10.71 51.48

35.39 35.39
4.99 111.43 294.27 299.26

829 3078.9 2679 4969.32 186.4 9064.04
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はなく、使用による剥離であろうか。

4. 彫器（4033 ～ 4059）

36 点出土。彫器は石刃または石刃状の縦長剥片を素材にしたものが多い。反方向の剥離による調整加

工で打面を作出し、彫刀面を正面図左側面に形成するものが多い。4043・4048・4056 ～ 4058 は右側

面に彫刀面が作出されるまれな例である。彫刀面は剥片の主軸に斜交するもの (4033 ～ 4036・4042 ～

4047・4055 ～ 4057・4059）と主軸に併行するもの（4037・4048 ～ 4054・4058）がみられる。

以下に、写真掲載したもののみを解説する。4034 は打面を残す縦長の剥片を素材とし、その先端部に、

反方向の剥離により打面を作出し、主軸に斜交する樋状剥離がなされる。4041 は欠損品であるが、石刃

と思われる縦長の剥片の先端部に、反方向の剥離で打面を作出し、樋状剥離をなす。4049・4051 は石

刃の先端部に反方向の剥離により作出された打面より、樋状剥離がなされるが、4049 は石刃の打面は欠

損している。4052 は石刃の打面部に左右両側縁に交差する樋状剥離を有し、先端部には彫器ブランクと

同様の反方向の剥離による調整加工が認められる。4057 は背面に樋状剥離が認められ、正面図右側縁に、

樋状剥離より新しい連続した小剥離が認められる。また、4044 は削片を素材とした特殊な例である。

5. 彫器ブランク（4060 ～ 4065）

11 点出土。石刃の打面側または先端部に、反方向の剥離の調整加工がなされるもの。4049・4050 の

彫器が存在することから、調整加工は樋状剥離のための打面を作出したものであると判断した。また、同

様な部位に正方向の剥離の調整加工がなされたものはナイフ形石器Ｂ類と分類した。本地点の出土遺物に

は、正方向の剥離による樋状剥離の打面作出は認められなかったため、便宜的にナイフ形石器と彫器ブラ

ンクとに分類したが、器種分類の検討を要する。

6. 削片（4066 ～ 4073）

50 点出土。素材剥片の主剥離面を保持するＡ類（4066 ～ 4071）と、素材剥片の主剥離面を保持しな

い細石刃状のＢ類（4072・4073）が認められる。Ａ類が 48点、Ｂ類が 2点である。Ａ類は側縁部に連

続した調整加工が認められるものが存在する。これらの調整加工の意図するところは不明であるが、削片

作出より古い調整加工と考えられる。また、5㎝を超える大形のものがあるなど、Ａ類の中には彫器の削

片とは異なるものが含まれていると考えられる。

7. 削器（4074・4075）

8 点出土。4074 は打面部に調整加工がある。4075 は剥片先端部に反方向の調整加工があり、彫器ブ

ランクとすべきかもしれない。いずれも側縁に微細な剥離痕がみられる。BL401・402 に集中するが、

確実に旧石器時代の包含層から出土したものは 4074 のみで、他は縄文時代の遺物包含層より出土したも

のである。

8. 抉入削器（4076）

4 点出土。4076 は石刃を素材とするが、他の 3点は切断された剥片など形状は一定しない。ただし、

4点中 3点は、抉入部の差し渡しが約 8㎜と一定している。また、ナイフ形石器と分類した 4013 は調整

加工部分の状態が 4076 と類似しており、同一器種としたほうがよいかもしれない。

9. 揉錐器（4077・4078）

2 点出土。いずれも BL402 のⅣ層より出土したものである。

10. 石刃（4079 ～ 4094）

69 点出土。この内 4点は稜付剥片である。また、彫器ブランクとしたものの中に稜付剥片を素材とし

たものがみられる（4063)。欠損したものが多く、本来の石刃の長さがわかる完形もしくはほぼ完形のも

のは 14点である。欠損面は主軸に直交し、欠損部の接合例が 5例ある。打面長は短く、安山岩以外の石
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材では薄い石刃が多い。背面に礫面をもつものが 3点、稜付剥片が 5点と少なく、石刃石核は 1点もみ

られない。石刃の製作工程を追えるような接合資料が認められない。

11. 掻器状石器

2 点出土。いずれも BL402 に含まれるが、縄文時代の包含層であるⅢ層より出土した。

12. 楔形石器

1 点出土。ブロック外のⅡ層より出土しており、縄文時代の遺物の可能性が高い。

13.2 次加工のある剥片

19 点出土。10点はⅣ層より出土しており、BL401 ･ 402 の旧石器時代の石器群に属するものである。

詳細な観察は行えなかったが、抉入削器、彫器ブランクなどに分類可能なものも含まれる。

14. 微細剥離のある剥片

32 点出土。15点はⅣ層またはⅣ～Ⅴ層より出土しており、BL401 ･ 402 の旧石器時代の石器群に属す

るものである。その他のものも大半が BL401・402 のⅢ層から出土しており、石材の類似から多くは旧

石器時代の石器である可能性が高い。

15. 石核（4095 ～ 4100）

18 点出土。出土層位はⅡ層 4点、Ⅲ層 5点、Ⅳ層 4点、Ⅳ～Ⅴ層 5点である。Ⅱ層の遺物はいずれも

ブロック外であり、縄文時代の遺物である可能性が高い。BL401・402 で石刃が多数出土したが、石刃

石核は出土していない。4099・4100 は分割された原石で、素材剥片の剥片剥離は行われていない。

16. 剥片・砕片

剥片 552 点、砕片 111 点出土。剥片の出土層位はⅡ層 33点、Ⅲ層 177 点、Ⅳ層またはⅣ～Ⅴ層 283

点、Ⅴ層 35点、砂礫層 24点である。砕片の 9割はⅣ層より出土した。なお、Ⅴ層群出土の剥片の多く

は BL403 のもので、斧形石器の調整剥片と考えられる蛇紋岩の剥片 18点がまとまって出土した。

17. 斧形石器 (4101）

1点出土。BL402の北西側に単独で出土した。基部を欠損し、

刃部の線状痕はあまり明瞭ではない。礫面が両面に残っており、

扁平な楕円礫を素材として作られたものである。石材は緑色の

火成岩で、多用される蛇紋岩とは異なる趣の石材である。

18. 敲石・凹石・台石

各 1点出土。凹石はⅡ層中部より出土したもので縄文時代

の遺物である可能性が高い。敲石は砂岩製の欠損品で、BL403

のⅤ a層より出土し、この敲石と同一母岩と思われる剥片が近

くで出土いる。台石はⅣ層より出土した硬砂岩の小破片で、他

の石器の石材には用いられないため、台石の破片と判断した。

(2) 接合資料（第 11図・第 5表）

BP 第 4 地点では 27 例の接合が認められた。すべて同一ブ

ロック内での接合で、ブロック間接合はない。接合資料番号

1073A は BL403 での斧形石器の調整剥片間の接合例で、遺跡

内での石器加工行為を示す。それ以外は、BL401 と BL402 の

石器群で、欠損資料の接合が多く、剥片剥離工程を示す資料は

少ない。また、削片が多量に出土しているが、削片の接合例は

わずかに一例のみである。

「破片」は全体形状不明な小破片、「接破」は石器に接合したも
のを示す。

接合資料

番号
報告石材

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器
接
破

彫
器

彫
器
接
破

彫
器
ブ
ラ
ン
ク

彫
器
ブ
ラ
ン
ク
接
破

削
片

石
刃

石
刃
接
破

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
の
あ
る
剥
片

剥
片

合
計

1003A チャート 3 3
1004A チャート 1 1 2
1006A チャート 2 2
1010A 黒曜石 2 2
1018A 緑色凝灰岩 2 2
1032A 珪質頁岩 1 1 2
1041A 珪質頁岩 1 1 2
1042A 珪質頁岩 1 3 4
1042B 珪質頁岩 1 2 3
1042C 珪質頁岩 1 1 2
1047A 凝灰質頁岩 2 2
1047B 凝灰質頁岩 2 2
1062A 無斑晶質安山岩 1 1 2
1067A 無斑晶質安山岩 1 1 2
1067B 無斑晶質安山岩 1 2 3
1067C 無斑晶質安山岩 1 1 2
1068A 無斑晶質安山岩 1 1 2
1068B 無斑晶質安山岩 1 2 3
1068C 無斑晶質安山岩 3 3
1068D 無斑晶質安山岩 2 2
1068E 無斑晶質安山岩 1 1 2
1073A 蛇紋岩 4 4
21037A 黒曜石 2 2
21039A 黒曜石 2 2
21046A 黒曜石 1 2 3
21058A 凝灰岩 1 1 2
21068A 珪質頁岩 1 1 2

第 5 表　BP 第 4 地点旧石器接合資料一覧



―25―

第２節　BP第 4地点旧石器時代の遺構と遺物

第 14 図　ＢＰ第 4 地点石器実測図（槍先形尖頭器・ナイフ形石器 1）

4001
Po  Ch  
BL401  15.26g
Ⅲ  13421

4002
Po  Ob  SWHD
BL402  7.75g
Ⅲ  13008

4003
Po  An  
BL402  12.51g
Ⅲ  9835

4004
Kn  TS  
BL 外  6.0g
Ⅳ  18009

4005
Kn  An  
BL401  7.23g
Ⅳ～Ⅴ  19995

4006
Kn  An  
BL402  6.56g
Ⅲ  13009
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第３章　BP第 4・第 5地点の調査

第 15 図　ＢＰ第 4 地点石器実測図（ナイフ形石器 2）

4007
Kn  SS  
BL402  1.88g
Ⅳ  13637

4008
Kn  Ob  推定不可
BL402  1.04g
Ⅲ  9937

4009
Kn  SS  
BL402  2.72g
Ⅳ  13738

4010
Kn  Ob  WDTN
BL401  1.13g
Ⅳ  19938

4011
Kn  SS  
BL402  1.16g
Ⅳ  13661

4012
Kn  SS  
BL402  2.05g
Ⅳ  13803

4013
Kn  ST  
BL402  2.12g
Ⅲ  13043

4014
Kn  SS  
BL402  1.64g
Ⅳ  13741

4015
Kn  SS  
BL402  2.06g
Ⅲ  13039

4016
Kn  ST  
BL401  1.66g
Ⅳ～Ⅴ  23110

4017
Kn  Sh  
BL402  2.17g
Ⅲ (2 層 )  9913

4018
Kn  Ob  WDTN
BL401  1.96g
Ⅳ  13506

4019
Kn  Ob  
BL401  4.2g
Ⅲ  9780

4020
Kn  Ob  WDTY
BL 外  2.33g
Ⅲ  9788
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第２節　BP第 4地点旧石器時代の遺構と遺物

第 16 図　ＢＰ第 4 地点石器実測図（ナイフ形石器 3・台形石器）

4021
Kn  TS  
BL402  8.79g
Ⅲ  9980

4022
Kn  TS  
BL401  10.18g
Ⅳ  13512

4023
Kn  Ch  
BL401  2.01g
Ⅲ  9103

4024
Kn  Ch  
BL401  12.82g
Ⅳ  23095

4025
Kn  Ch  
BL401  2.32g ＋ 1.92g
Ⅳ＋Ⅳ～Ⅴ ( 灰色粘土 )  
23178 ＋ 23111

4026
Kn  SS  
BL402  6.47g
Ⅲ ( Ⅳ・Ⅴ -1 層 )  
9813

4027
Kn  SS  
BL401  2.63g
Ⅳ  13534

4028
Kn  SS  
BL401  1.5g
Ⅲ  9166

4029
Kn  Ch  
BL401  4.64g
Ⅳ ( Ⅲ上 )  13551

4030
Kn  SS  
BL401  1.8g
Ⅳ  13496

4031
Kn  SS  
BL401  2.23g
Ⅲ  13416

4032
Tr  Ch  
BL403  3.96g
Ⅴｂ  3737
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第３章　BP第 4・第 5地点の調査

第 17 図　ＢＰ第 4 地点石器実測図（彫器 1）

4033
Gr  Tu  
BL402  12.89g
Ⅳ  13963

4034
Gr  An  
BL402  17.9g
Ⅲ  13015

4035
Gr  An  
BL402  34.02g
Ⅲ  13022

4037
Gr  Tu  
BL402  3.68g
Ⅳ  13625

4036
Gr  TS  
BL401  38.13g
Ⅳ ( Ⅲ下 )  19930
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第２節　BP第 4地点旧石器時代の遺構と遺物

第 18 図　ＢＰ第 4 地点石器実測図（彫器 2）

4038
Gr  An  
BL402  77.04g
Ⅳ  13727

4039
Gr  Tu  
BL402  39.55g
Ⅳ  18021

4040
Gr  SS  
BL402  33.76g
Ⅳ  13752

4041
Gr  An  
BL402  3.77g
Ⅱ  9368
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第３章　BP第 4・第 5地点の調査

第 19 図　ＢＰ第 4 地点石器実測図（彫器 3）

4042
Gr  An  
BL402  15.08g
Ⅳ  13770

4043
Gr  SS  
BL402  4.61g
Ⅳ  13628

4044
Gr  SS  
BL402  3.7g
Ⅳ  13683 4045

Gr  SS  
BL401  4.34g
Ⅲ  9751

4046
Gr  SS  
BL401  15.5g
Ⅲ  13317

4047
Gr  An  
BL402  20.04g
Ⅳ ( Ⅲ下 )  13644

4048
Gr  SS  
BL402  14.05g
Ⅳ  13608
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第２節　BP第 4地点旧石器時代の遺構と遺物

第 20 図　ＢＰ第 4 地点石器実測図（彫器 4）

4049
Gr  TS  
BL401  16.9g
Ⅳ  13519

4050
Gr  TS  
BL401  10.62g
Ⅳ  13517

4051
Gr  SS  
BL402  2.85g
Ⅳ  13982

4052
Gr  An  
BL402  16.16g
Ⅳ  13709 ＋ 13814 ＋ 13931

4053
Gr  Tu  
BL402  44.2g
Ⅲ  9843

4054
Gr  Tu  
BL401  28.14g
Ⅲ  13311
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第３章　BP第 4・第 5地点の調査

第 21 図　ＢＰ第 4 地点石器実測図（彫器 5）

4055
Gr  GT  
BL402  16.19g
Ⅳ ( Ⅲ下 )  13935

4056
Gr  SS  
BL401  18.56g
Ⅳ  13482

4057
Gr  Ob  SWHD
BL402  19.1g
Ⅳ  13638 ＋ 13828 ＋ 13940

4058
Gr  SS  
BL403  14.67g
Ⅴｂ  3726

4059
Gr  SS  
BL402  34.65g
Ⅳ  13941
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第２節　BP第 4地点旧石器時代の遺構と遺物

第 22 図　ＢＰ第 4 地点石器実測図（彫器 6・削片 1）

4060
Gr ﾌﾞﾗﾝｸ  Tu  
BL402  18.19g
Ⅲ　9968 ＋ Ⅳ  13844

4061
Gr ﾌﾞﾗﾝｸ  SS  
BL402  9.18g
Ⅲ  13035

4062
Gr ﾌﾞﾗﾝｸ  TS  
BL402  9.06g
Ⅳ ( Ⅲ下 )  13694

4063
Gr ﾌﾞﾗﾝｸ  An  
BL402  16.51g
Ⅳ  18051 ＋ 18052

4064
Gr ﾌﾞﾗﾝｸ  An  
BL402   9.35g
Ⅲ  13040 ＋Ⅳ  13716

4065
Gr ﾌﾞﾗﾝｸ  SS  
BL402  6.44g
Ⅳ  13724

4066
Sp  SS  
BL402  3.57g
Ⅲ  13031

4067
Sp  SS  
BL402  3.94g
Ⅳ  13750

4068
Sp  SS  
BL402  2.21g
Ⅳ  13597
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第３章　BP第 4・第 5地点の調査

第 23 図　ＢＰ第 4 地点石器実測図（削片 2・削器・抉入削器・揉錐器・石刃 1）

4069
Sp  GT  
BL402  1.41g
Ⅳ  13639

4070
Sp  SS  
BL402  1.15g
Ⅳ  13631

4071
Sp  An  
BL402  1.14g
Ⅳ  13769

4072
Sp  SS  
BL401  0.38g
Ⅲ  9285

4073
Sp  SS  
BL402  0.54g
Ⅳ  13827

4074
Sc  SS  
BL401  21.67g
Ⅳ  23190

4075
Sc  SS  
BL402  10.39g
Ⅲ ( 灰色粘土 )  
9918

4076
NS  Tu  
BL402  1.82g
Ⅳ  13979

4077
Dr  Ob  SWHD
BL402  1.65g
Ⅳ  18013

4078
Dr  不明  
BL402  0.61g
Ⅳ  13596

4079
Bl  An  
BL402  14.49g
Ⅳ  13806

4080
Bl  An  
BL403  6.42g
Ⅴｂ  3754

4081
Bl  An  
BL402  7.08g
Ⅳ  13699 ＋ 13815
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第２節　BP第 4地点旧石器時代の遺構と遺物

第 24 図　ＢＰ第 4 地点石器実測図（石刃 2）

4082
Bl  Tu  
BL401  23.12g
Ⅳ～Ⅴ  19993

4083
Bl  GT  
BL401  7.12g
Ⅳ  19918

4084
Bl  GT  
BL402  8.24g
Ⅳ  13846

4085
Bl  Ob  WDTY
BL401  7.21g
Ⅳ  19999

4086
Bl  Ob  WDTN
BL401  0.73g
Ⅲ  13313

4087
Bl  TS  
BL401  4.67g
Ⅳ ( Ⅲ下 )  19969

4088
Bl  Tu  
BL401  9.44g
Ⅲ  9317

4089
Bl  Sh  
BL402  8.99g
Ⅳ  13591

4090
Bl  SS  
BL403  7.63g
Ⅴｂ  3742
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第３章　BP第 4・第 5地点の調査

第 25 図　ＢＰ第 4 地点石器実測図（石刃 3）

4091
Bl  SS  
BL402  6.57g
Ⅳ  13575

4092
Bl  GT  
BL401  86.83g
Ⅳ～Ⅴ  19980

4093
Bl  An  
BL402  49.76g
Ⅳ  13636
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第２節　BP第 4地点旧石器時代の遺構と遺物

第 26 図　ＢＰ第 4 地点石器実測図（石刃 4・石核 1）

4094
Bl An  
BL402  39.12g
Ⅳ  13734

4095
Co  Ch  
BL401  45.95g
Ⅳ～Ⅴ  23112

4096
Co  Ch  
BL401  33.51g
Ⅳ (2 層 )  19937

4097
Co  Ob  WDTY
BL401  12.54g
Ⅳ～Ⅴ  23137

4098
Co  ST  
BL402  100.01g
Ⅳ  13825
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第３章　BP第 4・第 5地点の調査

第 27 図　ＢＰ第 4 地点石器実測図（石核２・斧形石器）　

4099
Co  Ch  
BL401  467.6g
Ⅳ～Ⅴ  23131

4100
Co  Ch  
BL401  809.06g
Ⅳ～Ⅴ　 23130

4101
Ax  不明  
BL 外  166.24g
Ⅴｰ 2 層　 18146
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第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物

第 3節  ＢＰ第５地点の旧石器時代の遺構と遺物

１ 調査の概要

ブロック 1箇所と礫群 5箇所、炭化物集中 6箇所を確認した。BP第 5a 地点では、旧石器時代終末期

の礫群と炭化物集中がまとまって検出された。これらの遺構に隣接して、細石刃核及び同一石材の剥片等

が数点出土した (BL501)。

本地点は、他の調査地点と地層が異なり、ほぼ全域に、砂礫層とシルト層が互層に堆積している。その

中に旧石器時代～縄文時代早期の多量の遺物が出土した（第 31・32 図、第 7・8表）。調査では第 5a 地

点と BP第 5c 地点とで別個の層名を用いたが、これらの包含層を

総称して仲町砂礫層と呼称している（第 1章第 7図）。遺物は砂

礫層より出土しており、シルト層中から出土する遺物は少ない。

砂礫層中にブロックは確認できず、出土遺物の多くは水流による

磨耗が認められるため、原位置をとどめるものは少ないと想定さ

れる。また、砂礫層中の石器について、層位別に磨耗がみられな

い石器の分布を検討したが、有意な分布のまとまりは確認されな

かった。但し、調査区北東側のみに分布するⅣ’層に礫群と細石

刃核を伴う少数の石器群が出土し、ブロックと認識した。

仲町砂礫層の調査終了後、BP第 5c 地点で中部野尻湖層の、BP

第 5a 地点で下部野尻湖層の調査を実施した（第 28図）。中部野

尻湖層ではナウマンゾウの足跡群と推定される窪みと石器の可能

性がある資料が出土した。BP第 5a 地点の下部野尻湖層では、火

山噴出物と考えられる石片が数点出土したが、人工遺物と考えら

れる資料は確認できなかった。

BL403

BP第5a地点

BP第5b地点
（信濃町教育委員会調査区）

BP第5c地点

BP第5d地点

野尻湖発掘調査団などによる既調査区

中部野尻湖層・下部野尻湖層調査範囲

Ａ

Ｂ

　※土層注記は第 3図・第 5図に記載した

第 28 図　BP 第 5 地点の調査範囲と土層
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第 3章　BP地点・BP第 4・第 5地点の調査

２ ブロックと礫群

第29図に検出されたブロック（BL) と礫群（SH)

と炭化物集中（SF) の位置を示した。砂礫層の石器

群にブロックは認識できず、仲町砂礫層中部と下部

のに分けて提示した（第 31図）。なお、SH01 はⅢ

層を主体とした礫群で、縄文時代草創期～早期のも

のである。

(1) 仲町砂礫層中部の遺構　

BL501（第 29 図）

ピット状の窪みとその周辺 2mほどの範囲に、珪

質凝灰岩製の細石核 1 点、細石核ブランク 2 点、

剥片 15点と頁岩製の削器 1点が出土した。ピット

状の窪みの大部分はトレンチ調査で破壊してしま

い、半分以上が失われたため詳細は不明である。窪

みは深さ 20 ㎝程度で、Ⅳ ' 層を掘り込んでいる。

Ⅳ ' 層はシルト層で BP第 5a 地点の北東側のみにみ

られ、仲町砂礫層中部最上面に対比される。遺物は

Ⅲ層とⅣ ' 層より出土しているが、調査時の所見を

尊重すると生活面はⅣ ' 層中であると考えられる。

周辺より、後述の礫群と炭化物集中が検出されてお

り、同時期の遺構群である可能性が高い。

　SH52 ～ SH54・SH57・SF54 ～ 57（第 30 図）

Ⅳ ' 層中に検出された礫群（SH）と炭化物集中

（SF）である。炭化物はⅣ ' 層の中部より検出され、

炭化物包含部分をⅣ b層、その上下をそれぞれⅣ a

層、Ⅳ c層としⅣ ' 層を細分した。礫群もⅣ b層よ

り検出され、全て同時期遺構群であると判断した。

近接する BL501 の石器の中にはⅣ b層上面出土の

ものもあり、遺構

群が細石刃石器群

に伴うと判断した。

また、Ⅳ ' 層より

上位の砂礫層（BP

第 5a 地点 1層）か

ら、細石刃及び細

石刃が出土してお

り、これらとの関

連も想定される（第

29 図）。第 30 図に
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BL501

SH52

SH53

SH54

SH57

SH01

SH51

SF57

SF56

SF55

SF54

SF60

SF51

SF59

SF63

SF410

細石核（カツレキ層）
細石核（スナガラ層）
細石刃（カツレキ層）
細石刃（スナガラ層）
炭化物集中区
炭化物集中区
（スコリア質砂礫層）
Ⅲ層礫
Ⅳ～Ⅴ層礫
Ⅳ´層礫×

信濃町教育委員会の調査で確
認された、炭化物と礫を伴う
細石器のブロック。
（渡辺2001より作図）

第 29 図　BP 第 5 地点の遺構配置図と BL501
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第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物

礫群周辺のⅣ ' 層出土遺物の分布を示した。土器、石鏃、有茎尖頭

器が出土したが、これらはⅣ ' 層上面より出土したものが多く、Ⅳ '

層中の礫群とは時期が異なる遺物であると判断した。

礫群の礫の属性を第 6表に集計した。3cm～ 5㎝大の礫を多用

しており、他地点で確認された礫群に比べ小形の礫を選択している

ことが特徴的である。

　SF59

BP 第 5a 地点の 2層上面で確認した。約 0.6m× 0.4m の範囲に

炭化物粒が分布し、1cm程の炭化物が点在する。

　SF51・60

BP 第 4地点の BL401 よりも下層のシルト層上面で検出した炭化

物集中である。SF60 は 0.9m × 1.3 ｍほどの範囲に炭化物が平坦

面に密集している。SF51 は半分が試掘トレンチにより失われてお

り全容はわからないが、SF60 と同規模の分布範囲を示す。BL401

より下層で検出されたことから、炭化物が検出されたシルト層は仲

町砂礫層下部に対比される可能性もある。周辺に遺物は出土してい

ない。

なお、隣接する SH51 は出土層位が異なり、被熱による礫の変色

などは認められない。礫群ではなく自然礫の集積の可能性もある。

(2) 仲町砂礫層下部の遺構

　SF410

BP 第 5c 地点 7層で検出した。トレンチにより一部破壊され、全貌は不明であるが、55× 70cmの範

囲に炭化物粒が集中していた。

　SF63

BP 第 5a 地点 9 層で検出した炭化物集中。5.5m ×

3mの範囲にわたって検出した。炭化物の依存状態が悪

く、シルトが黒ずんでいるようにも見える。9層に遺物

はほとんどみられず、遺構であると断定できない。

　偶蹄類の足跡（第 33 ･ 34 図）

BP 第 5a 地点では 6 層上面に、BP 第 5c 地点では 7

層上面と 8層中に挟在するシルト層上面で偶蹄類の足跡

と考えられる窪みが多数確認された。窪みには砂礫層が

入っており、偶蹄類の足跡と明確に認識できるものが少

数認められた。他の形状が不明確な窪みも、大きさと配

列などから偶蹄類の足跡と判断した。検出面の前後の砂

礫層からは石器が出土しているが、シルト層中に石器は

ほとんど出土しない。BP第 5a 地点では微高地の縁に足

跡が集中していることが判明した。BP第 5c 地点ではシ

ルト層の分布範囲が限られているため、足跡の範囲が必

ずしも偶蹄類の行動範囲とは一致しない。 BP 第 5c 地点偶蹄類足跡

遺構名

赤
化
強

赤
化
弱

赤
化
無 遺構名

破
片

欠
損

完
形

SH1 10 6 1 SH1 7 7 3

SH2 7 21 11 SH2 1 11 27

SH52 23 SH52 8 10 5

SH53 3 25 10 SH53 4 11 23

SH54 24 44 3 SH54 6 13 52

SH57 8 36 SH57 3 1 40

第 6 表　BP 第 5 地点礫群属性の集計

BP 第 5a 地点仲町砂礫層遺物出土状況

SF60

SF51
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SH52 SH53 SH54

SH57

SH57

SH54

SH53・SH54

6
5
6
.
0
0
m

657
.00

m

65
6.
50
m

-26030

-26040

92
28
0

92
27
0

BL501

礫

ナイフ形石器

有茎尖頭器

石鏃

台石

敲石？

細石刃核ブランク

その他石器

剥片砕片

土器

炭化物集中

51

5115

5080

5009

6070

6057

6056

6037

6149

SH52

SH53

SH54

SH57

SF57

SF56
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第 30 図　BP 第 5a 地点の礫群と炭化物集中区

Ⅳ ' 層出土の遺物と礫群
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第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物
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※右図の点線はカツレキとスナガラの区分ができなかった範囲を示し、出
土層位が判別できないものは全て左図に出土地点を示した。

第 31 図　BP 第 5 地点の層位別石器出土状況 1
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第 3章　BP地点・BP第 4・第 5地点の調査
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第 32 図　BP 第 5 地点の層位別石器出土状況２ 第 7 表　BP 第 5 地点器種別石材組成
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第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物
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第 3章　BP地点・BP第 4・第 5地点の調査
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偶蹄類の足跡を検出した範囲
（仲町砂礫層下部）

ナウマンゾウの足跡を調査した範囲
（中部野尻湖層 11層上面）

ナウマンゾウ足跡を調査した範囲
（中部野尻湖層15層上面）

第 33 図　BP 第 5 地点の足跡の調査

BP 第 5a 地点仲町砂礫層（6層上面）の足跡

BP第 5c 地点仲町砂礫層（8層）の足跡

BP第 5c 地点中部野尻湖層（15層上面）の足跡

BP第 5c 地点中部野尻湖層（11層上面）の足跡
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第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物
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第 34 図　仲町砂礫層下部の偶蹄類の足跡

第 5a 地点 6層の足跡

第 5c 地点 7層の足跡 第 5c 地点 8層の足跡

足跡検出状況

ｽｹｰﾙは 15㎝
※上図足跡の拡大図を PDF 形式で CDに収録。ファイル名「BP第 5地点足跡 1・2」
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第 3章　BP地点・BP第 4・第 5地点の調査

３ BP 第５ c 地点中部野尻湖層の調査成果

(1) ナウマンゾウ足跡と出土資料

第33図に中部野尻湖層の調査範囲を示した。BP第5c地点の11層上面と15層上面で足跡を検出した。

11層上面では、ナウマンゾウの足跡と推定される窪みが多数確認された。土層の断面観察により、11

層中のラミナが上部からの圧力で変形しているのが確認され、窪みは掘られたものではなく足跡であるこ

とが判明した。足跡は径40～ 80cm、深さ10～ 20cm程度のものが多い。中には小形の窪みが認められ、

オオツノシカなどの偶蹄類の足跡と思われるものも少数認められた。覆土の 10層は赤スコ（赤褐色スコ

リア）に由来するもので、10a、10b、10c に分層される。10a は水成層のスコリア混じりの黄灰色シルトで、

赤スコの二次堆積と考えられる。10b 層は赤スコのプライマリーな堆積層、10c はスコリアが圧縮された

ような状態で、その上面が踏み込み面の可能性がある。11層は水成堆積層で、11層上面で踏み込まれた

場合、窪みが崩れて足跡は明瞭に残らないと推定されることからも、赤スコの堆積過程、もしくはその直

後に、足跡が形成されたと判断した。赤スコの年代は 39,000 年前～ 41,000 年前とされており（沢田健

他 1992）、足跡の年代もおよそ 4万年前のものと考えられる。

ナウマンゾウの足跡は、およそ 270 ㎡の調査区から約 600 個検出され、その中の 1つ NF3 とした足

跡の 10c 層下面から酸性凝灰岩（註1）（第 52 図 5127）が 1点出土した（第 35図）。さらに他の足跡内及

び足跡を覆う 10a 層から、石器の可能性がある安山岩などが出土した（第 51図～ 54 図）。これらの資

料を含め 10層中より、465 点の安山岩が出土した（第 9表）。なお、石片とした安山岩は、後期旧石器

時代の石器群に多く見られる無斑晶質安山岩とは異なり、輝石安山岩、角閃石安山岩などである。

石器の可能性がある資料を含め、ナウマンゾウの足跡に関連して中部野尻湖層より出土した安山岩を主

体とする資料群を石片と呼称する。石片の中には、報告したもののように、二次加工の可能性がある剥離

が認められるものが少数含まれるが、大半の石片には人工的な加工痕跡は確認できない。

11 層上面の調査終了後、調査区を縮小し 15 層上面で確認される足跡の調

査を行なった。15 層上面まで人力により掘り下げ、多数の石片を採取した。

15層上面の足跡は 11層上面のものに比べ全体に小さく、径 25～ 60cmの円

～楕円形のものと、長径 30～ 40cm、短径 15 ～ 20cmの長楕円形のものが

見られる。いずれも深さ５～ 15cm程度である。足跡は調査区のほぼ全域に

分布するが、11層上面と比べやや分布密度が低い。

(2) 中部野尻湖層出土の石片について

石片の出土状況を確認するために、JS 地点と BP 第 3地点とで中部野尻湖

層に相当するⅥ層・Ⅶ層の調査を行った。両調査区は本調査地点よりそれぞ

れ 250 ｍと 750 ｍほどの距離がある。8m× 8mの調査区内より、JS 地点の

Ｇ
グリッド

201 では 49 点、BP 第 3地点のＧ
グリッド

35 では 41 点の安山岩石片が出土した。

これらの石片はⅥ層下部からⅦ層中に多く出土しており、人工的な遺物であ

る状況は見出せなかった。さらに、BP第 3地点では重機によるⅦ層以下のト

レンチ調査を行ない、多量の安山岩の石片が出土した。第 9表に調査地別の

石片点数の集計を示した（註2）。これらの調査結果から、安山岩はスコリア層及

びその上下の層に多く含まれており、人為的に遺跡内に搬入されたものでは

層位

Ｊ
Ｓ
地
点

Ｂ
Ｐ
第
３
地
点

Ｂ
Ｐ
第
５
ｃ
地
点

合
　
　

計 

10 層 赤スコ 465 465
11 層 75 75
12 層 ニセノミ 66 66
13 層 105 105
14 層 青ヒゲ 480 480
15 層 下部

野尻湖層
555 555

16 層 32 32

Ⅲ層 12 12
Ⅳ層 1 1

Ⅴｂ層 11 3 11
Ⅴｃ層 7 9 7
Ⅵ層 38 559 597
Ⅶ層 赤スコ 12 397 409
Ⅷ層 121 121
Ⅸ層 ニセノミ 136 136
Ⅹ層 397 397

ⅩⅠ層 青ヒゲ 563 572
ⅩⅡ層 659 659
ⅩⅢ層 1 1
ⅩⅣ層 147 147
ⅩⅤ層 ﾄﾞﾗｲｶﾚｰ 21 21
ⅩⅥ層 35 35
ⅩⅧ層 13 13
ⅩⅨ層 7 7
合計 90 3068 1778 4924

第 9 表　層位別石片出土数

註1　ナウマンゾウ博物館学芸員中村由克氏の肉眼鑑定による。中部野尻湖層中より出土した石片中に数点確認される石材である。
註 2　添付 CDに石片の重量の計測値を示した。ファイル名は「仲町遺跡石片属性表」。
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なく、火山噴出物であることが理解できる。ナウマンゾウの足跡覆土に含まれる石片は赤スコとともに遺

跡内に降下した火山噴出物と考えられる。但し、降下した石片を人類が使用したかどうかは、形態、打面

や剥離面など個々の資料の観察から検討する必要がある。

石片の中に、酸性凝灰岩が数点確認された。酸性凝灰岩については石材の検討が十分にできなかったた

め、酸性凝灰岩が火山噴出物に由来するものなのか否か、結論は出せなかった。但し、安山岩と酸性凝灰

岩の中間的な様相の石材が存在しており、酸性凝灰岩も火山噴出物である可能性がある。

火山噴出物に由来すると考えられる石片の中に、二次的な剥離面を有する資料や、人為的に作出された

剥片の可能性がある資料が含まれている。BP第 5c 地点 10層出土の石片の接合作業を行ったが、接合関

係は確認できなかった。接合関係が認められないため、これらの剥離が人工的なものなのかどうか、個々

の資料から判断することは非常に困難である。出土状況からは石片の中に人工遺物が存在する根拠を得る

ことはできない。

多数の石片の中から、剥片及び石器の可能性を検討する必要があると判断したものを抽出し、その一部

を第 52～ 54図と PL12 に掲載した。以下に個々の資料の観察所見を述べる。

5127 は酸性凝灰岩、5128 ～ 5134 は安山岩、5135 ～ 5138 は酸性凝灰岩に近い石質であるが、酸性

凝灰岩と特定できない。5137 には酸性凝灰岩のような部分と安山岩のような部分が有り、両者の中間的

な様相の石材である。

5127 は灰色のやや光沢を持ったガラス質の石材で、他の安山岩とは明らかに異なる石材である。大き

な剥離面が表面に 4つ、裏面に１つ確認される。表面には同一打面からの連続した剥離面が形成されて

いるが、打面が失われている。また、自然面と剥離面の区別は明確ではなく、右側面図で自然面とした部

分にもリングが観察され、ポジ面の剥離面である可能性がある。主剥離面の打点も明確にはとらえられな

い。また、断面が鋭角な稜線上には、実測図には表現されていない１～ 3㎜ほどの微細な剥離が多数見

られる。稜線上の微細な剥離状態は、佐久市天神小根遺跡Ⅳ層出土の偽石器に類似している。（註３）

5128 ～ 5130 は安山岩の剥片状の石片である。5132 に自然面と思われる面があるが、剥離面との

区別は明確にはできない。主剥離面はいずれも打点が不明確で、打瘤も明瞭ではない。5131・5132・

5134 には主剥離面からの剥離が観察される。剥離は 1回ないし 2回程度で、連続的な剥離はみられない。

また、5128・5133 の表面には大きな剥離面があり、同じ打面または打面転移による連続した剥片剥離

の可能性が伺われる。5131 と 5134 には折れ面がある。5136 と 5137 は両極打法による稜上からの微

細剥離と類似したものが一側縁に認められる。5138 は石片の中では希少な石材であるが、主剥離面が明

確ではなく、二点以上からの加圧により弾けた破砕礫のような印象をもつ。

上記の特徴はクラッシャーなどで粉砕した砕石などにも認められ、自然現象の中でも生じうる剥離と考

える。個々の石器の観察からは、これらの石片が石器である確証は得られない。

前述のとおり、安山岩は火山噴出物として降下してきたものであり、酸性凝灰岩及びその類似石材の石

片についても、火山噴出物である可能性が否定できない。個々の石片の観察や出土状況からは人工遺物で

あるとの確証は得られない。しかし、隣接する立が鼻遺跡の中部野尻湖層からは骨製クリーヴァーや石器

などが報告されており（野尻湖人類考古グループ 1987）、本遺跡の資料も検討無しに偽石器とすること

はできない。酸性凝灰岩が遺跡内にある理由を自然現象では説明しきれていない点、安山岩石片の中にも

剥片と考えられるものが存在する点など、遺物である可能性も残されている。今後、周辺遺跡の調査によ

り関連資料が得られたところで、さらに資料批判をおこない、史料としての評価をしていかなければなら

ないが、現時点では、これらの石片を史料として用いることは時期尚早と考える。

註3　須藤隆司氏のご教示による。（須藤 2001）
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655.2m

5127

Ａ Ｂ

10

11

12

Ａ Ｂ

BP 第 5c 地点中部野尻湖層の足跡断面

BP第 5c 地点足跡NF3　図版番号 5127 出土状況

NF3 下部のラミナの変形状況

NF3　
図版番号 5127
出土状況

第 35 図　BP 第 5c 地点中部野尻湖層 11 層上面のナウマンゾウ足跡と NF3 資料出土状況

BP 第 5c 地点中部野尻湖層（11層上面）の足跡

NF3
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４ 出土遺物

旧石器および旧石器時代の可能性がある遺物が 17085 点出土した。そのほと

んどは仲町砂礫層より出土した。第 7・8表に器種別石材組成と調査地点別の器

種組成を示した。槍先形尖頭器、削器、掻器、凹石、磨石などの縄文時代の石器

との区別が明確にできない器種は、旧石器時代の包含層（仲町砂礫層中部・下部）

より出土したもののみを本節で報告した。縄文時代の包含層より出土したこれら

の器種は第 4節で縄文時代の石器と合わせて実測図を掲載した。

BL501 以外の石器は砂礫層より出土したもので、原位置は保たれていない。

縄文時代の包含層から旧石器時代の石器が出土しており、下層のものが上層に混

在することが確認される。砂礫層より出土するため、多くの石器に磨耗が認めら

れる。磨耗の度合いを 3段階に分類し、添付 CD収録の遺物観察表に記載した。

磨耗度 Aはほとんど磨耗が認められないもの。磨耗度 Bは稜上に磨耗が観察さ

れるもの。磨耗度 Cは剥離面全体に磨耗が観察されるものである。また、磨耗の

進行は石材により異なるため、磨耗度の比較は同一石材間においてのみ有効であ

る。

また、BP 第 5a 地点の 9層～ 14 層に木片が 100 点あまりが出土した。加工

痕は認められず、自然遺物と考えられる。これら木片の樹種同定の結果を第 10

表に示した。詳細は添付 CDに収録した。

(1) 石器（第 36 ～ 51 図、PL9 ～ 12）

BP 第 5a・第 5c・第 5d 地点の遺物を器種別に掲載した。調査地点により別個の層名を用いているので、

図中に示した出土層位の対比は第 7図を参照していただきたい。特に必要と思われるものについて観察

所見を記載する。遺物の属性等は、実測図と添付 CDの遺物台帳を参照いただきたい。

1．槍先形尖頭器（5001 ～ 5008）　176 点出土。この内、旧石器時代の包含層から出土したものは 13

点である。5001 にファシットがみられ、他に比べ磨耗が激しい。5007 と 5008 の自然面は、本来石器

の剥離面であったものが磨耗したものと考えられる。5004・5005は左右非対称の同一型式の石器である。

5005 が旧跡時代の包含層から出土したため、両者を本節で取上げたが、第 5c 地点 4層には土器が 4点

混在しており、調査時の層位誤認の疑いがある。これらは縄文時代草創期の石器の可能性がある。

2．ナイフ形石器・台形石器（5009 ～ 5066）　ナイフ形石器 148 点、台形石器 48 点が出土した。

5009 は先端を欠損する杉久保型ナイフ形石器で細石器の礫群と同じ層位より出土した（第 30 図）。

5029・5031 は表面にポジ面を有する横長剥片を素材としたナイフ形石器で、いずれも対向調整による

ブランティングがみられる。5071 ･ 5032・5034・5035・5049・5050・5058・5066 が他よりも磨耗

が進行している。

3．彫器・掻器・彫掻器・削器（5067 ～ 5080）　彫器 19点、掻器 83点、彫掻器 4点、削器 167 点が

出土した。この内、旧石器時代の遺物包含層から出土したものは彫器 4点、掻器 16点、彫掻器 1点、削

器 35 点である。5068・5070 はブランティング状の周辺加工を施し、それを打面とし彫刀面を作出す

る。荒屋型彫器に分類され、5067・5069 も類似した資料である。5073 は打面が失われているが、縦長

剥片端部に掻器状の刃部が作り出され、打面側に彫刀面が作出される。削片は 2点出土したのみである。

5080 は細石核の石器群と同一層位で出土した削器である（第 29図）。いずれもあまり磨耗していない。

4．揉錐器・楔形石器（5081 ～ 5083）　揉錐器 2点、楔形石器 78点が出土。旧石器時代の包含層から

樹種

９
層
〜
１
０
ｂ
層

１
０
ｄ
層
〜
１
２
層

１
３
・
１
４
層

合
　

計

トウヒ属 20 15 1 35
マツ属 1 3 2 4

マツ属単維管束亜属 1 1 2
ツガ属 1 1
モミ属 3 3
イチイ 1 1
針葉樹 2 2

イヌエンジュ 2 4 6
トネリコ属 3 2 5
ヤナギ属 1 1
コナラ節 4 4 8

コナラ属  根 1 1
クリ or コナラ節 1 1

サクラ属 5 1 6
サクラ属  根 ? 1 1
カバノキ属 5 5
クマシデ節 3 3
ナシ亜科 1 1 2
散孔材 A 8 8
グミ属 3 3

ハシバミ属 1 1
カエデ属 1 1

クマノミズキ類 1 1
ヒサカキ 1 1
ツツジ科 1 1

ヒョウタンボク類 1 1
広葉樹 1 1

広葉樹樹皮 1 3 1
合計 69 37 106

第 10 表 
BP 第 5a 地点木片樹種組成
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は揉錐器 1点、楔形石器 21 が出土した。5081 に

著しい磨耗が認められる。

5．石刃（5084 ～ 5088）　106 点出土。旧石器

時代の包含層からは 35 点出土した。5084 は側縁

部に二次加工が確認され、尖端部を作り出してい

るナイフ形石器の基部である可能性もある。5086

は下呂石製で、本遺跡では希少な石材である。

6．細石刃・細石核（5092 ～ 5121・5123）　細

石刃が 113 点、細石核 15 点、細石核ブランク 2

点が出土した。この内、旧石器時代の遺物包含層

からは、細石刃 22点、細石核 3点、細石核ブラン

ク 1点が出土した。

5079と5104の端部に微細な剥離が認められる。

それぞれナイフ形石器と揉錐器と分類すべきもの

かもしれない。細石核の打面の網掛け部はポジ面

であることを示すが、網掛けをしていない、5113・5116 もポジ面である可能性がある。5121 は剥離し

てしまった細石核の作業面である。5100・5116 ～ 5119 に顕著な磨耗が認められる。

7．船底形石器（5122･5124～5126）　4点出土。いずれも土器を包含する仲町砂礫層上部より出土した。

上面の平坦面から連続的な剥片剥離をおこなっている。5122 は全面に磨耗が見られ、上面は特に線状の

傷が著いため自然面で可能性がある。5125 には小さな樋状剥離が見られる。

8．剥片・砕片・石核（5089）　旧石器時代の包含層から剥片5153点、砕片609点、石核38点が出土した。

5089 は無斑晶質安山岩の石刃石核である。この他、BP第 5c 地点で 2点の石刃石核が出土したが、いず

れも縄文時代の土器を包含する仲町砂礫層上部より出土したものである。BP第 2地点で石刃石核が出土

したが、他の調査地点では見られない。

9．斧形石器（5090）　5 点出土。いずれも縄文時代の遺物包含層から出土した。5090 は全面に磨耗が

著しいが、刃部の研磨が明瞭に認められる。他は欠損品や刃部破片である。

10．凹石（5091）　旧石器時代の包含層から 1点出土。表裏両面に敲打によるわずかな窪みが認められ

る。片面に黒色の付着物が認められる。

（2) 黒曜石産地推定

黒曜石製石器のについて蛍光Ｘ線分析による産地推定をおこなった。第 11表にその結果を示した。台

形石器、細石刃、石鏃、有茎尖頭器に長野県以外の産地が推定されているものが含まれ、他地点では見ら

れない特徴である。5066 と 5110 が青森県深浦八森山群と産地推定された資料である。分析の詳細は、

添付 CDに収録した。
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器種名 諏
訪
星
ヶ
台
群

和
田
ブ
ド
ウ
沢
群

和
田
古
峠
群

和
田
高
松
沢
群

和
田
小
深
沢
群

和
田
鷹
山
群

和
田
土
屋
橋
西
群

和
田
土
屋
橋
南
群

和
田
土
屋
橋
北
群

和
田
芙
蓉
ラ
イ
ト
群

蓼
科
冷
山
群

富
山
不
明
１
群

羽
黒
月
山
群

羽
黒
今
野
川
群

魚
津
草
月
上
野
群

佐
渡
金
井
二
ッ
坂
群

新
津
金
津
群

新
発
田
板
山
群

深
浦
八
森
山
群

神
津
島
恩
馳
島
群

槍先形尖頭器 3 3 8 2 1 3 3
ナイフ形石器 11 2 17 9 4 4 1
台形石器 6 13 1 1 1 2 1
彫器 1 1
掻器 5 2 1 3 3 2 1
削器 3 1 1 3
抉入削器 4 1 1 2 1
揉錐器 1
楔形石器 1 1 3
石刃 6 1 6 6 1
２次加工のある剥片 1 1
不定形石器 3 1 1 1
剥片 (BP 第 5a 地点）27 1 2 3 50 9 11 2 3 7 2 1
石核 3 1 4 1 1
船底形石器 1
細石刃 12 1 10 10 3 4 1 4 2
細石核 1 4 1 1 1
細石核 ? 1
石鏃 84 3 19 11 3 6 8 1 1 1 1 1 3
石鏃未製品 10 3 1 1 2
有茎尖頭器 7 1 2 7 1 1 1
抉入三角形石器 1
石匙 1
石錐 1 1 2 2
小型船底形石器 1

第 11 表　BP 第 5 地点黒曜石産地組成
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第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物

第 36 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（槍先形尖頭器 1）

5001

Po  SS  

BP 第 5a 地点  64.21g

3or5 層  42656

5002

Po  SS  

BP 第 5c 地点  28.22g

4 層  37294

5003

Po  Ch  

BP 第 5c 地点  1.45g

4 層  37121

5004

Po  Ch  

BP 第 5c 地点  4.3g

4 層  40176

5005

Po  Ob  SWHD

BP 第 5a 地点  2.42g

Ⅲ層  21457
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第 3章　BP地点・BP第 4・第 5地点の調査

第 37 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（槍先形尖頭器 2・ナイフ形石器 1）

5006

Po  Ob  WDKB

BP 第 5a 地点  2.71g

3or5 層  36827

5007

Po  Ob  WDTN

BP 第 5a 地点  3.14g

1 層  36152

5008

Po  Ob  WDTN

BP 第 5a 地点  4.39g

3or5 層  42842

5009

Kn  GT  

BP 第 5a 地点  6.45g

Ⅳ層  46010

5010

Kn  SS  

BP 第 5a 地点  6.59g

3or5 層  42360

5011

Kn  Ch  

BP 第 5a 地点  5.06g

3or5 層  46017

5012

Kn  Ja  

BP 第 5c 地点  3.69g

2 層  24369

5013

Kn  Ch  

BP 第 5a 地点  2.43g

5 層  42976

5014

Kn  Ob  WDTN

BP 第 5a 地点  2.91g

5 層  39812
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第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物

第 38 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（ナイフ形石器 2）

5015

Kn  Ch  

BP 第 5c 地点  6.23g

2 層  32384

5016

Kn  Ob  WDTN

BP 第 5a 地点  1.9g

3or5 層  46748

5017

Kn  Ob  WDTN

BP 第 5a 地点  1.63g

1 層  36214

5018

Kn  Ob  SWHD

BP 第 5a 地点  1.14g

3or5 層  33962

5019

Kn  Ch  

BP 第 5c 地点  1.85g

1 ～ 6 層  40868

5021

Kn  SS  

BP 第 5a 地点  0.91g

3 層  21960
5022

Kn  Ch  

BP 第 5a 地点  2.32g

10 層  46743

5023

Kn  Ch  

BP 第 5c 地点  1.93g

6 層  40350

5024

Kn  Ch  

BP 第 5c 地点  1.38g

2 層  31619

5025

Kn  Ob  WDTM

BP 第 5c 地点  3.03g

4 層  41237

5026

Kn  Ch  

BP 第 5a 地点  1.28g

3or5 層  46535

5027

Kn  An  

BP 第 5a 地点  3.36g

5 層  39644

5020

Kn  Ch  

BP 第 5d 地点  1.55g

11 層  18705
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第 3章　BP地点・BP第 4・第 5地点の調査

第 39 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（ナイフ形石器 3　）

5028

Kn  Ob  WDTY

BP 第 5a 地点  1.79g

10 層  42953

5029

Kn  An  

BP 第 5a 地点  13.44g

3or5 層  42492

5030

Kn  Sh ？  

BP 第 5c 地点  7.55g

4 層  29560

5031

Kn  An  

BP 第 5a 地点  7.76g

3 層  39334

5032

Kn  Ob  TSTY

BP 第 5a 地点  3.49g

3or5 層  39528

5033

Kn  An  

BP 第 5a 地点  10.63g

3or5 層  21666

5034

Kn  Ob  WDTN

BP 第 5c 地点  5.49g

6 層  40238
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第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物

第 40 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（ナイフ形石器 4）

5035

Kn  Ob  WDTM

BP 第 5c 地点  6.77g

6 層  41721

5036

Kn  Ob  WDTY

BP 第 5a 地点  3.15g

3 層  33411

5037

Kn  Ob  WDTY

BP 第 5a 地点  4.99g

10 層  42170

5038

Kn  Ch  

BP 第 5a 地点  8.37g

10 層  39691

5039

Kn  Ob  WOTM

BP 第 5a 地点  5.8g

3 層  46409

5040

Kn  An  

BP 第 5a 地点  4.8g

3or5 層  46004

5041

Kn  SS  

BP 第 5a 地点  4.74g

Ⅲ層  3349

5042

Kn  Ob  WDHY

BP 第 5c 地点  4.3g

4 層  40476
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第 3章　BP地点・BP第 4・第 5地点の調査

第 41 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（ナイフ形石器 5・台形石器 1）

5043

Kn  SS  

BP 第 5c 地点  8.55g

4 層  40548

5044

Kn  An  

BP 第 5a 地点  10.65g

3or5 層  42688

5045

Kn  An  

BP 第 5c 地点  12.66g

6 層  40494

5046

Tr  不明  

BP 第 5a 地点  6.56g

3or5 層  42892

5047

Tr  SS  

BP 第 5c 地点  4.97g

6 層  37594

5048

Tr  Ob  SWHD

BP 第 5c 地点  2.04g

4 層  37947

5049

Tr  Ge  

BP 第 5d 地点  2.69g

遺構覆土  SD17
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第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物

第 42 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（台形石器 2）

5050

Tr  Ge  推定不可

BP 第 5c 地点  6.38g

2 層  26529

5051

Tr  Ag  

BP 第 5c 地点  4.11g

2 層  31827

5052

Tr  An  

BP 第 5c 地点  5.42g

2 層  31297

5053

Tr  Ob  WDTY

BP 第 5c 地点  2.79g

4 層  37604

5055

Tr  Ob  WDTY

BP 第 5c 地点  5.7g

4 層  40111

5056

Tr  Ob  WDTY

BP 第 5a 地点  4.33g

3or5 層  42915

5054

Tr  Ob  SWHD

BP 第 5d 地点 3.3g

5 ～ 7 層  48117

5057

Tr  An  

BP 第 5d 地点 3.26g

10 層  18820
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第 3章　BP地点・BP第 4・第 5地点の調査

第 43 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（台形石器 3）

5058

Tr  Ob  WDTY

BP 第 5a 地点  3.13g

3or5 層  42940

5059

re.fl  Ob  

BP 第 5a 地点  2.69g

10 層  42975

5060

Tr  Ob  WDTN

BP 第 5a 地点  2.17g

5 層  39182

5062

Tr  Ob  TSTY

BP 第 5a 地点  4.64g

3or5 層  46259

5063

Tr  Ob  WDKB

BP 第 5c 地点  3.89g

4 層  41606

5064

Tr  Ob  WDTY

BP 第 5a 地点  7g

10 層  36641

5066

Tr  Ob  HUHM

BP 第 5c 地点  8.41g

6 層  29513

5061

Tr  Ob  WDTY

BP 第 5d 地点 5.09g

11 ～ 12 層  48135

5065

Tr  Ag  

BP 第 5d 地点 2.99g

遺構覆土  SD16.17
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第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物

第 44 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（彫器 1）

5067

Gr  Ja  

BP 第 5c 地点  7.82g

2 層  31117

5069

Gr  SS  

BP 第 5c 地点  7.43g

4 層  29373

5070

Gr  Ja  

BP 第 5c 地点  5.95g

1 ～ 4 層  35577

5071

Gr  SS  

BP 第 5c 地点  4.9g

2 層  32455

5072

Gr  SS  

BP 第 5c 地点  8.39g

2 層  27475

5073

彫掻器  SS  

BP 第 5a 地点  8.08g

5 層  39418

5068

Gr  SS  

BP 第 5d 地点 15.08g

遺構覆土  SD16
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第 3章　BP地点・BP第 4・第 5地点の調査

第 45 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（掻器・削器・揉錐器）

5074

ES  SS  

BP 第 5a 地点  21.81g

3 層  33014

5075

ES  Ob  WDTY

BP 第 5a 地点  2.36g

3 層  39354

5076

Sc  Ob  WDTN

BP 第 5a 地点  1.72g

8 層  33458

5077

Sc  Ch  

BP 第 5c 地点  0.69g

4 層  41025

5078

Sc  An  

BP 第 5c 地点  10.53g

4 層  40945
5079

Sc  SS  

BP 第 5c 地点  9.15g

4 層  41351

5080

Sc  Sh  

BL501  21g

Ⅳ層  46789

5081

Dr  Ob  SWHD

BP 第 5a 地点  11.37g

3 層  33044
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第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物

第 46 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（楔形石器・石刃）

5082

PEQ  GT  

BP 第 5a 地点  11.9g

5 層  39849

5083

PEQ  Ob  WDTY

BP 第 5a 地点  5.92g

5 層  39776

5084

Bl  Ob  WDTN

BP 第 5a 地点  4.6g

3or5 層  33165

5085

Bl  Ob  SWHD

BP 第 5a 地点  6.35g

3 層  21967

5086

Bl  Ge  

BP 第 5a 地点  12.99g

3 層  33283

5087

Bl  Sh  

BP 第 5a 地点  18.91g

3or5 層  42698

5088

Bl  An  

BP 第 5c 地点  34.35g

8 層  41810
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第 3章　BP地点・BP第 4・第 5地点の調査

第 47 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（石核・斧形石器・凹石）

5091

PS  安山岩  

BP 第 5a 地点  475.61g

3or5 層  46637

5089

Co  An  

BP 第 5d 地点 73.38g

5 ～ 7 層  48121

5090

Ax  Se  

BP 第 5d 地点  41.21g

12 層  18836
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第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物

第 48 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（細石刃）

5092

MB  SS  

BP 第 5c 地点  0.9g

4 層  41051

5093

MB  Ob  SWHD

BP 第 5c 地点  0.44g

4 層  37225

5094

MB  Ob  WDTN

BP 第 5c 地点  0.45g

2 層  31563

5095

MB  Ob  WDTN

BP 第 5a 地点  0.45g

1 層  36547

5096

MB  Ob  WDTY

BP 第 5a 地点  0.39g

1 層  8445

5097

MB  Ob  WDTY

BP 第 5a 地点  0.76g

1 層  33647

5098

MB  SS  

BP 第 5c 地点  0.54g

2 層  24665

5099

MB  SS  

BP 第 5a 地点  0.21g

1 層  33142

5100

MB  Ob  SWHD

BP 第 5c 地点  0.87g

2 層  32481

5101

MB  SS  

BP 第 5c 地点  0.38g

4 層  37986

5102

MB  SS  

BP 第 5a 地点  0.56g

1 層  36380

5103

MB  SS  

BP 第 5a 地点  0.63g

1 層  36567

5104

MB  SS  

BP 第 5a 地点  0.51g

2 層  21137

5105

MB  SS  

BP 第 5c 地点  0.32g

2 層  24991

5106

MB  SS  

BP 第 5a 地点  0.29g

1 層  21542

5107

MB  SS  

BP 第 5c 地点  0.13g

4 層  40583 5108

MB  SS  

BP 第 5c 地点  0.38g

2 層  32687

5109

MB  SS  

BP 第 5a 地点  0.24g

1 層  39391

5110

MB  Ob  HUHM

BP 第 5c 地点  0.14g

4 層  37889

5111

MB  Ob  WDKB

BP 第 5a 地点  0.31g

1 層  8658

5112

MB  Ob  TYX1

BP 第 5c 地点  0.14g

4 層  41558
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第 3章　BP地点・BP第 4・第 5地点の調査

第 49 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（細石核 1）

5113

MC  ST  

BL501  28.68g

Ⅲ層  33881

5114

MC ブランク  ST  

BL501  27.59g

Ⅲ層  46785

5115

MC ブランク ?  ST  

BL501  17.46g

Ⅳ層  46890

5116

MC  Ob  WDTK

BP 第 5c 地点  9.65g

2 層  30291
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第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物

第 50 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（細石核 2・船底形石器 1）

5117

MC  Ob  WDTN

BP 第 5c 地点  7.29g

4 層  41257

5118

MC  SS  

BP 第 5c 地点  11.57g

1 層  34331

5119

MC  Ob  WDTY

BP 第 5c 地点  3.07g

4 層  40001

5120

MC  Ob  WDTY

BP 第 5a 地点  7.83g

1 層  33711

5121

MC  SS  

BP 第 5c 地点  11.93g

2 層  35378

5122

船底形石器  Ob  SWHD

BP 第 5a 地点  9.22g

1 層  3867

5123

MC  その他  

BP 第 5d 地点 22.49g

11 ～ 12 層  48135
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第 3章　BP地点・BP第 4・第 5地点の調査

第 51 図　ＢＰ第 5 地点石器実測図（船底形石器 2）

5124

船底形石器  SS  

BP 第 5c 地点  41.39g

2 層  26197

5125

船底形石器  SS  

BP 第 5c 地点  22g

2 層  31273

5126

船底形石器  SS  

BP 第 5c 地点  45.61g

2 層  27085
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第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物

第 52 図　ＢＰ第 5c 地点中部野尻層出土遺物 1

5127

不明  酸性凝灰岩  

BP 第 5c 地点 NF3  133.04g

10c 層下面 
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第 3章　BP地点・BP第 4・第 5地点の調査

第 53 図　ＢＰ第 5c 地点中部野尻層出土遺物 2

5129

不明  安山岩  

BP 第 5c 地点  106.76g

10a 層  

5130

不明  安山岩  

BP 第 5c 地点 NF16  14.69g

10b 層 

5131

不明  安山岩  

BP 第 5c 地点 NF2  14.47g

10b 層 

5128

不明  安山岩  

BP 第 5c 地点 NF1  126.68g

10b 層



―71―

第 3節　BP第５地点の旧石器時代の遺構と遺物

第 54 図　ＢＰ第 5c 地点中部野尻層出土遺物 3

5129 出土状況 ゾウの足跡内から出土した石片の一部

スケールは 15 cm スケールは 15 cm

5135

不明  不明  

BP 第 5c 地点  2.21g

11 層  41912

5136

不明  酸性凝灰岩  

BP 第 5c 地点  3.47g

13 層  23818

5137

不明  酸性凝灰岩  

BP 第 5c 地点 NF37  7.27g

10b 層

5138

不明  酸性凝灰岩  

BP 第 5c 地点  4.82g

13 層  23819

5132

不明  安山岩  

BP 第 5c 地点  24.27g

10b 層  NF58

5133

不明  安山岩  

BP 第 5c 地点 NF32  18.27g

10b 層 

5134

不明  安山岩  

BP 第 5c 地点 NF81  2.91g

10b 層 
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第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 4節　縄文時代の遺構と遺物

１　調査成果の概要  

BP 第 4地点～ BP第 5c 地点では、縄文時代草創期～前期初頭の遺物群が出土し、BP第 5d 地点では多

数の後･晩期の資料が出土した。これらの遺物群に伴う竪穴住居跡などの居住施設は検出されず、BP第 4・

第 5a 地点で草創期の礫群と炉跡が検出されたのみである。

遺物包含層は各調査地点で様相が異なり、調査地点ごとに別個の層名を用いた。詳細は、第１節に述べた。

BP第 4地点はⅡ層とⅢ層（風成層）で草創期から前期の土器が出土した。BP第 5a地点ではⅢ層と1層（水

成層）から草創期の遺物群が出土し、炉と炭化物集中が確認された。土器群の大半は無文土器で、隆起線

文、円孔文、円形刺突文および爪形文の土器が含まれる。BP第 5c 地点では、Ⅱ・Ⅲ層からは早期と前期、

その下層の 1・2層（水成層）からは草創期から早期前半の遺物群が出土した。特に 2層からは多量の土

器と石器が出土したが、草創期から早期前半の遺物が混在している状況であった。BP第 5d地点では後期・

晩期の遺物包含層が確認され、上層の中世以降の整地層にも縄文時代の遺物が混在する。

なお、調査区周辺では、野尻湖発掘調査団による発掘が行われており、BP 第 5a 地点の南東には爪形

文土器を出土した土坑 3基が報告されている（野尻湖人類考古グループ 1987）。

2　遺構

BP第4地点とBP第5a地点で草創期の土坑8基、

礫群 3箇所、炭化物集中 1箇所が確認された。こ

の他に、BP 第 5a 地点ではⅡ層を覆土とする縄文

時代早期以降のピット群と炭化物集中が検出され

たが、時期は不明である。なお、同時期の土器がま

とまって分布する範囲を遺物集中区（SQ) として示

した。第 58図に草創期の遺構と土器、石器の分布

図を示した。石器はⅢ層・1層出土のもののみを示

した。以下に、草創期の遺構について記載する。

(1) 土坑（第 56 図）

SK5003 は半分が失われているが、土坑縁辺に石

が置かれており、内部から炭化物が出土した。火床

面は確認できなかったが炉であると判断した。土坑

底面より無文土器と爪形文土器（第 61図 26・27)

が出土した。SK5003と5007は炭化物集中区（SF52)

の下部に確認された。他の土坑は不整形で自然地形

の窪みの可能性もあるが、SK5008 には無文土器片

がまとまって出土した。SK5003・5008 は 1e 層上

面で、SK5007 はⅢ a層上面で検出した。

(2) 礫群（第 9図、第 58 図）

SH01 はⅡ層下部からⅢ層にかけて検出され、

BP第5a地点

 BP第5b地点
（信濃町教育委員会調査区）

BP第5c地点

BP第5d地点

野尻湖発掘調査団などの既調査区

爪形文土坑出土地点

第 55 図　BP 第 4・第 5 地点の調査範囲
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1.5m× 1.4mの範囲に被熱した 17点の礫が分布する。周辺には早期以降の遺物が見られないことから、

草創期の遺構と判断した。礫群中に凹石が含まれており、SH02 内のものと接合した。

SH02 はⅢ層中に検出された。3.0m × 2.4m の範囲に 45 点の礫が出土し、36点に被熱による赤化が

観察された。

SH03 はⅢ層上面からⅢ層下部にかけて、64点の礫が出土した。顕著に赤化したものが 16点確認され

る。礫群に接し、Ⅲ層下部から神子柴型磨製石斧（6019) と抉入削器（6016）が出土した。付近からは

無文土器（第 3群土器）が数点出土している。

(3) 炭化物集中 ( 第 56 図）

SK5003 の北東側の斜面裾野から平坦面に炭化物の集

中と焼土が検出された。その中の特に炭化物が密集する

部分をSF52とした。炭化物と焼土はⅢ層中に検出され、

炭化物の下層には砂礫層（1e 層）が堆積する。SF52 周

辺には第 2群・3群土器が集中しており、土器はⅢ層、

1e 層、1f 層から出土する。つまり、SF52 を挟んでそ

の上下から土器が出土している。焼土塊は炭化物層の上

に乗っており、二次堆積の疑いがある。炭化物を含む

層を挟んで上下から、類似した土器群が出土している

ことから、SF52は第 2群・3群土器に伴う遺構と判断し、

数次にわたる場の利用があったことを想定した。

しかし、SF52 のⅢ層と 1層より出土した炭化物のう

ち、任意に抽出した3点の木炭の炭素14年代測定を行っ

たところ、cal BC 8849-8747、cal BC 9884-9842、cal 

BC 21281-20696 の値が出ており、第 2群土器付着物

の年代測定結果と齟齬が生じた。測定資料の年代に開

きがあることから、測定した炭化物が混入したとも考

えられるが、SF52 が早期である可能性もあり、土器群

と炭化物集中との間に時期差がある可能性も考慮しな

くてはならない。なお、BP 第 5a 地点のⅢ層で出土し

た最も新しい土器は、表裏縄文土器である。年代測定

の概要は第４章に記し、詳細は添付 CDに収録した。

(4) 遺物出土状況（第 57・58 図、第 8・12・14 表）

　a．第 4地点・第 5a 地点の出土状況

BP 第 4地点と BP第 5a 地点では同時期の土器がまと

まって出土する状況が認められた。第 57図に、土器分

類別の分布状況を示した。

SQ01 はⅢ層に爪形文の破片がまとまって出土したも

ので、全て同一個体と思われる。SQ02 はⅡ層下部にま

とまって出土した。SQ03 は大半がⅢ層と 1層から出

土し、13 ｍ× 25 ｍの範囲で特に分布密度が高い。Ⅲ

層と 1層では無文土器を主体とし、隆起線文、円孔文、

SH02

SH03

SQ03

SQ04
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円形刺突文、爪形文が出土する。第

6 群・9 群・10 群・12 群 土 器 は

全てⅡ層出土、第 7群土器がわず

かにⅢ層から出土したのみである

（108）、1層からは草創期の土器の

みが出土する。前述の土坑と炭化物

集中が SQ03 と関連する遺構と考え

られる。SQ04 は人頭大の礫の下に

1 個体の土器がつぶれて出土した

（第 70 図 137）。SQ05 と SQ16 は

Ⅱ層、Ⅲ層に出土。SQ17 は広範囲

に分布する土器群を一括したが、第

1群・3群・6群・11群土器はⅢ層、第 12群土器はⅡ層、第 9群・10群・13群土器はⅡ層およびⅢ層

から出土し、層位的に前後関係がつかめる。なお、Ⅱ層下部からは平底の底部が出土した。SQ18 はⅡ層

中部で出土し、ほとんどが同一個体の第 8群押型文土器（113 ～ 116）である。SQ19 はⅡ層下部～Ⅲ層

上部にかけて、第 7群・9群・10 群土器が出土した。SQ51 は直径 2mほどの範囲に分布する前期前葉

の土器で、いずれもⅡ a層から出土した。

なお、BP 第 5a 地点の第 1群・第 2群・第 3群土器（12・43・44・92 他）について土器付着物の炭

素 14年代測定を実施した。分析結果は第 4章に記す。

石器は、第 3節の第 8表に旧石器時代の石器と合わせて器種組成を示した。第 57図に縄文時代の包含

層より出土した石器群の分布を示した。

BP第 4地点では神子柴型石斧、有茎尖頭器、石鏃などが単独で出土し、剥片・砕片は少数である。BP

第 5a 地点のⅢ層・1層出土の石器は、伴出土器から隆起線文土器、円孔文土器、無文土器および爪形文

土器の時期のものであることがうかがえる。Ⅲ層には表裏縄文土器が 1点出土しているが、1層からは草

創期の土器群のみが出土しており、草創期の石器群を抽出することができる良好な資料である。

b．第 5c 地点の遺物と出土状況

Ⅰ層・Ⅱ層では、前期の第 12群・13群・14群土器が主体となる。1層群～ 2層の砂礫層では草創期

から早期前半の第 4群～ 11群土器が主体となり、わずかに第 1群土器（隆起線文土器）が見られる。特

に、砂礫層中に遺物が多く、2層下面から 8群土器（押型文土器）が出土しており、草創期から早期の土

器が混在している。また、砂礫層の分布範囲全域から遺物が出土しており、特に有意な分布のまとまりは

認められない。砂礫層の遺物には、摩滅したものと磨耗が見られないものがあり、磨耗していないものは

ある程度原位置を保っていると考えられる。

縄文土器が出土する砂礫層を BP第 5a 地点と合わせて仲町砂礫層上部と呼称しているが、出土遺物の

時期差から、BP第 5a 地点の仲町砂礫層上部とは堆積時期が異なることが想定される。

石器も土器と同様に砂礫層全域に分布するが、下層には旧石器時代の遺物包含層（仲町砂礫層中部）が

堆積しており、仲町砂礫層上部にはナイフ形石器などの旧石器時代の遺物が多数含まれている。

c．第 5d 地点の遺物と出土状況

草創期から晩期の土器が出土した。11～ 13 層の砂礫層が縄文時代の遺物包含層で、草創期から晩期

の遺物を包含層する。13層は前期以前の遺物がわずかに出土したのみで、遺物群の大半は 11層と 12層

より出土した。また、耳飾、耳栓、土錘などの土製品などが出土している。

1群に接合した無文土器は 1群としてカウントした。SQ17 にで平底 2点出土。

第 12 表　BP 第 4・第 5a 地点の SQ 別土器分類組成

遺構名

土
器
分
類

第
０
群

第
１
群
（
隆
起
線
文
）

第
２
群
（
円
孔
・
円
形
刺
突
文
）

第
３
群
（
草
創
期
無
文
）

第
５
群
（
爪
形
文
）

第
６
群
（
押
圧
縄
文
？
）

第
６
群
回
転
縄
文

第
７
群
表
裏
縄
文

第
８
群
（
楕
円
文
）

第
９
群
（
縄
文
）

第
１
０
群
（
早
期
前
期
無
文
）

第
１
１
群
（
櫛
歯
状
工
具
）

第
１
２
群
（
条
痕
文
系
）

第
１
３
群
（
縄
文
繊
維
土
器
）

第
１
７
群
（
後
期
前
葉
）

分
類
不
能

合
　
計

報告番号

SQ01 26 26 30 ～ 40
SQ02 17 13 30

SQ03 1 19 6 720 10 2 1 1 4 2 8 774 2 ～ 29 ･ 41 ･ 43 ～ 49
52 ～ 102 ･ 104 ･ 108

SQ04 3 3 137
SQ05 9 16 23 29 77 124,131,132
SQ16 1 33 8 23 65 125,136

SQ17 3 28 1 16 72 5 12 10 35 184 1 ･ 42 ･ 117 ～ 119 ･ 123
126 ･ 127 ･ 129 ･ 133 ～ 135

SQ18 15 1 16 113 ～ 116
SQ19 2 6 33 10 51 105 ･ 106 ･ 109 ･ 110
SQ51 10 10 138 ～ 140 ･ 144 ･ 146
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第 56 図　BP 第 5a 地点の遺構と土層
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第 58 図　縄文時代草創期の遺構と遺物

※石器はⅢ層と 1 層から出土したものを示した。
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3　出土遺物

（1）土器群の分類と概要（第 14表、第 59 図～ 88 図、PL25 ～ PL28）(PDF 版 PL35 ～ PL45）

仲町遺跡出土の縄文時代土器を以下のように分類した。

第  0  群土器　1群から 6群以外の草創期土器

第  1  群土器　隆線文土器

第  2  群土器　円孔文・円形刺突文土器

第  3  群土器　無文土器（草創期、第１群・第２群土器の無文部を含む）

第  4  群土器　格子目沈線を施文した土器

第  5  群土器　爪形文土器

第  6  群土器　多縄文系土器（押圧施文・回転施文）

第  7  群土器　表裏縄文土器

第  8  群土器　押型文土器

第  9  群土器　回転縄文土器・撚糸文土器（草創期、押型文に伴うもの、条痕文系土器に伴うものを含む）

第 10群土器　無文土器（早期～前期）

第 11群土器　貝殻沈線文系土器

第 12群土器　条痕文系土器

第 13群土器　胎土に繊維を含む縄文施文土器（早期後半～前期前半）

第 14群土器　胎土に繊維を含む網目状撚糸文土器（前期）

第 15群土器　半裁竹管文系土器（前期）

第 16群土器　中期の土器群

第 17群土器　後期初頭から前葉の土器群

第 18群土器　後期中葉から後葉の土器群

第 19群土器　晩期の土器群

以下に、各土器群の概要を記す。詳細は、添付 CDの遺物台帳を参照していただきたい。

　第 0群土器（41・51）

BP 第 5a 地点で 2点出土したのみである。41はⅢ層、51 はⅣ´層より出土しており、何れも草創期

の土器と考えられるが、本遺跡で他に類例は見られない。41は連続刺突文の小破片で、51は斜行する沈

線がみられる。特に、51は胎土に獣毛状の繊維痕跡が認められ、1群～ 3群土器より下層に出土しており、

本遺跡最古の土器である可能性がある。

　第 1群土器　隆起線文土器（1～ 13、148 ～ 153）

横走する低い隆線上に薄い箆状の工具で刻みをいれるもの（1 ･ 2）、斜行又は横走する微隆起線をもつ

もの（4～ 10、148 ～ 151）、口縁部に隆線が一条巡るもの（11～ 13）に大別できる。同類に分類され

るものはそれぞれ胎土が類似し、１と２は同一個体の可能性がある。12・13 は接合して 11に含まれる。

口縁部の円孔は焼成後の穿孔である。150・151 には浅い爪形文が認められる。

　第 2群土器　円孔文・円形刺突文土器（43～ 47）

口縁部に焼成前の円孔もしくは円形刺突があるもので、器厚が 4㎜～ 6㎜と薄手の土器である。内面

には指頭圧痕と擦痕が見られるものが多い。43は口縁部に豆粒状の貼付文が見られる。同様な貼付文が

第 3群土器の中にも認められ（48 ～ 50）、類似した胎土の土器が第 3群土器の中に多数見られる。47

は小片であるが、隅丸方形の器形の可能性を示す。43・44の器形は円形、方形のどちらとも判断できない。
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　第 3群土器　無文土器（14～ 17、48 ～ 50、52 ～ 102、154・155・331 ･ 332）

貼付文があるもの（48 ～ 50）、口唇部に刻みがあるもの

（15・16・154・155・331）などを含み無文土器とした。

59 は焼成後の穿孔である。厚さが、3㎜～ 4㎜程度の薄い

もの（72 ～ 75）、１㎝を超える厚いもの（54・55・59・

99）などが見られるが、5～ 8㎜程度のものが多い。胎土

と焼成により以下のようにＡ～Ｅ類の 5種類に大別した。Ａ

類は大粒の石英粒を多量に含むのが特徴的で、少量の金雲

母がみられ、全体的に黒色味を帯びる色調で器面に光沢が感

じられるものがある（58 ･ 59・81 ～ 88 など）。Ｂ類は小粒の白色岩粒が特徴的にみられる（14・48・

49・154・155 など）。細い繊維状の圧痕が器面に認められるもの（49）がある。Ｃ類は混和材が顕著に

見られず、精選された胎土で、焼成が良好で硬質で器厚が薄いものが多い（56・57・101 など）。なお、

2群土器はいずれもＣ類の特徴を持つ。Ｄ類は小粒の石英粒、白色岩粒などを含み、器壁が厚く軟質な印

象の胎土である（52～ 54・99・102 など）。Ｅ類は胎土に細かな石英・輝石を含み、全体に黄褐色を呈し、

第 3群土器の中では異質である（15～ 17）。32点出土したが、すべて同一個体の可能性がある。

44と 56は同一個体かと思われるほど胎土と内面調整などがよく似ている。

Ａ群～Ｃ群には擬口縁が顕著であり（85～ 97）、粘土積み上げ方法の類似性が認められる。

BP 第 5a 地点の草創期の遺物のみが出土する包含層で底部破片は 5個体分出土した (14・17・100 ～

102）。その中に平底の器形が存在する。14 は第 1群土器の中に類似した胎土が見られる。15 ～ 17 は

同一個体で器高 10㎝ほどの平底の鉢形の器形が推定できるが、底部が円形か方形か判断できない。100

は平底の可能性が高く、80と同一個体と思われる。101 は隅丸の方形を呈する平底であり、57と胎土や

内面調整の擦痕が共通しており、同一個体の可能性がある。2群土器の中にも 101 と類似した胎土のも

のがあり、2群・3群土器の中に方形平底のものが存在すると考えられる。102 は平底の底部であろうか。

なお、56・57は円形の器形として復元実測したが、方形の可能性も捨てきれない。

77点の口縁部破片が出土したが、同一個体のものがあるため個体数は 10～ 15個体前後と推定される。

　第 4群土器　格子目の沈線文を施文した土器（161・162）

BP 第 5c 地点で 2点出土した。細く浅い沈線で格子目文を描く。

　第 5群土器　爪形文土器（18～ 40・156 ～ 160・333 ～ 342）

25は壬遺跡の爪形文とされるものに類似する。30～40はSQ01でまとまって出土した同一個体である。

157 はハの字状の爪形文で、本遺跡ではまれな例である。

　第 6群土器　多縄文系土器（42・154 ･ 155・163 ～ 193・343）

草創期の押圧縄文、回転縄文を一括する。主に、BP第 5c 地点から出土した。口唇部の押圧縄文（163・

164）、自縄自巻 a種（172）、自縄自巻 b種（168・169）、正反の合（173・174）、絡条体圧痕（176・

177）など多様な縄文が見られる。また、178 ～ 183 の薄手の縄文土器は室谷洞窟の室谷下層式土器に

極めて類似する。

第 7群土器　表裏縄文土器（104 ～ 106・196 ～ 223・334 ～ 347）

BP 第 5c 地点に多く出土した。裏面の縄文は口縁部のみで、口唇部に縄文が施文されるもの（口唇部

拓本を示した）と縄文がないものが見られるが、前者の方が多数を占める。222 と 223 は同一個体で、

胴部裏面に縄文が見られる唯一の例である。第 9群土器に類似する胎土のものが多数含まれることから、

表裏縄文施文は口縁部のみで胴部は表面のみの縄文施文と想定される。

土器分類 胎土 出土層位不明 Ⅱ Ⅲ 1 3or5

第 1 群土器 A 類 1 2

第 1 群土器 B 類 1 15

第 2 群土器 C 類 6

第 3 群土器 A 類 2 2 94 218 1

第 3 群土器 B 類 1 1 17 82

第 3 群土器 C 類 27 79

第 3 群土器 D 類 9 33

第 3 群土器 E 類 2 25 5

第 3 群土器 分類不能 11 72

第 13 表　第 1 ～ 3 群土器の胎土別出土層位
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第 8群土器　押型文土器（113 ～ 116・224 ～ 263・352 ～ 354）

BP 第 5c 地点に多く出土した。楕円文、山形文、格子目文、菱目文、異種並列が見られる。224 ～

228 の胎土には黒鉛が含まれ、257 ～ 260・262・263 は繊維を含む胎土である。なお、113 ～ 116 と

262・263 とはそれぞれ同一個体である。

　第 9群土器　縄文土器・撚糸文土器（107 ～ 111・134・135・264 ～ 288）

BP 第 5c 地点で多数出土した。本群には、表裏縄文土器の胴部、押型文土器・条痕文系土器に伴う縄文

施文土器などが含まれる。多くは単節縄文で、撚糸文は 264・278 などわずかである。内面に指頭圧痕

を残すもの（266・269 ～ 273・276 など）が多く見られる。胎土に微量の繊維を含むものが少数みられる。

279・280 の擬口縁には、粘土紐積み上げに関わる手法の痕跡と思われる器壁に併行した細い沈線が確認

される。同様なものが、押型文土器の中にも確認された（241）。

　第 10群土器　無文土器（289 ～ 293）

第 3群土器以外の無文土器片を一括した。BP 第 4地点と BP 第 5c 地点で多数出土した。第 3群土器

との区分が困難なものもあり、個々の土器の特徴から明確に分離できないものもある。したがって、第 5

群土器と分類した中に草創期の土器が存在する可能性もある。

　第 11群土器　沈線文系土器（117 ～ 125・294 ～ 307）

BP 第 4地点と BP第 5c 地点で出土した。櫛歯状工具で条線を描くもの（117 ～ 125）、数条の並行沈

線で文様を構成するもの（299 ～ 307）、貝殻腹縁文を施文するもの（294 ～ 298）に分けられる。数個

体は少なく、同一個体と認識される破片が多い。117・118、120 ～ 123、299 ～ 304 はそれぞれ同一

個体である。

　第 12群土器　条痕文系土器（112・126 ～ 129・308 ～ 311）

BP 第 4地点と BP第 5c 地点で出土した。多量の繊維を混じる胎土は共通するが、内面に、条痕が顕著

なもの（126・127・308）とそうでないものがある。

　第 13群土器　胎土に繊維を混入する縄文施文土器（131 ～ 133・137・315 ～ 326）

BP 第 4地点と BP第 5c 地点で出土した。単節縄文、無節縄文、羽状縄文などが見られる。いずれも繊

維の混入が顕著である。大半はⅠ・Ⅱ層より出土した。BP第 5c地点 1・2層（砂礫層）から出土したものは、

沈線文系土器群以前の時期に属する可能性があるが、いずれも小破片であり、混入の可能性が高い。

　第 14群土器　胎土に繊維を含む網目状撚糸文土器（313・314）

Ⅱ層および撹乱から出土したもので、全て同一個体の破片と思われる。器壁は 5㎜前後と薄く、白色

および赤褐色の粒子が多数含まれる。

　第 15群土器　半裁竹管文系土器（327・328・367 ～ 375）

前期中葉～後葉の土器で、半裁竹管文系土器を主体とする。出土数はわずかで、提示したもの以外はほ

とんど出土していない。

　第 16群土器　中期の土器群（329・330・376 ～ 403）

中期の土器群も出土数が少なく、出土量はテン箱 1つに満たない。

第 17群土器　後期初頭から前葉の土器（138 ～ 140・146・147・404 ～ 406）

138 ～ 140・146 は BP 第 5a 地点Ⅱ a層にまとまって出土したものである（SQ52)。遺跡全体では出

土点数は少ない。

第 18・19 群土器（第 82～第 87 図）（PDF 版 PL35・PL41 ～ 46）

BP 第 5d 地点から第 18群・第 19群土器がまとまって出土したが、詳細な分類と検討をおこなうこと

ができず、代表的なものを提示するにとどめた。資料化した土器の抽出基準を明確にはできないが、土器
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群の全容を提示できるように

勤めた。

第 18群土器（141 ～ 143・

414 ～ 496 他 ） は BP 第 4

地点でわずかに出土したが、

大多数は BP 第 5d 地点より

出土した。495は特殊な器形

を呈し、環状の胴部の双口土

器の一部であろうか。

第19群土器（502～518・

530～545他）はBP第5d地

点のみで出土した。498 ･ 502

～ 516 は晩期前葉、530 ～

533・544 は晩期後葉の浮線

網状文、534～ 543・545は

細密条痕文土器である。

526 ～ 529 は表面に輪積

み痕が残る特徴的な無文土器

である。546 ～ 556・560・

561 は底部で、後期～晩期の

ものが含まれる。546は指ナ

デ痕が顕著に残るもので、後

期前葉に北信地方でみられる

粗製土器であろう。底部には網代痕が残るものが見られる。559 ～ 574 は後期～晩期の縄文施文の粗製

土器と考えられる。

土製品（578 ～ 590）

BP 第 5d 地点で出土した。耳飾り９点、土錘 1点、土製円盤 1点、土偶 1点が出土した。

第 9群土器～第 19 群土器の写真は紙面の都合で印刷していないので、添付 CD の PDF 版報告書の

PL35 ～ PL45 を参照していただきたい。

(2) 石器群の概要（第 89図～ 133 図、第 7・8表、PL13 ～ PL24、）（PDF 版 PL46）

第 3節の第 7・8表に調査地点別の出土点数と石材組成を示した。遺物図版も調査地点別に提示した。

BP第 4地点・5地点の遺物の属性は添付 CDの遺物台帳に収録した。

遺物図版および遺物台帳には Po（槍先形尖頭器）、AH（石鏃）、TP（有茎尖頭器）、Sc（削器）、NS（抉

入削器）、ES（掻器）、Pe（楔形石器）、PT（礫器）、PS（凹石）、GS（磨石）、Ha( 敲石）、Wh（砥石）、An（台

石）の略号を用いた。

また、BP第 5d 地点１～ 10層では弥生時代中期の土器が出土しており、報告したな石器に弥生時代の

石器も少数含まれると考えられる。

槍先形尖頭器・半月形石器 (6017・6028 ～ 6036・6151 ～ 6166・6173・6287 ～ 6305）

槍先形石器 163 点、半月形石器 3点が出土した。左右非対称のものを半月形石器（6028・6289・

6291）とした。槍先形尖頭器は、旧石器時代のものとの区別ができず、縄文時代の包含層から出土した

※点数は破片数。接合により隆起線文土器と判明した無紋土器は、隆起線文土器としてカウントした。
※ BP 第 5d 地点の点数は 13 層から出土した土器破片数である。12 層より上層で出土した土器の点数は、カウン

トしていないため、○印で出土例があることを示した。11 ～ 12 層では、第 16 群～ 19 群土器がまとまって出
土したが、特に 18 群土器が多い。

　地点名・出土層位

土器分類

第 4 地点 第 5a 地点 第 5c 地点 第 5d
地 点 合計

不
明 Ⅱ Ⅲ Ⅳ 不

明Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 3 不
明Ⅰ Ⅱ Ⅲ 1 2 4 13

第 1 群（隆起線文） 3 2 17 1 8 31
第 2 群（円形刺突文） 5 5
第 2 群（円孔文） 1 1
第 3 群（無文） 34 1 4 45 183 489 1 10 ○ 767
第 4 群（格子目沈線文） 2 2
第 5 群（爪形文） 2 30 6 17 ○ 55
第 6 群 a 類（押圧縄文） 2 2 2 5 57 ○ 68
第 6 群 b 類（回転縄文） 1 2 4 57 1    ○ ?  65
第 7 群（表裏縄文） 2 1 3 2 1 6 70 2 ○ 87
第 8 群（格子目押型文） 1 8 ○ 9
第 8 群（山形押型文） 5 2 3 26 84 120
第8群（異種並列押型文） 1 1 9 11
第 8 群（楕円押型文） 13 3 5 5 12 43 ○ 81
第 8 群（菱目押型文） 1 3 4
第 9 群（縄文） 16 8 3 3 2 19 194 8 253
第9群（縄文+指頭圧痕） 3 47 275 1 ○ 326
第 9 群（撚糸文） 10 ○ 10
第 10 群（無文） 1 81 73 20 1 4 4 6 4 52 274 5 525
第 10 群（薄手無文） 14 13 135 162
第 11 群（貝殻腹縁文） 1 1 3 8 13
第 11 群（櫛歯状工具） 9 20 1 1 1 ○ 32
第 11 群（沈線文） 1 7 10 6 2 26
第 12 群（条痕文） 6 1 ２ １ 3 5 1 19
第 12 群（絡条体圧痕文） 5 2 2 2 11
第 13 群（縄文） 13 23 13 4 5 33 7 5 2 ○ 105
第 13 群（羽状縄文） 4 6 2 3 ○ 15
第 14 群（網目状撚糸文） 3 18 7 28
第 15 群（半截竹管文） 1 1 1 3
第 16 群（中期の土器） 3 ○ 3
第 17 群（後期前葉土器） 1 10 ○ 11
第 18 群（後期中･後葉） 3 1 ○ 4
第 19 群（晩期土器） ○
その他 1 1 2
分類不能 52 68 3 3 7 3 10 13 24 116 329 1 629
合　計 4 198 248 1 10 95 229 3 528 1 44 65 90 18 323 1604 4 18 3483

第 14 表　BP 第 4・第 5 地点縄文時代土器分類別出土数
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第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

ものをすべて本節で報告したため、163 点の中には旧石器時代のものも含まれる。出土層位から、明ら

かに旧石器時代のものが 13点確認されており、BP第 4・第 5地点では 176 点の槍先形尖頭器が出土し

たことになる。多数の形態が認められ、6017・6287・6034・6035 など別な器種とした方がよいものも

含めている。特に 6017 は局部磨製石斧と分類した 6416 と法量、調整加工が類似しており、これらに新

たな器種名を付した方がよいかもしれない。

槍先形尖頭器・半月形石器には断面 D字型になる片面調整のものが認められ（6017・6163・6287・

6290・6291）、局部磨製石斧に含まれる神子柴型石斧に共通する剥片剥離と加工技術とが伺われ、注意

を要する石器である。

　石鏃･抉入三角形石器･有茎尖頭器･石鏃未製品（6001～ 6014､6038 ～ 6092､6150､6167 ～ 6241､6303 ～ 6388）

石鏃 585 点、抉入三角形石器 2点、有茎

尖頭器 63点、石鏃未製品 79点が出土した。

6188・6189 は石鏃の形態であるが、先端部

に浅い抉りが入り、尖端が平坦になる。この

2点は法量、形態が類似しており、一つの器

種であると認識し、抉入三角石器と仮称した。

石鏃と有茎尖頭器の器種分類は議論があると

ころであり、有茎尖頭器と有茎石鏃は形態的に区分が不明確であるものがある。便宜的ではあるが、出土

層位などから、草創期のものを有茎尖頭器、中期以降のものを有茎石鏃とした。有茎石鏃は主に後期～晩

期のものと思われるが、草創期とは石材が異なる。黒褐色の形質頁岩やチャートを多用しており、これら

の石材は草創期には認められない石材であり、分類は可能である。Anなどの各時期に用いられる石材に

ついては、器種分類があいまいであることも否めない。

草創期に時期が限定できる BP 第 5a 地点のⅢ層と 1層出土の石鏃や有茎尖頭器の中にも石材、形態、

法量のヴァリエーションがあり、複数の時期のものが混在していると考えられる。79点出土した石鏃未

整品のほとんどが、BP第 5d 地点から出土しており、草創期の石鏃の未製品が認められない。また、石鏃・

有茎尖頭器と剥片・砕片の石材組成が必ずしも一致しない（第 15表）。Ⅲ層・1層出土の剥片と砕片は

旧石器時代のものも混在することを考慮すると、草創期の石鏃・有茎尖頭器は調査区外で製作されたもの

と考えられる。また、PB第 5a 地点では土器は 2群・3群土器が主体を占めることから、石鏃や有茎尖頭

器の多くが第 2群・第 3群土器に伴うと短絡的に結論づけるには疑問が残る。新潟県壬遺跡の石器群と

共通しない部分があり、さらに、詳細な検討が必要である。

また、望月明彦氏に依頼し、黒曜石の産地推定分析をおこなったところ、有茎尖頭器と石鏃に長野県外

の産地のものが確認された（第 3節第 11表）。産地は新潟県の新発田板山群、新津金津群、佐渡金井二ッ

坂群、東京都神津島恩馳島群、青森県深浦八森山群、富山県魚津草月上野群、山形県羽黒月山群である。

佐渡金井二ッ坂群以外の石器は、出土層位から草創期から早期前半に限定されるものである。黒曜石産地

推定分析の詳細は第 4章に記述し、分析結果は添付 CDに収録した。

　削器･掻器･抉入削器･彫掻器･楔形石器（6016・6096 ～ 6109・6111・6242 ～ 6252・6410 ～ 6414）

これらの器種は旧石器時代の石器との区別が困難であり、縄文時代の包含層から出土したものを本節

で取上げたため、旧石器時代の石器を含む可能性がある。縄文時代の包含層から出土した点数は、削器

132 点、掻器 67点、抉入削器 29点、彫掻器 3点、楔形石器 57点である。

　石匙・石錐（6093 ～ 6095・6389 ～ 6400）

石匙 11点、石錐 61点が出土した。石錐は尖端部のみを作り出したもの（6093 ～ 6095）と、細長い

第 15 表　BP 第 5a 地点Ⅲ層と 1 層の石材組成

石材

黒
曜
石

無
斑
晶
質
安
山
岩

珪
質
頁
岩

珪
質
凝
灰
岩

玉
髄
凝
灰
質
頁
岩

凝
灰
岩

緑
色
凝
灰
岩

チ
ャ
ー
ト

砂
岩
石
英
鉄
石
英

流
紋
岩

下
呂
石

安
山
岩

頁
岩
輝
石
安
山
岩

不
明

石鏃 11 5 10 5 1 5 3

槍先形尖頭器 7 3 1 2

有茎尖頭器 8 2 1 1

剥片 465 815 144 25 23 17 96 5 197 6 1 2 3 24 1 37

砕片 74 131 19 50 24 2 1 1

石核 4 2 1 3 1 1 5 1
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第 4節　縄文時代の遺構と遺物

錐部を作り出すもの（6389 ～ 6397）がある。後者は BP第 5d 地点のみで出土している。

　打製石斧･局部磨製石斧･磨製石斧･石箆･礫器（6018 ～ 6021､6112 ～ 6117､6254 ～ 6261､6415 ～ 6427）

打製石斧 39点、局部磨製石斧 23点、磨製石斧 30点、石箆 1点、礫器 10点が出土した。

局部磨製石斧は断面Ｄ字型または楕円型に調整加工した斧形の石器で、神子柴型石斧と考えられるもの

を全て含めたので、研磨が認められないもの（6260・6261・6416）も本器種とした。局部磨製石斧は

ほとんどが神子柴型石斧である。6019 は SH03 内に出土したもので、側縁に研磨面を持ち、裏面は平坦

に加工された優品である。6415 は全体に線状痕が顕著に認められ、研磨ではなく磨耗によるものである

ため、打製石斧と分類した。

6254・6255 は出土層位から早期の磨製石斧である。

石箆（6257）は小形のもので、類似した資料が JS 地点 ､BP 第 2地点で出土している。

　２次加工のある剥片・不定形石器・微細剥離のある剥片

これらの器種は旧石器時代の石器との区別が困難であり、縄文時代の包含層から出土したものを本節で

取り上げたため、旧石器時代の石器を含む可能性がある。縄文時代の包含層から出土した点数は、２次加

工のある剥片 441 点、不定形石器 111 点、微細剥離のある剥片 9点である。不定形石器は何らかの形態

の作出意図が見られるもので、２次加工のある剥片と区別した。

砂礫層から出土した剥片は、自然現象による二次的な剥離が想定されるため、抽出対象から除外した。

　砥石・有溝砥石（6126・6127・6266・6268・6474・6475）

砥石 9点、有溝砥石 (6266) が 1 点出土した。6126 は最大幅 2.6 ㎝の浅いくぼみが見られ、石斧の砥

石の可能性がある。

　石錘（6022・6262 ～ 6264・6428 ～ 6435）

18 点出土。6262 ～ 6264 は出土層位から縄文時代早期以前のものである。

　磨石・敲石・凹石・特殊磨石・スタンプ形石器・三角錐形石器

磨石 24点、敲石 38点、凹石 64点、特殊磨石 63点、スタンプ形石器 5点、三角錐形石器 4点が出土した。

　台石・石皿（6025 ～ 6027・6143 ～ 6149・6283 ～ 6286・6476）

台石 20点、石皿 5点が出土した。磨面などの機能面と思われる部分を縦縞またはスクリーントーンで

示した。6148 は欠損後の使用により、厚さが減じていることが確認される接合資料である。

　その他

小形船底形石器（6253）と剥片縁辺に磨耗が見られる刃部磨耗石器（6110）、研磨面を有する礫（6265）

が各 1点ずつ出土した。

　剥片・砕片・石核・原石

縄文時代の包含層から石核 156 点、原石 8点が出土した。剥片・砕片は BP 第 4～第 5c 地点で剥片

7892 点と砕片 2640 点、BP 第 5d 地点で砕片・剥片合わせて約 6000 点が出土している。これらの中に

は旧石器時代の遺物が含まれる。

石製品

BP 第 5d 地点で、岩版、石棒の破片、ヒスイ玉などが出

土した。第 5節第 148 図に実測図を掲載した。

参考文献
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第 59 図　BP 第 4 ･第 5a 地点縄文土器 1（草創期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 60 図　BP 第 4 ･第 5a 地点縄文土器 2（草創期）

第 4節　縄文時代の遺構と遺物
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第 61 図　BP 第 4 ･第 5a 地点縄文土器 3（草創期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 62 図　BP 第 4 ･第 5a 地点縄文土器 4（草創期）

第 4節　縄文時代の遺構と遺物

43
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第 63 図　BP 第 4 ･第 5a 地点縄文土器 5（草創期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 64 図　BP 第 4 ･第 5a 地点縄文土器 6（草創期）

第 4節　縄文時代の遺構と遺物
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第 65 図　BP 第 4 ･第 5a 地点縄文土器 7（草創期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 66 図　BP 第 4 ･第 5a 地点縄文土器 8（草創期）

第 4節　縄文時代の遺構と遺物
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第 67 図　BP 第 4 ･第 5a 地点縄文土器 9（草創期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 68 図　BP 第 4 ･第 5a 地点縄文土器 10（草創期）

第 4節　縄文時代の遺構と遺物
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第 69 図　BP 第 4・第 5a 地点縄文土器 11（早期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 70 図　BP 第 4・第 5a 地点縄文土器 12（早期・前期・後期）

第 4節　縄文時代の遺構と遺物
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第 71 図　BP 第 5c 地点縄文土器 1（草創期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 72 図　BP 第 5c 地点縄文土器 2（草創期）

第 4節　縄文時代の遺構と遺物
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第 73 図　BP 第 5c 地点縄文土器 3（草創期・早期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 74 図　BP 第 5c 地点縄文土器 4（草創期・早期）

第 4節　縄文時代の遺構と遺物
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第 75 図　BP 第 5c 地点縄文土器 5（早期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 76 図　BP 第 5c 地点縄文土器 6（早期）

第 4節　縄文時代の遺構と遺物
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第 77 図　BP 第 5c 地点縄文土器 7（早期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 78 図　BP 第 5c 地点縄文土器 8（早期・前期･中期）

第 4節　縄文時代の遺構と遺物
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第 79 図　BP 第 5d 地点縄文土器 1（草創期・早期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 80 図　BP 第 5d 地点縄文土器 2（早期・前期）

第 4節　縄文時代の遺構と遺物
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第 81 図　BP 第 5d 地点縄文土器 3（中期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 82 図　BP 第 5d 地点縄文土器 4（後期）

第 4節　縄文時代の遺構と遺物
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第 83 図　BP 第 5d 地点縄文土器 5（後期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 84 図　BP 第 5d 地点縄文土器 6（後期）

第 4節　縄文時代の遺構と遺物
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第 85 図　BP 第 5d 地点縄文土器 7（後期・晩期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 86 図　BP 第 5d 地点縄文土器 8（後期・晩期）

第 4節　縄文時代の遺構と遺物
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第 87 図　BP 第 5d 地点縄文土器 9（後期・晩期）

第 3章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査
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第 88 図　BP 第 5d 地点土製品

第 4節　縄文時代の遺構と遺物

578 579 580

581 582 583

584 585
586

587

588

589
590



―114 ―

第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 89 図　BP 第 4 地点の石器
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 90 図　BP 第 4 地点の石器

6019
局部磨製石斧  TS  
BP 第 4  516.52g
Ⅲ層  9438
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 91 図　BP 第 4 地点の石器

6019 の展開写真
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 92 図　BP 第 4 地点の石器

6020
局部磨製石斧   安山岩
BP 第 4   235.35g
Ⅲ層  9750

6021
磨製石斧  Sa  
BP 第 4  73.19g
Ⅲ層  9668

6020 と 6112 の接合



―118 ―

第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 93 図　BP 第 4 地点の石器

6022
石錘  輝石安山岩  
BP 第 4  330g
Ⅱ層  9670

6023
PT  不明  
BP 第 4  1191.98g
Ⅲ層  9766

6024
Co  An  
BP 第 4  488.87g
Ⅲ層  9701

6025
An  輝石安山岩  
BP 第 4  7500g
Ⅲ層  9909

6026
An  輝石安山岩  
BP 第 4  11850g
Ⅱ層  9124

6027
An  輝石安山岩  
BP 第 4  8400g
Ⅱ層  9628
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 94 図　BP 第 5a 地点の石器（半月形石器・槍先形尖頭器）

6028
半月形石器  An  
BP 第 5a  14.48g
Ⅲ層  42503

6029
Po  An  
BP 第 5a  22.13g
1e 層  33369

6030
Po  Ob  WDKB
BP 第 5a  4.93g
1f 層  33352

6031
Po  An  
BP 第 5a  7.43g
Ⅲ層  8976

6032
Po  An  
BP 第 5a  22.02g
1 層  8219

6033
Po  Ob  WDTY
BP 第 5a  26.74g
Ⅲ層  3003

6034
Po  Ch  
BP 第 5a  2.68g
1 層  3291

6035
Po  Ob  WDTY
BP 第 5a  1.77g
1 層  8858

6036
Po  Ch
BP 第 5a  5.73g
1 層  36264

6037
TP  Ob  WDKB
BP 第 5a  6.76g
Ⅳ層上  33845
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 95 図　BP 第 5a 地点の石器（有茎尖頭器・石鏃 1）

6038
TP  Ob  *WDX
BP 第 5a  4.25g
1 層  36097 6039

TP  SS  
BP 第 5a  5.33g
Ⅲ層  33842

6040
TP  Ob  SWHD
BP 第 5a  3g
Ⅲ層  33862

6042
TP  An  
BP 第 5a  2.39g
1 層  36171

6043
TP  Sh  
BP 第 5a  2.15g
1 層  36179

6044
TP  An  
BP 第 5a  1.5g
1 層  8384

6045
TP  Ob  WDTY
BP 第 5a  1.59g
1 層  36620

6046
TP  Ob  SBIY
BP 第 5a  0.61g
1 層  36537

6047
AH  Ob  SWHD
BP 第 5a  0.27g
Ⅲ層  3102

6048
AH  Ob  WDTY
BP 第 5a  0.35g
Ⅲ層  33872

6049
AH  An  
BP 第 5a  0.48g
1 層  3859

6050
AH  SS  
BP 第 5a  0.6g
1e 層  33293

6052
AH  Ja  
BP 第 5a  0.71g
1 層  39552

6053
AH  SS  
BP 第 5a  0.52g
Ⅱ e 層  21584

6054
AH  Ch  
BP 第 5a  0.79g
1 層  8241

6055
AH  Ch  
BP 第 5a  0.67g
1 層  8238

6056
AH  SS  
BP 第 5a  0.55g
Ⅳ層  46193

6057
AH  ST  
BP 第 5a  0.64g
Ⅳ層上  33870

6058
AH  不明  
BP 第 5a  0.74g
1 層  36169

6060
AH  SS  
BP 第 5a  0.74g
1 層  36306

6061
AH  Ob  WDTY
BP 第 5a  0.64g
Ⅲ層  33303

6062
AH  Ob  *WDX
BP 第 5a  0.94g
1f 層  36892

6063
AH  An  
BP 第 5a  0.77g
2 層  21069

6064
AH  SS  
BP 第 5a  1.16g
1 層  8285

6065
AH  Rh  
BP 第 5a  0.84g
Ⅲ層  8519

6066
AH  Rh  
BP 第 5a  0.71g
Ⅱ e 層  21215

6067
AH  Rh  
BP 第 5a  0.51g
Ⅲ層  3091

6041
TP  Ch  
BP 第 5a  3.89g
1 層  C7b 仮 115

6051
AH  Ch  
BP 第 5a  0.21g
1f 層  33351

6059
AH  An  
BP 第 5a  0.52g
1 層  8798
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 96 図　BP 第 5a 地点の石器（石鏃 2）

6068
AH  Rh  
BP 第 5a  0.77g
Ⅱ層  36849

6069
AH  Rh  
BP 第 5a  0.61g
Ⅲ層  33839

6070
AH  Ob  WDTN
BP 第 5a  1.35g
Ⅳ層  46194

6071
AH  An  
BP 第 5a  1.02g
1 層  3933

6072
AH  SS  
BP 第 5a  1.13g
1 層  13395

6073
AH  不明  
BP 第 5a  1.42g
1e 層  33850

6074
AH  Ob  SWHD
BP 第 5a  1.09g
Ⅱ層下  3101

6075
AH  Ch  
BP 第 5a  0.92g
Ⅱ層下  3042

6076
AH  SS  
BP 第 5a  0.94g
Ⅱ層下  3090

6077
AH  Ob  WDTY
BP 第 5a  1.23g
Ⅱ層下  3096

6078
AH  SS  
BP 第 5a  1.33g
Ⅲ層  33860

6079
AH  Rh  
BP 第 5a  3.24g
1 層  21891

6080
AH  Rh  
BP 第 5a  1.18g
Ⅲ層  3093

6081
AH  SS 
BP 第 5a  2.36g
Ⅲ層  8524

6082
AH  SS  
BP 第 5a  1.04g
Ⅲ層  8834

6083
AH  Ch  
BP 第 5a  1.61g
1e 層  33294

6084
AH  An  
BP 第 5a  1.07g
1 層  8326

6085
AH  Ob  WDTN
BP 第 5a  1.32g
1 層  33240

6086
AH  Ob  WDTN
BP 第 5a  1.13g
1 層  8212

6087
AH  Ob  WDTN
BP 第 5a  1.4g
1 層  8385

6088
AH  Ob  SWHD
BP 第 5a  1.75g
1f 層  36031

6089
AH  An  
BP 第 5a  1.19g
Ⅲ層  33847

6090
AH  不明  
BP 第 5a  1.45g
1 層  8243

6091
AH  SS  
BP 第 5a  1.49g
1 層  8392

6092
AH  SS  
BP 第 5a  1.99g
1 層  36508
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 97 図　BP 第 5a 地点の石器（石錐・削器 1）

          
石錐  SS  
BP 第 5a  6.9g
1 層  8706

6094
石錐  SS  
BP 第 5a  17.97g
1 層  8039

6095
石錐  Ob  WDTN
BP 第 5a  20.78g
1 層  36816

6096
Sc  An  
BP 第 5a  21.26g
1 層  9056

6097
Sc  Rh  
BP 第 5a  22.23g
Ⅲ層  21779

6098
Sc  Sh  
BP 第 5a  50.86g
Ⅲ層  36436
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 98 図　BP 第 5a 地点の石器（削器 2）

6099
Sc  Ob  SWHD
BP 第 5a  3.84g
1 層  36601

6100
Sc  An  
BP 第 5a  38.5g
Ⅲ層  33866

6102
Sc  An  
BP 第 5a  74.92g
1 層  8451

6101
Sc  An  
BP 第 5a  76.44g
Ⅲ層  33858
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 99 図　BP 第 5a 地点の石器（抉入削器・掻器）

6103
NS  SS  
BP 第 5a  26.84g
1 層  33267

6104
NS  Ag  
BP 第 5a  3.53g
1 層  8453

6105
NS  Ob  WDTN
BP 第 5a  16.43g
Ⅲ層  21616

6106
ES  Ob  WDTN
BP 第 5a  6.55g
1 層  9072

6107
ES  SS  
BP 第 5a  11.15g
Ⅱ e 層  21201

6108
ES  SS  
BP 第 5a  5g
1 層  21898

6109
ES  Ob  SWHD
BP 第 5a  15.17g
1 層  36786 6110

刃部磨耗石器  An  
BP 第 5a  32.24g
Ⅲ層  3094
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 100 図　BP 第 5a 地点の石器（楔形石器・局部磨製石斧・礫器・打製石斧）

6111
Pe  Ob  SWHD
BP 第 5a  15.42g
Ⅲ層  33854

6112
局部磨製石斧  安山岩  
BP 第 5a  65.65g
Ⅲ層  3095

6113
PT  An  
BP 第 5a  83.2g
Ⅲ層  3035 6114

打製石斧  Tu  
BP 第 5a  114.39g
Ⅲ層  33840

6115
打製石斧  SS  
BP 第 5a  122.55g
1 層  8693

6116
礫器又は石核  Sh  
BP 第 5a  303.78g
1 層  8050
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 101 図　BP 第 5a 地点の石器（礫器・石核 1）

6117
礫器又は石核  An  
BP 第 5a  263.18g
Ⅲ層  3112

6118
Co  Ag  
BP 第 5a  35.49g
1 層  13361

6119
Co  Sh  
BP 第 5a  237.26g
Ⅲ層  8637

6120
Co  Sh  
BP 第 5a  48.81g
1 層  8741

6121
PT  不明  
BP 第 5a  970.78g
Ⅲ層  3019
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 102 図　BP 第 5a 地点の石器（石核 2・原石・砥石）

6122
Co  ST  
BP 第 5a  390.03g
Ⅲ層  39459

6123
Co  Sh  
BP 第 5a  377.86g
1 層  33683

6124
Co  Sh  
BP 第 5a  408.9g
1 層  3430 6125

原石  An  
BP 第 5a  789.76g
Ⅲ層  33887

6126
Wh  Sa  
BP 第 5a  1521.94g
1 層  36566

6127
Wh  Sa  
BP 第 5a  240.68g
1 層  33016

6127
Wh  Sa  
BP 第 5a  g
1 層  33050
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 103 図　BP 第 5a 地点の石器（凹石 1）

6128
PS  安山岩  
BP 第 5a  568.22g
1 層  33814

6129
PS  Sa  
BP 第 5a  181.91g
1 層  8591

6130
PS  輝石安山岩  
BP 第 5a  445.18g
1 層  46417

6131
PS  Sa  
BP 第 5a  621.82g
1 層  8695

6132
PS  安山岩  
BP 第 5a  250.9g
1 層  8707

6133
PS  安山岩  
BP 第 5a  222.03g
Ⅲ層  3034
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 104 図　BP 第 5a 地点の石器（凹石 2・磨石）

6134
PS  輝石安山岩  
BP 第 5a  723.98g
Ⅲ層  3032

6135
PS  安山岩  
BP 第 5a  480.55g
1 層  8790

6136
GS  安山岩  
BP 第 5a  393.58g
1 層  3464

6137
特殊磨石  安山岩  
BP 第 5a  556.46g
Ⅲ層  3054

6138
特殊磨石  安山岩  
BP 第 5a  955.04g
Ⅲ層  36444



―130 ―

第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 105 図　BP 第 5a 地点の石器（敲石・台石 1）

6139
Ha  輝石安山岩  
BP 第 5a  296.43g
1 層  3280

6140
Ha  輝石安山岩  
BP 第 5a  40594g
1 層  3806

6141
Ha  安山岩  
BP 第 5a  287.37g
1 層＋Ⅲ層  36810 ＋ 3111

6142
Ha  Sa  
BP 第 5a  1435.61g
Ⅲ層  3799

6143
An  安山岩  
BP 第 5a  2100g
Ⅲ層  3795

6144
An  輝石安山岩  
BP 第 5a  820.47g
1 層  3827

6145
An  輝石安山岩  
BP 第 5a  830.89g
1 層  3928



―131 ―

第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 106 図　BP 第 5a 地点の石器（台石 2）

磨面

6146
An  輝石安山岩  
BP 第 5a  1143.74g
1 層  3267

6147
An  輝石安山岩  
BP 第 5a  1334.54g
Ⅲ層  8426

6149（6148 の一部）
An  輝石安山岩  
BP 第 5a  3480g
Ⅳ層  461166148

An   輝石安山岩  
BP 第 5a  1000g ＋ 2480g
1 層  33782 ＋ 46116



第 107 図　BP 第 5c 地点の石器（槍先形尖頭器 1）
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

6150
石鏃未製品  An  
BP 第 5c  7.45g
2 層  26230

6151
Po  Ob  WDHY
BP 第 5c  4.98g
2 層  30287

6152
Po  SS  
BP 第 5c  8.09g
2 層最下部  26767

6153
Po  SS  
BP 第 5c  5.64g
2 層最下部  27088

6154
Po  SS  
BP 第 5c  1.79g
2 層  28342

6155
Po  Ch  
BP 第 5c  3.41g
2 層最下部  26787 6156

Po  Ob  WDTK
BP 第 5c  2.33g
2 層  24678

6157
Po  An  
BP 第 5c  2.94g
2 層  32374

6158
Po  An  
BP 第 5c  1.65g
2 層  27133

6159
Po  An  
BP 第 5c  3.9g
2 層  25139

6160
Po  An  
BP 第 5c  14.81g
2 層  26133

6161
Po  Ag  
BP 第 5c  14.73g
2 層最下部  26334

6162
Po  不明  
BP 第 5c  51.57g
2 層  24037
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 108 図　BP 第 5c 地点の石器（槍先形尖頭器 2・有茎尖頭器 1）

6163
Po  Ge  
BP 第 5c  15.93g
2 層  34279

6164
Po  Ch  
BP 第 5c  10.76g
2 層最下部  26535

6165
Po  An  
BP 第 5c  9.32g
2 層  3585

6166
Po  An  
BP 第 5c  21.55g
2 層  31220

6167
TP  不明  
BP 第 5c  1.59g
2 層  24719

6168
TP  SS  
BP 第 5c  0.44g
2 層  25876

6169
TP  SS  
BP 第 5c  0.62g
2 層  22741

6170
TP  SS  
BP 第 5c  0.36g
2 層  22029

6171
TP  An  
BP 第 5c  0.56g
2 層最下部  27237

6172
TP  An  
BP 第 5c  0.86g
2 層  26683

6173
Po  SS  
BP 第 5c  1.8g
2 層  32542

6174
TP  Ob  WDKB
BP 第 5c  1.47g
2 層  34607

6175
TP  Ob  WDTY
BP 第 5c  1.59g
2 層最下部  32065

6176
TP  An  
BP 第 5c  2.58g
2 層  31683

6177
TP  An  
BP 第 5c  1.69g
2 層  27729

6178
TP  An  
BP 第 5c  1.15g
2 層  3568

6179
TP  An  
BP 第 5c  1.91g
2 層  22838

6180
TP  Ob  SWHD
BP 第 5c  3.07g
2 層  28995

6181
TP  Ob  WDTK
BP 第 5c  3.12g
2 層  34399

6182
TP  不明  
BP 第 5c  3.29g
2 層最下部  26940

6183
TP  An  
BP 第 5c  4.23g
2 層  28035
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 109 図　BP 第 5c 地点の石器（有茎尖頭器 2・石鏃 1）

6184
TP  An  
BP 第 5c  4.02g
2 層最下部  27218

6185
TP  Ch  
BP 第 5c  3.57g
1 層  37851

6186
TP  Ge  
BP 第 5c  4.38g
1 層  41150

6187
TP  Ch  
BP 第 5c  6.22g
2 層  3577

6188
抉入三角形石器  Ob  SWHD
BP 第 5c  0.48g
2 層  27725

6189
抉入三角形石器  An  
BP 第 5c  0.42g
1 層  28829

6190
AH  Ob  SWHD
BP 第 5c  0.19g
2 層  31298

6191
AH  Ob  SWHD
BP 第 5c  0.23g
2 層  32325

6192
AH  Ob  HGGS
BP 第 5c  0.34g
2 層  22042

6193
AH  Ob  HUHM
BP 第 5c  0.43g
2 層  28290

6194
AH  Ob  WDHY
BP 第 5c  0.36g
2 層  34328

6195
AH  Ob  SWHD
BP 第 5c  0.24g
2 層  24543

6196
AH  Ob  SWHD
BP 第 5c  0.23g
2 層  27568

6197
AH  Ob  WDTN
BP 第 5c  0.34g
Ⅲ層  37460

6198
AH  Ob  WDTY
BP 第 5c  0.29g
1 層  29930

6199
AH  Ob  WDTN
BP 第 5c  0.23g
1 層  29697

6200
AH  Ob  WDTK
BP 第 5c  0.21g
2 層  27321

6201
AH  Ob  NTKT
BP 第 5c  0.2g
2 層  31302

6202
AH  Ob  SWHD  
BP 第 5c  o.31g
2 層  30368

6203
AH  不明  
BP 第 5c  0.41g
2 層  27036

6204
AH  An  
BP 第 5c  0.47g
2 層  31552

6205
AH  不明  
BP 第 5c  0.52g
2 層  24471

6206
AH  不明  
BP 第 5c  0.3g
1 層  37410

6207
AH  Ge  
BP 第 5c  0.28g
2 層  24525

6208
AH  Ob  SWHD
BP 第 5c  0.74g
2 層  22003

6209
AH  Ob  SWHD
BP 第 5c  0.74g
2 層  27483

6210
AH  Ch  
BP 第 5c  0.78g
2 層  24603

6211
AH  SS  
BP 第 5c  0.52g
2 層  31336

6212
AH  SS  
BP 第 5c  0.67g
2 層  28411

6213
AH  SS  
BP 第 5c  0.31g
2 層最下部  27128

6214
AH  Ja  
BP 第 5c  0.52g
2 層  22481

6215
AH  GT  
BP 第 5c  0.49g
2 層  34240

6216
AH  SS  
BP 第 5c  0.9g
2 層  31371

6217
AH  An  
BP 第 5c  0.83g
1 層  35604

6218
AH  Ch  
BP 第 5c  0.46g
1 層  29253

6219
AH  R ｙ  
BP 第 5c  0.74g
1 層  37611

6220
AH  An  
BP 第 5c  0.61g
2 層  28428

6221
AH  An  
BP 第 5c  1.37g
2 層  30577

6222
AH  Ob  WDTK
BP 第 5c  0.81g
2 層  35275

6223
AH  SS  
BP 第 5c  0.83g
2 層  31748

6224
AH  不明  
BP 第 5c  1.65g
2 層  31246

6225
AH  Ch  
BP 第 5c  0.86g
2 層  37674
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 110 図　BP 第 5c 地点の石器（石鏃 1・抉入削器・削器）

6226
AH  Ch  
BP 第 5c  1.25g
2 層  24670

6227
AH  SS  
BP 第 5c  1.5g
2 層  22625

6228
AH  不明  
BP 第 5c  1.38g
Ⅱ層  27577

6229
AH  An  
BP 第 5c  1.11g
2 層  29680

6230
AH  An  
BP 第 5c  1.39g
2 層  28425

6231
AH  不明  
BP 第 5c  1.49g
2 層  30253

6232
AH  Ge  
BP 第 5c  1.29g
2 層最下部  31972

6233
AH  Sh  
BP 第 5c  1.35g
2 層  34729

6235
AH  R ｙ  
BP 第 5c  0.61g
1 層  35562

6236
AH  不明  
BP 第 5c  0.58g
2 層  25550

6237
AH  Ob  WDTK
BP 第 5c  1.05g
2 層  29422

6238
AH  Ob  WDTY
BP 第 5c  1.31g
2 層  34377

6239
AH  Ob  WDTY
BP 第 5c  0.86g
2 層  29803

6240
AH  SS  
BP 第 5c  0.88g
2 層  24985

6241
AH  SS  
BP 第 5c  0.67g
2 層  29240

6242
NS  Ch  
BP 第 5c  21.49g
2 層最下部  27332

6243
Sc  Ja  
BP 第 5c  20.95g
2 層  22908

6244
Sc  Ge  GERO
BP 第 5c  7.83g
2 層  25173

6245
Sc  Ob  SWHD
BP 第 5c  2.88g
2 層最下部  24933

6234
AH  An  
BP 第 5c  0.87g
2 最下層  32681
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 111 図　BP 第 5c 地点の石器（掻器・彫掻器・小型舟底形石器）

6246
ES  Ge  
BP 第 5c  12.89g
2 層  29676

6247
彫掻器  SS  
BP 第 5c  11.67g
2 層  22982

6248
彫掻器  Ag  
BP 第 5c  10.43g
2 層  31673

6249
ES  SS  
BP 第 5c  13.62g
2 層  26652

6250
ES  SS  
BP 第 5c  8.54g
2 層最下部  28011

6251
ES  SS  
BP 第 5c  6.4g
2 層  35393

6252
ES  SS  
BP 第 5c  10.22g
2 層  34573

6253
小型舟底形石器  Ob  WOTM
BP 第 5c  2.06g
2 層  25053
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 112 図　BP 第 5c 地点の石器（磨製石斧・局部磨製石斧 1・石箆）

6254
磨製石斧  不明  
BP 第 5c  38.81g
2 層最下部  32715

6255
磨製石斧  GT  
BP 第 5c  12.85g
2 層  40950

6256
局部磨製石斧  不明  
BP 第 5c  24.44g
2 層  22430

6257
石箆  Sh  
BP 第 5c  28.7g
2 層  25200

6258
局部磨製石斧  Sh  
BP 第 5c  85.22g
2 層  31285

6259
局部磨製石斧  Sh  
BP 第 5c  67.94g
2 層最下部  26211
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 113 図　BP 第 5c 地点の石器（局部磨製石斧 2）

6260
局部磨製石斧  Sh  
BP 第 5c  150.87g
2 層  31084

6261
局部摩製石斧  Sh  
BP 第 5c  157.07g
2 層  26453 ＋ 31161



―139 ―

第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 114 図　BP 第 5c 地点の石器（石錘・砥石・礫器・特殊磨石 1）

6262
石錘  Sh  
BP 第 5c  25.54g
2 層  26040

6263
石錘  Sh  
BP 第 5c  24.1g
2 層  31917

6264
石錘  輝石安山岩  
BP 第 5c  39.58g
2 層  30624

6265
研磨礫  不明  
BP 第 5c  81.56g
2 層最下部  26187

6266
有溝砥石  Sa  
BP 第 5c  117.77g
2 層  31106

6267
PT  An  
BP 第 5c  237.98g
1 層  37894

6268
Wh  Sa
BP 第 5c  571.3g
2 層最下部  25563

6269
特殊磨石  ヒン岩  
BP 第 5c  935.31g
1 層  35609

6270
特殊磨石  輝石安山岩  
BP 第 5c  237.25g
2 層最下部  31381
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 115 図　BP 第 5c 地点の石器（特殊磨石 2・凹石 1）

6271
特殊磨石  輝石安山岩  
BP 第 5c  673.57g
2 層  25791

6272
特殊磨石  ﾋﾝ岩  
BP 第 5c  510.21g
1 層  24235

6273
特殊磨石  輝石安山岩  
BP 第 5c  776.32g
Ⅲ層  29035

6274
特殊磨石  輝石安山岩  
BP 第 5c  796.04g
2 層  25706

6275
PS  輝石安山岩  
BP 第 5c  304.08g
2 層  31982

6276
PS  輝石安山岩  
BP 第 5c  402.34g
2 層  32624

6277
PS    
BP 第 5c  370g
2 層  34609
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 116 図　BP 第 5c 地点の石器（凹石 2）

6278
PS  輝石安山岩  
BP 第 5c  235.71g
2 層  25664

6279
PS  輝石安山岩  
BP 第 5c  605.96g
2 層  32064

6280
PS  角門石安山岩  
BP 第 5c  369.76g
2 層  25710

6281
PS    
BP 第 5c  1830g
2 層最下部  34898

6282
PS  輝石安山岩  
BP 第 5c  928.93g
1 層  28145
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 117 図　BP 第 5c 地点の石器（石皿・台石）

6283
石皿    
BP 第 5c  3720g
2 層  34837

6284
石皿   
BP 第 5c  3330g
1 層  37737

6285
An?  輝石安山岩  
BP 第 5c  1856.26g
2 層  26245

6286
石皿    
BP 第 5c  4650g
2 層  34836
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 118 図　BP 第 5d 地点の石器（槍先形尖頭器 1・半月形石器）

6287
Po  Sh  
BP 第 5d  106.83g
遺構覆土  SD17

6288
Po  An  
BP 第 5d  30.28g
遺構覆土  SD17

6289
半月形石器  An  
BP 第 5d  50.34g
4 層  48086

6290
Po　  Ge  
BP 第 5d  71.6g
11 ～ 12 層  48146

6291
半月形石器  An  
BP 第 5d  137.28g
11 ～ 12 層  48145
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 119 図　BP 第 5d 地点の石器（槍先形尖頭器 2）

6292
Po  Ob  WDTY
BP 第 5d  1.21g
11 ～ 12 層  48144

6293
Po  SS  
BP 第 5d  4.62g
11 ～ 12 層  48136

6294
Po  An  
BP 第 5d  11.47g
11 ～ 12 層  48141

6295
Po  An  
BP 第 5d  9.71g
11 ～ 12 層  48146

6296
Po  An  
BP 第 5d  4.67g
遺構覆土  SD17

6297
Po  An  
BP 第 5d  13.76g
12 層  18835

6298
Po  An  
BP 第 5d  18.15g
12 層  18679

6299
Po  An  
BP 第 5d  25.16g
12 層  18837

6300
Po  An  
BP 第 5d  18.12g
12 層  18837

6301
Po  その他  
BP 第 5d  7.55g
1 ～ 2 層  48080

6302
Po  SS  
BP 第 5d  22g
12 層  18835
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 120 図　BP 第 5d 地点の石器（有茎尖頭器・石鏃未製品）

6303
TP  不明  
BP 第 5d  5.14g
11 ～ 12 層  48142

6304
TP  Ch 
BP 第 5d  6.57g
遺構覆土  SD17

6305
Po  Ch  
BP 第 5d  8.19g
11 ～ 12 層  48146

6306
TP  不明  
BP 第 5d  4.71g
10 層  18820

6307
TP  不明  
BP 第 5d  5.97g
12 層  18837

6308
TP  An  
BP 第 5d  4.43g
5 層  18807

6309
TP  Ob  SWHD
BP 第 5d  2g
遺構覆土  SD17

6311
TP  An 
BP 第 5d  4.8g
4 層  48094

6312
TP  Ch  
BP 第 5d  2.39g
11 ～ 12 層  48135

6313
TP  Ag  
BP 第 5d  0.91g
8 ～ 10 層  48133

6314
石鏃未製品  SS  
BP 第 5d  2.5g
12 層  18773

6315
石鏃未製品  Ob  SWHD
BP 第 5d  2.4g
10 層  18657

6316
石鏃未製品  An  
BP 第 5d  5.96g
11 ～ 12 層  48145

6317
石鏃未製品  Ch  
BP 第 5d  2.72g
11 ～ 12 層  48144

6318
石鏃未製品  An  
BP 第 5d  6.41g
12 層  18832

6319
石鏃未製品  SS  
BP 第 5d  10.51g
10 層  18896

6320
石鏃未製品  SS  
BP 第 5d  12.86g
5 層  18904

6321
石鏃未製品  Ob  SWHD
BP 第 5d  3.37g
10 層  18895

6322
石鏃未製品  An  
BP 第 5d  5.73g
11 ～ 12 層  48135

6323
石鏃未製品  Ch  
BP 第 5d  10.69g
11 ～ 12 層  48136

6310
TP  Ob  SWHD
BP 第 5d  2.16g
12 層  18832
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 121 図　BP 第 5d 地点の石器（石鏃 1）

6324
AH  An  
BP 第 5d  0.34g
11 ～ 12 層  48138

6325
AH  An  
BP 第 5d  0.39g
11 ～ 12 層  48138

6326
AH  Ob  WDTK
BP 第 5d  0.46g
4 層  48102

6327
AH  Ch  
BP 第 5d  0.64g
10 層  18820

6328
AH  Ch  
BP 第 5d  0.59g
13 層  13264

6329
AH  Ch  
BP 第 5d  0.48g
遺構覆土  SD17

6330
AH  SS  
BP 第 5d  0.67g
11 ～ 12 層  48135

6331
AH  Ch  
BP 第 5d  0.53g
11 層  18698

6332
AH  SS  
BP 第 5d  0.27g
12 層  18832

6333
AH  SS  
BP 第 5d  0.48g
11 ～ 12 層  48147

6334
AH  Qu  
BP 第 5d  0.5g
4 層  48098

6335
AH  Ge  
BP 第 5d  1.34g
12 層  18832

6336
AH  Ge  
BP 第 5d  0.52g
12 層  18832

6337
AH  SS  
BP 第 5d  0.93g
13 層  13298

6338
AH  SS  
BP 第 5d  0.9g
遺構覆土  SD16

6339
AH  SS  
BP 第 5d  0.59g
4 ･ 5 上面層  18770

6340
AH  Ch  
BP 第 5d  0.86g
遺構覆土  SD17

6341
AH  Ob  SDKH
BP 第 5d  0.61g
13 層  13273

6342
AH  Ch  
BP 第 5d  0.67g
12 層  18837

6343
AH  Ch  
BP 第 5d  1.3g
11 ～ 12 層  48143

6344
AH  Ge  
BP 第 5d  0.95g
4 層  18816

6345
AH  An  
BP 第 5d  1.17g
11 層  18698

6346
AH  Ob　SWHD  
BP 第 5d  0.78g
11 層  18678

6347
AH  Ch  
BP 第 5d  1.28g
10 層  18656

6348
AH  Ob  WDTY
BP 第 5d  0.89g
10 層  18659

6349
AH  Ag  
BP 第 5d  1.06g
5 ～ 7 層  48118

6350
AH  An  
BP 第 5d  1.17g
13 層  13285

6351
AH  An  
BP 第 5d  0.93g
4 層  48094

6352
AH  Ob  SWHD
BP 第 5d  0.84g
5 ～ 7 層  48115

6353
AH  Ob  SWHD
BP 第 5d  1.01g
12 層  18837

6354
AH  An  
BP 第 5d  1.28g
11 ～ 12 層  48141

6355
AH  SS  
BP 第 5d  1.05g
11 ～ 12 層  48142

6356
AH  An  
BP 第 5d  1.26g
12 層  18835

6357
AH  An  
BP 第 5d  1.99g
13 層  13237

6358
AH  Ob  SWHD
BP 第 5d  1.18g
5 ～ 7 層  48117
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 122 図　BP 第 5d 地点の石器（石鏃 2）

6359
AH  Ch  
BP 第 5d  2.39g
10 層  18896

6360
AH  SS  
BP 第 5d  2.16g
10 層  18896

6361
AH  An  
BP 第 5d  2.9g
4 層  48094

6362
AH  An  
BP 第 5d  0.81g
12 層  18675

6363
AH  An  
BP 第 5d  2.05g
11 層  18699

6364
AH  An  
BP 第 5d  0.77g
11 ～ 12 層  48136

6365
AH  An  
BP 第 5d  1.15g
12 層  18837

6366
AH  SS  
BP 第 5d  1.07g
10 層  18895

6367
AH  SS  
BP 第 5d  2.88g
11 ～ 12 層  48136

6368
AH  An  
BP 第 5d  1.23g
4 層  48094

6369
AH  An  
BP 第 5d  1.18g
12 層  18835

6370
AH  SS
BP 第 5d  1.02g
12 層  18678

6371
AH  An  
BP 第 5d  1.59g
12 層  18832

6372
AH  An  
BP 第 5d  0.98g
10 層  18656

6373
AH  Ch  
BP 第 5d  1.91g
12 層  18773

6374
AH  Ge  
BP 第 5d  0.75g
11 ～ 12 層  48141

6375
AH  Ch  
BP 第 5d  0.95g
11 ～ 12 層  48135

6376
AH  不明 
BP 第 5d  0.58g
3 層  18792

6377
AH  Ag  
BP 第 5d  0.65g
11 ～ 12 層  48135

6378
AH  Ag  
BP 第 5d  0.82g
11 ～ 12 層  48142

6379
AH  Ob  SWHD
BP 第 5d  1.01g
11 ～ 12 層  48140

6380
AH  Qu  
BP 第 5d  0.73g
5 ～ 7 層  48110

6381
AH  Ch  
BP 第 5d  0.93g
11 ～ 12 層  48136

6382
AH  Ob  SWHD
BP 第 5d  1.07g
12 層  18695

6383
AH  Ob  SWHD
BP 第 5d  0.93g
4 層  48094

6384
AH  An  
BP 第 5d  2.94g
11 ～ 12 層  48134

6385
AH  不明  
BP 第 5d  1.81g
遺構覆土  SD17

6386
AH  不明 
BP 第 5d  1.9g
遺構覆土  SD17

6387
AH  不明  
BP 第 5d  1.53g
11 ～ 12 層  48135

6388
AH  Ob  SWHD
BP 第 5d  0.8g
遺構覆土  SD17
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 123 図　BP 第 5d 地点の石器（石錐・石匙）

6389
石錐  SS  
BP 第 5d  1.29g
11 ～ 12 層  48140

6390
石錐  SS  
BP 第 5d  1.94g
10 層  18895

6391
石錐  An  
BP 第 5d  0.66g
5 ～ 7 層  48109

6392
石錐  不明  
BP 第 5d  0.87g
11 ～ 12 層  48138

6393
石錐  Ch  
BP 第 5d  1.14g
10 層  18820

6394
石錐  Ch  
BP 第 5d  2.18g
9・10 層  18900

6395
石錐  SS  
BP 第 5d  3.37g
11 ～ 12 層  48136

6396
石錐  Ch  
BP 第 5d  2.98g
8 ～ 10 層  48126 6397

石錐  不明  
BP 第 5d  2.58g
遺構覆土  SK1503

6398
石匙  Ag  
BP 第 5d  16.53g
5 ～ 7 層  48110

6399
石匙  An  
BP 第 5d  7.58g
遺構覆土  SD17

6400
石匙  SS  
BP 第 5d  10.39g
12 層  18832

6401
Sc  An  
BP 第 5d  9.57g
13 層  13258
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 124 図　BP 第 5d 地点の石器（削器）

6402
Sc  SS  
BP 第 5d  34.5g
遺構覆土  SD17

6403
Sc  An  
BP 第 5d  11.15g
13 層  13305

6404
Sc  不明  
BP 第 5d  24.09g
5 ～ 7 層  48123

6405
Sc  An  
BP 第 5d  16.43g
12 層  18832

6406
Sc  An  
BP 第 5d  27.65g
11 ～ 12 層  48144

6407
Sc  Ch  
BP 第 5d  16.81g
4 層  48101
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 125 図　BP 第 5d 地点の石器（掻器）

6408
ES  SS  
BP 第 5d  45.46g
11 ～ 12 層  48144

6409
ES  Sh  
BP 第 5d  43.99g
遺構覆土  SD17

6410
ES  An  
BP 第 5d  28.25g
11 ～ 12 層  48142

6411
ES  SS  
BP 第 5d  20.21g
11 ～ 12 層  48145

6412
ES  不明  
BP 第 5d  5.8g
5 ～ 7 層  48117

6413
ES  An  
BP 第 5d  23.94g
12 層  18685

6414
ES  SS  
BP 第 5d  9.65g
13 層  13233
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 126 図　BP 第 5d 地点の石器（局部磨製石斧）

6415
打製石斧  不明  
BP 第 5d  124.35g
9 層  18648

6416
局部磨製石斧  An  
BP 第 5d  44.75g
遺構覆土  SK496

6417
局部磨製石斧  不明  
BP 第 5d  330.61g
11 ～ 12 層  48147
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第３章　ＢＰ地点・ＢＰ第 4・第 5地点の調査

第 127 図　BP 第 5d 地点の石器（磨製石斧）

6418
磨製石斧  Se  
BP 第 5d  36.14g
4 層  48094

6419
磨製石斧  不明  
BP 第 5d  34.98g
12 層  18677

6420
磨製石斧  不明  
BP 第 5d  20.5g
11 ～ 12 層  48135

6421
磨製石斧  不明  
BP 第 5d  29.6g
遺構覆土  SK765

6422
磨製石斧  不明  
BP 第 5d  187.18g
5 ～ 7 層  48108

6423
磨製石斧  不明  
BP 第 5d  179.48g
11 ～ 12 層  48136

6424
磨製石斧  不明  
BP 第 5d  193.53g
4 層  48094

6425
磨製石斧  Se  
BP 第 5d  74.25g
11 ～ 12 層  48144

6426
磨製石斧  不明  
BP 第 5d  316.36g
11 層  18701

6427
磨製石斧  不明  
BP 第 5d  254.3g
遺構覆土  SD16
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第４節　縄文時代の遺構と遺物

第 128 図　BP 第 5d 地点の石器（石錘・打製石斧）

6428
石錘  Sh  
BP 第 5d  17.81g
12 層  18834

6429
石錘  Sh  
BP 第 5d  26.11g
10 層  18897

6430
石錘  Sa  
BP 第 5d  33.99g
11 ～ 12 層  48145

6431
石錘  Sa  
BP 第 5d  32.37g
5 ～ 7 層  48110

6432
石錘  Sh  
BP 第 5d  42.04g
11 ～ 12 層  48146 6433

石錘  Sa  
BP 第 5d  54.81g
11 ～ 12 層  48145

6434
石錘  Sa  
BP 第 5d  127.02g
11 ～ 12 層  48143

6435
石錘  ﾋﾝ岩  
BP 第 5d  169.36g
11 ～ 12 層  48136

6436
Ha  不明  
BP 第 5d  99.95g
5 ～ 7 層  48112

6437
打製石斧  An  
BP 第 5d  60.75g
11 ～ 12 層  48145

6438
打製石斧    
BP 第 5d  202.98g
11 ～ 12 層  48142
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第 129 図　BP 第 5d 地点の石器（三角錐形石器・スタンプ形石器）

6439
ｽﾀﾝﾌﾟ形石器  不明  
BP 第 5d  839.63g
遺構覆土  SK1527

6440
三角錐形石器  An  
BP 第 5d  285.95g
12 層  18836

6441
三角錐形石器  An  
BP 第 5d  235.8g
11 ～ 12 層  48135

6442
三角錐形石器  An  
BP 第 5d  242.65g
11 ～ 12 層  48146

6443
ｽﾀﾝﾌﾟ形石器  Sa  
BP 第 5d  337.7g
3 層  18869

6444
GS  輝石安山岩  
BP 第 5d  829.99g
11 ～ 12 層  48144

6445
特殊磨石  Sa  
BP 第 5d  640.36g
11 ～ 12 層  48144
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第 130 図　BP 第 5d 地点の石器（特殊磨石 1）

6446
特殊磨石  Sa  
BP 第 5d  592.96g
遺構覆土  SD16.17

6447
Ha  Sa  
BP 第 5d  424.11g
4 層  48805

6448
特殊磨石  輝石安山岩  
BP 第 5d  767.14g
遺構覆土  SD09

6449
特殊磨石  Sa  
BP 第 5d  871.38g
13 層  18738

6450
特殊摩石  Sa  
BP 第 5d  854.17g
遺構覆土  SD17 6451

特殊磨石  輝石安山岩  
BP 第 5d  856.85g
5 ～ 7 層  48117

6452
特殊磨石  不明  
BP 第 5d  599.59g
11 ～ 12 層  48145

6453
特殊磨石  輝石安山岩  
BP 第 5d  888.48g
11 ～ 12 層  48146

6454
特殊磨石  石英斑岩  
BP 第 5d  436.86g
11 ～ 12 層  48145
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第 131 図　BP 第 5d 地点の石器（特殊磨石 2）

6455
特殊磨石  輝石安山岩  
BP 第 5d  1437.34g
11 ～ 12 層  48145

6456
PS  輝石安山岩  
BP 第 5d  888.76g
11 ～ 12 層  48142

6457
特殊磨石  輝石安山岩  
BP 第 5d  492.09g
11 ～ 12 層  48145

6458
GS  輝石安山岩  
BP 第 5d  614.63g
遺構覆土  SK1538

6459
GS  輝石安山岩  
BP 第 5d  540.8g
4 層  48103

6460
GS  輝石安山岩  
BP 第 5d  372.9g
遺構覆土  SK690
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第 132 図　BP 第 5d 地点の石器（凹石・磨石）

6461
石冠    
BP 第 5d  406.9g
9 層  18870

6462
PS  輝石安山岩  
BP 第 5d  338.1g
遺構覆土  SX107

6463
PS  輝石安山岩  
BP 第 5d  292.43g
遺構覆土  SD17

6464
PS  輝石安山岩  
BP 第 5d  340.09g
11 ～ 12 層  48145

6465
PS  不明  
BP 第 5d  423.02g
11 ～ 12 層  48142

6466
PS  輝石安山岩  
BP 第 5d  235.29g
11 ～ 12 層  48145

6467
GS  輝石安山岩  
BP 第 5d  1356.52g
11 ～ 12 層  48144

6468
GS  輝石安山岩  
BP 第 5d  547.14g
11 ～ 12 層  48144
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第 133 図　BP 第 5d 地点の石器（敲石・石皿他）

6469
Ha  Sa  
BP 第 5d  266.86g
遺構覆土  SD16

6470
Ha  不明  
BP 第 5d  52.71g
9 層  18871

6471
Ha  Sa  
BP 第 5d  223.24g
4 層  48085

6473
PS  輝石安山岩  
BP 第 5d  1164.8g
4 層  48101

6476
石皿    安山岩
BP 第 5d  107.93g
5 層  18750

6472
Ha  不明  
BP 第 5d  1567.41g
11 ～ 12 層  48145

6474
Wh  Sa  
BP 第 5d  86.4g
12 層  18824

6475
Wh  Sa  
BP 第 5d  354.88g
11 層  18702
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第 5節　弥生時代～平安時代の遺構と遺物

1　調査成果の概要 

BP第５ｄ地点を中心に、弥生時代から平安時代の遺物が出土した。遺構は BP第５c地点で溝（SD401）

が検出された他は、自然流路と窪地が確認されたのみである。窪地には弥生時代と古墳時代前期の土器が

まとまって出土し、鉄剣、鉄斧などの金属器が出土した（SQ101）。また、SX107 とした窪地では、古墳

時代から平安時代のものと思われる木製品が出土した。

BP第 5d 地点では、縄文時代後・晩期から近世までの遺物の包含層が厚いところで約 1.7m堆積してお

り、6枚の調査面がある。調査区内は河川堆積物と整地層が複雑に堆積しており、統一した層名で調査す

ることができなかった。調査終了後、断面図を検討し、第 134 図に示した基本土層を設定した。添付 CD

に収録した遺物台帳には、基本土層を記載した。本文中で用いる層名は、特に断りがない限り基本土層名

である。調査壁面の土層断面図の土層名は、基本土層とは異なっており、その対応関係を土層注記中に示す。

2　遺構

(1) 溝　

　SD401( 第 134 図左上と写真）

BP 第 5c 地点Ⅲ層上面で、東西に走る幅 3.5m～ 4m、深さ約 40cmの溝を検出した。底面はほぼ平坦で、

水の流れた形跡や硬化面は認められなかった。覆土はⅡ層黒色土の単層である。覆土中及び底面付近より、

土師器破片 10点ほどが出土した（第 144 図 18・19）。野尻湖発掘調査団の J-12、K-12、I-23 ｸﾞﾘｯﾄﾞで

も存在が確認されており、BB第 5b 地点へ伸びる。出土遺物から、平安時代の遺構と判断した。

　SD15( 第 134 図）

調査区の中央やや東寄りを北東方向から入り、南西方向に向かって SD16 と重なるところで収束してい

る。検出段階では、SD16 の砂礫層を削り込んで SD15 の砂礫層が堆積し、それらの上に黒褐色粘質土が

堆積しているのが観察できた。したがって、SD16 の堆積埋没後に SD15 は流れたものである。

検出できた長さは 12mであるが、状況から推して北東方向に調査区外へ延びていることは確実である。

上端幅約 2～ 3m、深さ約 15cmを測る。溝底は平坦ではなく、ところどころに凹凸がある。

縄文土器や耳飾りが混在しているものの、主体は古墳時代の土師器(第142 ･ 143図39・55・99)である。

SD16 との切り合い関係から、古墳時代終末期以降、古代以前の自然流路であると考えられる。

　SD16( 第 134 図）

調査区の中央やや東寄りを南北に横断している。中央東側で SD15 と重なっており、本址が SD15 に削

られているのは先述の通りである。検出できた長さは 18.5m であるが、調査区外へ南北に延びている。

上端幅約 6～ 7m、下端は 4～ 6.5 ｍ、深さは 30cm前後である。溝底には凹凸がなく、全体に平坦である。

出土遺物は縄文晩期土器片、弥生土器片に混じって、多量の土師器 ( 第 140 ～ 143 図 1・4・22・

29・35・42・46・56・65・80) や須恵器 ( 第 143 図 107、第 144 図 3)、土錘 ( 第 148 図 16 ) などで

ある。須恵器は 6C後半 (TK208 期 ) の杯蓋 ( 第 143 図 107) と 7C 後半の蓋の口縁部片、杯底部 ( 第 144

図 3) であり、7C後半の資料は本址の埋没時期を示すものと考えられる。

SD17（第 135 図）

調査区の中央やや東寄りを南北に横断している。平面的な位置は SD16 と重なる。SD16 の覆土が粗砂
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を母材として 5cm大から時には 20cm大の礫を含むのに対して、SD17 は細砂～粗砂を主体に細かな礫

が混じるという違いがみられる。SD17 の緩やかな流れが終息したのち、その凹地に再びやや流速の早い

流れが訪れたと考えたい。SD15 ～ 17 は一連の溝内の堆積層である可能性がある。

検出できた長さは 18.5mであるが、調査区外へ南北に延びている。上端の最大幅は 8.7m、下端は 7.55

ｍ、深さ約 30～ 60cmである。溝底の凹凸は激しく、東側の底面が西側より一段低いため、当初２本の

流れであったものが合流したとも考えられる。流路のほぼ中央部に不定形の窪みがあった。中央部の窪み

には大形の材が横たわっており、その周辺から先端部に加工痕がある棒状木製品、板状木製品、ヘラ状木

製品（第 146 図 18）など 21点の木製品が出土した。

流路内には古墳時代の土師器（第 140 図～ 143 図 11・30・59・73・83・96・98・103・105）を

中心として、縄文時代早・前・晩期土器片や弥生土器片も散在していた。出土遺物から判断して、SD16

とほぼ同時期かそれ以前と思慮される。

（２）その他

　SQ101（第 136 図）

微高地に挟まれた窪地に、弥生時代と古墳時代前期の土器と鉄製品がまとまるため、有意な単位の遺構

と認識し SQ101 の遺構記号を付した。調査区は南北に半分に分割して、2年次に分けて調査した。土層

名の統一ができず、分層発掘も十分にできなかったため、出土層位が不明確な資料が多数ある。特に、調

査区南半分では出土層位が明確にできない土器があり、出土状況の写真などから層位を判断した。なお、

出土層位は、前述した基本土層により記載する（第 134 図）。

弥生時代の土器 ( 第 138 図１・２・５・7 ･ 8、139 図 20) は 9 層～ 11 層にかけて出土した。特に、

弥生時代前期から中期初頭の土器は相対的に下層から出土している。第138図1は基本土層10～12層で、

同図 5は 11層より出土した。古墳時代前期を主体とする土師器（第 140 図～ 143 図 6・12・13・20・

23・25・27・28・31・36・40・53・57・58・60・68・101）は 9層及び 10層で出土している。また、

鉄製品 ( 第 148 図 12・13）は 8層で出土しており、SQ101 の土器群より新しいものであると考えられる。

第 148 図 11 の鉄斧は 10層と記録されているが、出土位置が SD15 に重なっており、SD15 の調査以前

に出土していることから、SD15 の覆土上面のものと考えられる。以上の検討から、SQ101 の土器群には

弥生時代前期から中期初頭、中期後半、古墳時代前期の土器群が層位差をもって出土しており、さらにそ

の上層に鉄製品が出土している状況が伺われる。特に、古墳時代前期の土器が多数出土しており、何らか

の有意なまとまりと考えられる。

古墳時代前期の土器群は、SD15 ～ 17 の東側に位置しており、微高地との境界部に土器が多く出土し

ている。小破片に割れた状態で出土しており、出土場所を違えた個体が接合する例が複数あることから、

窪地に廃棄されたような状況が想定される。調査時には、上記の遺物の包含層と SD15 ～ 17 との前後

関係は認識できなかったが、SQ101 には SD15 ～ SD17 の遺物より新しいものが確認できないことから、

古墳時代前期の土器集中が形成された後に、SD15 ～ SD17 が形成されたと考えられる。鉄製品が出土し

た 8層と SD15 ～ SD17 との前後関係は明確にはできないが、これらの自然流路が形成される前後の時期

に堆積したものであり、第 148 図の鉄製品は古墳時代中期から奈良時代初頭の遺物であると考えられる。

　SM01（第 136 図）

東西 3m、南北最大幅 1.2mと、東西に長い楕円形のマウンド状を呈し、中央部は周囲に比べて約 5～

15cm 前後高い。マウンド状の最高地点から掘り下げてみたところ、底面から厚さ 1cm、幅 20 ないし

30cmの炭化板材が長短４枚ほど出土した。板材は、長いもので 1m短いのは 30cmほどである。また、

板材の南横から栗林式の甕形土器 ( 第 138 図 8) が潰れた状況で 1個体分見つかった。マウンドが人為的
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なものであるのか不明であり、土器と板材との関連も明らかではない。

　SX107（137 図）

調査区の最東端の不定形な窪に多数の木製遺物が出土した。湿地に植物遺体が集中したためにできたい

わゆる泥炭質の窪みである。窪み部には部分的に深いところがあり、特に木№ 2 ･ 3 などが出土する土坑

状の落ち込み部分を SX107 とした。SX107 上部の黄褐色砂礫層内に特に大形の材が入っている。位置や

傾きなどに規則性は認められないため、人為的に配置したものではないと判断した。

SX107 覆土内には多数の土器（第 142 図 51、第 143 図 70）と加工痕がある木製遺物 96点（第 145

～ 147 図 1～ 8・10 ～ 14・19 ～ 21）などが出土した。木製品では、漆を塗った刀子の柄（１）・櫂形

木製品（15) ･手斧の削り片（11～ 14）などがみられた（第 16表）。その他、ガラス小玉（第 148 図 2）・

種子・貝などが出土した。

　土器の主体は古墳時代の土師器であるが、中に中世以降の陶磁器小破片が認められる。調査状況から判

断して、陶磁器片は調査時の混入の可能性があり、SX107 の埋没時期は、土器の年代から６世紀前半か

ら中頃（須恵器ＭＴ 15からＴＫ 10頃）以降と判断した。また、櫂形木製品の炭素 14年代測定の結果、

歴年代較正値でcal AD685年の年代値を得た。SX107の埋没時期は7世紀代まで下る可能性がある。なお、

年代測定の詳細は、添付 CDに収録した。

3　出土遺物

(1) 土器（第 138 図～ 144 図）

弥生時代から平安時代の遺物が出土したが、主体は古墳時代の土師器である。

弥生時代の土器はテン箱に 1箱程度出土したが、栗林式・箱清水式は少量で、その前後の時期のもの

が目立つ。古墳時代の土師器は、北陸系（第 140 図１～ 7）、東海系（第 140 図 8 ･ 9）が見られるなど、

隣接する川久保遺跡と類似した様相を示す。土器分類は川久保遺跡（長野県埋蔵文化財センター 2003）

に準じた。古代では、出土量は少ないが、奈良時代から平安時代前半期のものが主体となる。BP第 2地

点で同時期の竪穴住居跡が確認されており、関連が注意される。

個々の遺物の十分な観察ができなかったが、詳細は添付 CDの遺物台帳を参照していただきたい。また、

遺物写真は添付 CD所収の PDF 版報告書の PL47 ～ PL51 に掲載した。

(2) 金属器・石製品・土製品（第 148 図）

石製品（1～ 10）は縄文時代から中近世のものをまとめて提示した。鉄製品（11～ 13）と土製品（14

～ 27）は弥生時代～平安時代の包含層より出土したものを提示した。5はヒスイの玉、9は岩版の破片、

10は石棒の破片であり、縄文時代の石製品である。11～ 13の鉄斧、小刀は SQ101 の古墳時代中期～古

代の包含層より出土した。詳細は、添付 CDの遺物台帳を参照いただきたい。

(3) 木製品・骨製品（第 145 ～ 147 図、第 16 表）

BP 第 5d 地点で、古墳時代から近世の木製遺物が 227 点出土した。加工痕や炭化部分があるものは

166 点である。代表的なものを第 145 ～ 147 図に示した。16・17 の柱は中世以降のものであり、他は

古墳時代から古代の包含層から出土したものである。骨製品は 2点出土し、いずれも小片で詳細は不明

であるが、古墳時代から古代の包含層から出土した（第 147 図 22・23）。詳細は添付 CDの木製品骨角

製観察表を参照いただきたい。

参考文献

長野県埋蔵文化財センター　2003　『川久保遺跡』長野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書　64
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SD15
SQ101

撹乱

第 134 図　BP 第５地点の土層と弥生時代～平安時代の遺構配置図

１層：黒褐色土層。表土。

２層：にぶい黄橙色土層。ロームブロック（黄褐色）

を多く含む整地土。

３層：黒褐色土層。1cm 大の礫を含む整地土。

４層：黒褐色土層。軟らかく、３層よりも黒い。

1cm 大の礫を多く含む整地土。

５層：黒色土層。軟らかく、粘性ある。ロームブ

ロックと炭化物粒をわずかに含む、整地土。

６層：黒色土層。軟らかく、粘性ある。ロームを

多く含む。炭化物粒を含む。整地土。

７層：黒色土層。軟らかく、粘性ある。非常に多

量のロームブロックと小礫を含む。炭化物粒

を含む。整地土。

８層：黒色土層。軟らかく、粘性がある。炭化物

を多量に含む。

９層：黒褐色～暗褐色土層。軟らかく、粘性がある。

炭化物を含む。

10 層：褐色砂層。

11 層：灰黄褐色砂礫層。

12 層：砂礫層。11 層に類似。

13 層：灰オリーブ色砂礫層。１～ 10cm 大の礫が多

量に含まれる。

BP第5a地点

 BP第5b地点
（信濃町教育委員会調査区）

BP第5c地点

BP第5d地点

野尻湖発掘調査団などの既調査区

SD401

Ａ

BP第 5c 地点 SD401 西より
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 1  黒褐色土 (10YR3/1) 砂礫多量に混入

 2　黒色土 (10YR2/1)　粘性わずか　ローム粒や基盤層ブロックが混在　炭化粒含有 (SD12 上層 )

 3　黒色 (10YR2/1) ～暗褐色 (10YR2/3) 砂礫層　１～ 20cm 大の礫多量に混入 (SD12 下層 )

 4　黒色土 (10YR2/1)　ローム粒・砂礫多量に混入　粘性強く締りよい

 5　黒色粘性土 (10YR2/1)　拳大のロームブロック多量に混入（基本土層 5層に対応）

 6　黒色粘性土 (10YR2/1)　ローム粒少量混入

 7　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒・砂・礫を多量に混入　所々泥炭を含む　締り悪い

 8　黒色土 (10YR2/1)　ローム粒・砂礫少量混入　粘性強く締りよい

 9　黒色土 (10YR2/1)　2 ～ 5 ㎝大のローム粒多量に混入

10  黒色粘性土 (10YR2/1)　ローム粒多量に混入

11　黒色粘性土 (10YR2/1) ローム粒・砂礫少量混入

12　細かなロームブロック主体層

13　黒色土 (10YR2/1)　2 ～ 5 ㎝大のロームブロック多量に混入　所々拳大のロームブロックあり

14　黒色粘性土 (10YR2/1)　1 ㎝以下のローム粒多量に混入

15　黒褐色砂質土 (10YR3/1)　1 ～ 3 ㎝前後のローム粒や拳大のロームブロック多量に混入

16　黒褐色砂質土 (10YR3/1)　1cm 以下のローム粒多量に混入

17　黒褐色粗砂層 (10YR3/1)　人頭大の礫少量混入 (SD16 覆土 )

18　黒褐色粗砂層 (10YR3/1）　5㎝以下の礫多量に混入 (SD16 覆土 )

19　黒色粘性土（10YR2/1）　1～ 5㎝の礫を多量に混入　20cm 大の礫・泥炭を含む (SD16 覆土 )

20　黒褐色粗砂層（10YR3/1）　1～ 3㎝の小礫を少量混入 (SD16 覆土 )

21　黒褐色粗砂層 (10YR3/1)　2 ～ 5 ㎝大の礫をやや多く混入 (SD16 覆土 )

22　黒褐色砂質粘土層 (10YR3/1) 多量の粗砂と 1～ 5㎝大の礫を少量混入 (SD16 覆土 )

23　黒褐色砂質粘土層 (10YR3/1) 多量の粗砂と１～ 5㎝大の礫を多量に混入 (SD16 覆土 )

24　黒褐色砂質粘土層 (10YR3/1) 多量の粗砂と 1～ 5㎝大の礫を少量混入 (SD16 覆土 )

25　灰黄褐色粗砂層 (10YR4/2) 1 ～ 5 ㎝大の礫少量含む (SD16 覆土 )

26　灰黄褐色粗砂層 (10YR5/2) 5 ㎝以下礫を少量含む (SD16 覆土 )

27　にぶい黄褐色粗砂層 (10YR5/3) 礫少量混入し鉄分が沈着している (SD16 覆土 )

28　褐灰色砂礫層 (10YR3/4) 鉄分沈着 (SD16 覆土 )

29　褐灰色粗砂層 (10YR6/1) 砂礫少量混入 (SD17 覆土 )

30　褐色砂礫層 (7.5YR3/4) 3cm 以下の礫主体 (SD17 覆土 )

31　灰黄褐色粗砂層 (10YR4/2) 砂礫多量に混入 (SD17 覆土 )

32　黒褐色細砂 (10YR3/1) やや泥炭質

33　褐色砂層 (10YR4/4)　粘性なく 1cm 大の礫多く混入 (SD15 覆土 )

34　明赤褐色粗砂層 (2.5YR5/6)　(SD17 覆土 )

35　褐灰色粗砂～細砂層 (10YR4/1)　1cm 以下の礫少量混入 (SD17 覆土 )

36　黄褐色粗砂層 (2.5Y5/3)　5 ㎝以下の砂礫多量に混入 (SD17 覆土 )

37　黄褐色粗砂層 (2.5Y5/3)　3 ㎝以下の礫少量混入 (SD17 覆土 )

38　黄灰色粗砂～細砂層 (10YR4/1)　1cm 以下の礫多く混入 (SD17 覆土 )

39　黒褐色粗砂層 (10YR3/2)　1cm 以下の礫多量に混入

40　黒褐色粗砂層 (10YR3/1)　泥炭質

41　にぶい黄褐色粗砂層 (10YR5/3)　１～ 10cm 大の礫多く混入し 20cm 以上の礫も混入

42　にぶい黄褐色細砂層 (10YR5/3)

43　にぶい黄褐色粗砂層 (10YR5/3)　1 ～ 10cm 大の礫多量に混入

44　褐灰色細砂層 (10YR6/1)　礫を混入しない

45　黄褐色粗砂層 (2.5Y5/3)

46　黒褐色泥炭層 (10YR3/1)　上部からヒスイ玉出土

47　にぶい黄褐色粗砂層 (10YR5/3)　1 ～ 5cm 大の礫多量に混入　1cm 大の礫主体　

木材

●

近世整地面

中世整地面

SD25(SD12) 覆土

黒色粘土（基本土層 8層）

SD15 覆土

SD16 覆土

SD17 覆土

ヒスイ玉 

ＢＡ
656.20m

21

22
23

24 25

26

27 28
29 30

31

33

34

353637 38
39 40

11
12131415

16

1718
19

20

1

2
34

5 6 7
89 10

41
42

43

44
4546
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30

第 135 図　SD17

（SD17木集中状況）

SD17

32
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鉄器13

鉄器12

鉄器11

鉄器(棒状鉄製品)

古墳18

古墳40・68

古墳36

第 136 図　SQ101

古墳 23 ･ 60 出土状況調査区北半部 SQ101・SD16 完掘状況 南西より

鉄器 12 出土状況古墳 40 ･ 68 出土状況

SM01
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656.60m
Ｂ Ａ

5 34
3536 37

39

32

38

40

41

整地面

黒色粘土

木製遺物を包含する層

 5　黒色土 (10YR2/1)　粘性あり　締り緩い　ローム粒・ロームブロッ

ク・炭化物ブロック多量に混入

34　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性少なく締りあり　基盤層風化土がブロ

ック状に入る

32　にぶい黄褐色砂礫層 (10YR4/3)　粘性なく締りあり

35　黒褐色土 (10YR3/1)　粘性少なく締りあり　基盤層風化土がブロッ

ク状に入る

36　黒色土 (10YR1.7/1) 粘性あり　締り緩い (基本土層 8 ･ 9 層に対

応？）

37  黒色土 (10YR1.7/1)　粘性あり　締り緩い　木材・木片・ピートを

混入 (SX107 覆土 )

38　黄灰色砂礫層 (2.5Y4/1)　1 ～ 5cm 大の礫混入　多量の木材を混入

(SX107 覆土 )

39　黄灰色砂礫層 (2.5Y4/1) 5 ～ 10cm 大の礫多く混入　炭化材・木片

混入　赤褐色（5YR4/6) に変色する部分あり（SX107 覆土）

40　黒色土 (10YR1.7/1)　ピート集中 (SX107 覆土）

41　黄褐色砂礫層 (10YR4/2) 5cm 前後の礫多く混入　粘性なく締りあり

　　　　　　（5～ 41 層は第 150 図の土層番号を用いている）

[SD24 覆土 ]

　a 褐灰色砂 (10YR4/1)　シルトをブロック状にわずかに混入　粘性      

なく締りあり

  b 灰黄褐色砂質シルト (10YR4/2)　粘性なく締りあり

　c 黒色砂質シルト (10YR1.7/1)　粘性少なく締りあり

　d 黒褐色砂礫層 (10YR3/1)　黒色シルト (10YR1.7/1) を混在

　e 黒色土 (10YR2/1)　1 ～ 10cm 大の礫を混入　粘性少なく締りあり　

鉄分多量に混入

　f 黒褐色シルト (10YR3/1)　粘性あり締り緩い　鉄分・木片を混入

　g 灰黄褐色砂礫層 (10YR4/2)　粘性・締りなし　5～ 20cm 大の礫混入

第 137 図　SX107

Ｅ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ’

Ｃ’

木No3
木No2

木No9

木No32

木No35

木N040

木No36

木No33

木No34

木No26

木No37

木No14

木No13
木No12

木No11
木No15

木No42

SX107

Ｅ Ｄ
656.60m

41

38
36

656.60m
Ｃ’Ｄ

a

d

eb c

38

41
SD24

SD24

656.60m
Ｃ Ｂ’

f

g

38

36

SD24

※ 5～ 41は第 150 図の断面図の層名と同じ
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1

2

3 4

5

6

7 8

第 138 図　第 5d 地点弥生土器 1
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第 139 図　第 5d 地点弥生土器 2
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1 2 3

4 5 6

7 8
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11
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13
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20
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22

第 140 図　第 5d 地点古墳時代土器 1
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23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

第 141 図　第 5d 地点古墳時代土器 2
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第 142 図　第 5d 地点古墳時代土器 3
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第 143 図　第 5d 地点古墳時代土器 4
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18 19

第 144 図　第 5d 地点古代の土器

1 2 3 4

5
6

7
8

9

10
11

12
13

14

15

16

17

報告
番号

整理
番号 遺構名 出土層位 遺物

番号 器種 材形状 長さ
（㎝）

幅･直径
（㎝）

厚
（㎝） 欠損 備考

1 C1 SX107 刃子柄 13.7 1.3 1.5 先端部欠損 黒漆塗り。長さ 5.3 ㎝幅 0.3 ㎝深さ 0.3 ㎝の溝あり

2 C2 SX107 箆状木製品 板材 ( 柾目 ) 16.4 2 0.6 柄の部分 6 × 1.6 × 0.4 ㎝

3 C5 SX107 内 39 層 棒状木製品 丸太材 26 5 3.5

4 C11 SX107 覆土一括 板状木製品 板材（輪切り ) 23.2 10.5 3.5 輪切りにした材を用いて厚手の板材を拵えている。

5 C10 SX107 覆土一括 板状木製品 板材 7.1 1.5 0.4 先端部欠損

6 C9 SX107 覆土一括 板状木製品 板材 8.7 1.5 0.3 両端欠損

7 C3 SX107 39 層 棒状木製品 丸太材 13.7 2.4 2.7 端部面取り加工、胴部も縦方向の削り痕

8 C13 SX107 覆土一括 棒状木製品 丸太材 7.9 4 3.1 両端加工側面に括れ加工あり

9 C14 SX107 周辺 第 5 検出面 木№ 5 棒状木製品 丸太材 10.3 5.6 5 両端加工

10 C12 SX107 覆土一括 棒状木製品 丸太材 12.9 6.5 6 端部一方面取り、もう一方鑿痕有側面縦方向の削り痕

11 C4 SX107 内 37 層 削り痕のある木片 板材（柾目 ) 18.3 10 2.4 端部ナナメ　基部断面多角形

12 C6 SX107 覆土一括 削り痕のある木片 板材 8.3 5.7 0.6

13 C8 SX107 覆土一括 削り痕のある木片 板材 5.8 4.2 0.4 円形の穿孔あり

14 C7 SX107 覆土一括 削り痕のある木片 板材 10.3 5.3 2

15 C15 SX107 周辺 第 5 検出面 木№ 4 櫂状木製品 板材 85.2 9.1 2.4 欠損 （柄部の法量 62.2 × 3.3 × 3.8 ㎝）

16 C082 SK1157 柱 丸太材 22 31 27 底面平ら加工痕あり

17 C062 SK985 柱 丸太材 17 33.5 25.5 底面平らで加工痕（鑿痕）あり

18 C140 SD17 木№ 10 ヘラ状木製品 竹材 34.8 1.8 0.5 端部平らと丸み加工

19 C164 SX107 弓状木製品 丸太材 77 1.5 1.5 一方端部先細り

20 C092 SX107 39 層 弓状木製品 丸太材 65.5 2.3 2.2 C112 と接合

21 C094 SX107 39 層 弓状木製品 丸太材 31 2.3 1.5 端部加工

22 C202 第 4 検出面 48039 骨製品 2.1 1.2 0.25 欠 骨製品（鹿中肢骨または中足骨）

23 C201 SQ101 第 4 検出面 骨製品 1.4 0.7 0.25 欠 骨製品（鹿）

第 16 表　第 5d 地点木製品観察表
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第 145 図　BP 第 5d 地点木製品 1

1
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5 6

7 8
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13

※黒塗り部は黒漆
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第 146 図　BP 第 5d 地点木製品 2
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第 147 図　BP 第 5d 地点木製品 3・骨角器

19

20

21

22

23
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14
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17 18 19

20 21 22 23 24 25 26 27

第 148 図　第 5d 地点金属器・土製品・石製品
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（11 ～ 13）

（14 ～ 27）
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第 6節　中世・近世の遺構と遺物

1　調査成果の概要と BP第 5d 地点の土層 

中世から近世の遺構と遺物は、BP 第 5c 地点北半部と BP 第 5d 地点（調査時点では県道地点と呼称。

第1節第2図参照）にまとまって検出された。工事工程との関係で、5地区に分けた分割調査をおこなった。

BP 第 5d 地点では、中世以降の 4枚の遺構検出面が確認された。調査区内には河川堆積物と整地層が

複雑に堆積しており、統一した層名で調査することができなかった為、調査終了後、断面図を検討し、第

149 図に示した基本土層を設定した註1。本報告書では、基本層序 1層～ 3層上面を第 1面、基本層序 3

層～ 4層上面を第 2面、基本層序 4層～ 5層上面を第 3面、基本層序 5層～ 8層上面を第 4面とした。

第 1面の包含層は近世末期～近代の遺物が多く、第 2面では近世、第 3面では中世、第 4面は古墳時代

～中世の遺物が包含されていた。

BP 第 5c 地点では地山が微高地状に高くなるため、調査面は 1面であり、BP 第 5d 地点の調査面に直

接対比はできない。遺構配置図では、遺構の時期を鑑みて、BP第 5c 地点の遺構を提示した。したがって、

BP第5a地点

 BP第5b地点

BP第5c地点

BP第5d地点

SD01

Ａ

SD01

第 149 図　中近世の遺構・遺物集中地区の調査と基本土層と SD01

註１ 添付 CDに収録した遺物台帳には、基本土層を記載した。調査壁面の土層断面図の土層名は調査時に付したものをそのまま提示
するなど、変則的な土層番号となっている。基本土層との対応関係を土層断面図の土層注記に示した。

SD01断面

SD01（BP 第 5c 地点）

調査面 層位 主な出土遺物の時代

第 1 面 1 ～ 3 層上面 19 世紀後半以降

第 2 面 3 ～４層上面 近世（18 世紀～ 19 世紀前半）

第 3 面 4 ～ 5 層上面 中世～近世（13 世紀～ 18 世紀）

第 4 面 5 ～ 8 層上面 古代～中世 (8 世紀～ 13 世紀）

第 5 面 8 ～ 11 層上面 弥生・古墳時代

第 6 面 11 ～ 12 層 縄文時代後晩期以前

第 7 面 13 層 縄文時代草創期～縄文時代中期

１層：黒褐色土層。表土。
２層：にぶい黄橙色土層。ロー

ムブロック（黄褐色）を多
く含む整地土。

３層：黒褐色土層。1cm 大の礫
を含む整地土。

４層：黒褐色土層。軟らかく、
３層よりも黒い。1cm 大の
礫を多く含む整地土。

５層：黒色土層。軟らかく、粘性ある。ロームブロックと炭化物粒
をわずかに含む、整地土。

６層：黒色土層。軟らかく、粘性ある。ロームを多く含む。炭化物
粒を含む。整地土。

７層：黒色土層。軟らかく、粘性ある。非常に多量のロームブロッ
クと小礫を含む。炭化物粒を含む。整地土。

８層：黒色土層。軟らかく、粘性がある。炭化物を多量に含む。
９層：黒褐色～暗褐色土層。軟らかく、粘性がある。炭化物を含む。
10 層：褐色砂層。
11 層：灰黄褐色砂礫層。
12 層：砂礫層。11 層に類似。
13 層：灰オリーブ色砂礫層。１～ 10cm 大の礫が多量に含まれる。
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調査面ごとの遺構配置は必ずしも同一時期でないものが含まれていることがある。

第１面からは、溝（SD)9 条、土坑（SK)43 基、建物跡（ST)10 箇所の他、銭貨が広く出土した。第２

面では、溝 10条、土坑 22基、集石などが検出された。第 3面では溝 3条、土坑 199 基、集石 1基などと、

古銭集中部が確認された。土坑の中には、掘立柱建物跡の柱穴と思われるものが多数検出されたが、密集

しすぎており、建物の形を想定することはできなかった。また、井戸の可能性がある深い土坑が 17基検

出された（第 153 図）。第 4面では、溝 3条、土坑 18基と古銭集中部が確認された。古銭集中部は、第

3面とほぼ同じ範囲であり、一連の遺物群であると考えたほうがよいのかもしれない。

なお、出土遺物の時期、産地の同定は市川隆之調査研究員の鑑定によった。

2　遺構と遺物

(1) 第１面の遺構

ST01・ST02・SD04・SD05（第 151 図）

遺構の構造： ST01 に関わる柱穴は SK44・SK45・SK47・SK49・SK27・SK24・SK25・SK13 の 8本で、

南北短軸は約 2.7m、東西長軸が約 5.4mの建物址が推定できる。これらと SD04 とは重複せず、しかも

SD04 が柱穴の外側を「Ｌ」字形に巡ることから、両者は同一の建物に関わる遺構と考えられる。SD04

は ST01 の西側と南側を画する溝であるが、南辺の中央から北へ ST01 の軸に平行して走る SD05 もこれ

らと密接な関連をもつと考えてよい。SD04 の外周を巡る８基の柱穴で構成される建物を ST01B とした。

東西の長軸が約 6.6m、南北短軸は調査範囲内で約 4.1mである。

ST01 の各柱穴は径 20cm ～ 80cm で、深さ 4～ 25cm である。この柱穴以外にも大小数個の穴を検

出したが、これらが柱の立て替えによるものか、別途の用をなすものなのか、判断材料に欠ける。また、

ST1B の柱穴は径 27～ 40cmで、深さ 10～ 15cmである。このうち SK34 が SD04 の一部を掘り込んで

いる。ST01B は SD04 と前後関係をもつことから、ST01 を増築したものであろうか。

SD04 は確認できただけで南北 6m、東西 7.7m、上端幅は 15cm前後、深さ約 50cmを測る。「Ｌ」字

形の西端は段切り状態で溝が途切れている。溝の位置および構造から判断して、地割りまたは区画割りの

溝であろう。SD05 は南北 2.5m 、上端幅 20cm前後、深さ約 5～ 10cmを測る。

遺構の時期：ST01、SD04、SD05 は同一の建物に関わる遺構とみたい。出土遺物がなく、SD04 が

ST02 を切っていることから、明治期以降のものと判断した。

ST02・SD03（第 151 図）

溝に区画された整地土である。SD03 は、上端の幅 40cm前後、深さ 10～ 15cmを測る。東西の長さ

は約 9.7mで、西側部分はＬ字状に屈曲し、北方向へ約 2.7m延びているが、撹乱のためその先は不明で

ある。底面は凹凸がはげしく、溝が途切れる部分もある。SD03に区画された内部の整地され土間状となっ

た範囲をST02とした。SD03覆土から19C後半以降の陶磁器片が出土しており、明治期の遺構と判断した。

ST03・ST04（第 151 図）

ST03 は東西長軸約 4m、南北短軸 2.4 ～ 2.6mを測る。4本の柱穴は掘り方が方形で、径 20～ 30cm、

深さは5～15cmである。ST04は確認できた柱穴が7基である。東西短軸は2.8～3.3m、南北長軸は約5.5m

を測る。各柱穴は径 10～ 20cmほどで、深さは 5～ 15cm、掘り方は楕円形あるいは方形をしている。

ST03 は ST04 の東側に並列しており、軸が並行しているため同一時期とみたい。ピット内の出土遺物

はないが、検出面および周辺遺構や周辺出土遺物から近世以降の建物に関わる柱穴であると考えられる。
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ST05 ～ ST09・SD19 ・SD20（第 151 図）

これらの遺構は調査区の東寄りにまとまる掘立柱建物跡群である。調査終了後に認識した掘立柱建物跡

については誤謬の可能性もあるが、仮説として提示しておきたい。切り合い関係も確認され、複数時期の

建物跡が混在しているが、明確に分離できないため、まとめて報告する。

遺構の構造 ：  ST05は柱穴12基（SK409･SK411・SK415･SK421･SK423･SK428･SK429･SK430･SK

452 ･ SK458 ･ SK459）で構成され、南西側隅の柱穴が不明である。東西の長軸は約 8.5m、南北短軸は約 6

～ 6.4m を測る。それぞれの柱間は 1.8 ～ 2mだが、東側は約 4.5m の間隔がある。各柱穴の径は 40 ～

100cm、深さは 10 ～ 20cmである。形状は円形や楕円形をしている。多くの柱穴に 3～ 20cmの礫を

敷いてあった。土台として用いていた可能性がある。

ST06 は ST05 の東側に接している。北東側が撹乱されていたため柱穴を検出できなかったが、8基の

穴（SK402 ･ SK403 ･ SK408 ･ SK410 ･ SK416 ･ SK554 ･ SK748 ･ SK755）を同一時期の柱穴と認識した。

柱穴の間隔は短いところで約 1mであるが、長いところでは約 3.5mである。全長は東西間が 4.9m、南

北間約 5.3m で、やや方形に近い建物址である。各柱穴の径は 10 ～ 15cm、深さは 10 ～ 40cm で、形

状は円形や隅丸方形をしている。多くの柱穴に、3～ 20cmほどの礫を集めてあった。土台として用いて

いた可能性がある。

ST07 は ST06 の東隣に位置する。P1～ P19 の 19 本の柱からなり、東側に庇をもつ総柱の建物が想定

される。北西隅の柱穴は撹乱によって確認できなかった。規模は東西約6.8m、南北約7.2mである。柱穴は、

平均的な径が約 60cm、深さは約 5～ 30cmで、南西隅の P19 には差し渡し約 30cm板石 3枚を敷き詰

めた礎石が残っていた。切り合い関係から、SD19 より新しいことが確認された。

ST08 は ST07 の南側にある。P1～ P9の 9本の柱からなるが、SK1113・SK1114・SK1106 も本址に

関連すると思われる。全体の規模は、南北約 4.5m、東西 9.5m前後である。

ST09 は ST08 にほぼ並行して配列する総延長 3.1mの礎石列である。P1から P6 すべてに拳大の礎石

が入る。掘り方はそれぞれ明確ではなかったが、礎石から判断して径約 50cm前後の柱穴があったと思わ

れる。ST08 のピットが ST09 の礎石を崩して掘削しており、ST08 より古いことが確認できる。

SD19・SD20 は、ST07 と ST08 にまたがる位置にあり、国道 18号に隣接する東側が開いた「コ」の

字形の溝である。SD19 は SD20 の北側にあたり、東西約 7.5m、西側先端が約 1m南へ直角に曲がる。幅

は約 50cm、深さは約 30cmである。一方の SD20 は、南北 8m、東西 7.5m、幅約 50cm、深さ 30cmの

「Ｌ」字形をした溝である。SD19の南側先端部とSD20の北側先端部の間には幅約1mほどの切れ目がある。

ここを方形区画の出入口と想定する。それぞれの溝の中には拳大から人頭大の礫が出土した。溝は建物の

布基礎跡であろう。

出土遺物：ST05・ST06 は出土遺物がない。ST07 では柱穴から陶磁器が出土している。いずれも 17C

末～ 19C のもので、明治以降のものも含む。ST08 では中世の珠洲焼や近世の唐津焼や伊万里焼の他、現

代のガラスを含む近代以降の陶磁器が出土している。

SD20 からは、伊万里焼の上絵付け鉢等、唐津焼輪ハゲ皿、16C 末～ 18C 前半の擂鉢、17C 前半の志

野焼丸皿、カワラケ等が出土している。また、金属製品としてキセルや指輪等が出土している。

遺構の時期：遺構の軸方向や切り合い関係から判断して、SD19、SD20 と ST09 はほぼ同時期と考えら

れ、SD20 から出土した遺物により 18C 前半以降幕末までの時期に比定される。一方、これより新しい

ST07、ST08 は、建物の軸方向や柱穴の構造からみて ST05 や ST11 と一緒で、ST06 はそれらより若干

新しいものの、ほぼ同時期に建っていたものと考えてよい。これらの遺構に伴う陶磁器の下限が 19C 後

半であることから、明治以降に建てられた建物である可能性が高い。
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ST11（SD06・SD21・SX101）（第 151 図）

ST11 は ST05 の西隣である。全長約 3.5mを測る東西溝 SD06 と、同じく約 5.2mを測る東西溝 SD21

に囲まれた範囲 (SX101) で、全体の規模は長軸約 8m、短軸約 4.5mである。SD06 は上端幅が約 40cm、

深さは 50cm前後、SD21 は上端幅が 25cm前後、深さは約 5～ 10cmである。また、溝に囲まれた部分

は 10～ 15cmの厚さに整地土で固めたような様子がみられる。おそらく建物の土間として利用されてい

たのであろう。

SD06 と SD21 には出土遺物がなく、 SX101 の整地土内からは、中世カワラケ、唐津焼輪ハゲ皿、18C

末～ 19C 前半の伊万里焼香炉、19C 後半以降の産地不明陶磁器が出土した。検出面および土間と考えら

れる SX101 の遺物から、18C 末～ 19C 前半幕末期～近代にかけての建物跡と考えられる。

SK743（第 151 図）

ST07 の区画内に検出された。東西 85～ 98cm、南北 122 ～ 107cm、深さ 2～ 13cmのやや歪になっ

た長方形である。非常に多くの青銅製品や銭貨、鉄製品が出土している。長方形の穴の中に木製の箱（釘

が出土）が入れてあり、その中に銭貨等金属製品を収納した地下収納庫であった可能性がある。

土坑内より、銭貨 43 枚（寛永通寶 34 枚・文久永寶 7枚・天宝通宝 1枚・不明 1枚）、キセル 5個、

鎖付銅製品 1個、内蓋状銅製品 1個、その他鉄製品（釘や不明 6点以上）、伊万里焼の急須や碗、近代陶

磁器が出土した。銭貨の下限を示す文久永寶の初鋳年が 1863 年であることから、これ以降の流通銭と考

える。また近代陶磁器も出土しているため、本址は ST07 に伴う近代以降の地下収納庫と考えてよい。

近世銭の出土状況

県道地点（BP第 5c・5d 地点）で、寛永通宝と識別できた銭貨は 114 枚である（第 16・17表）。その

内112点がBP第 5d地点に集中する。前述のSK743では寛永通宝･文久永寶など44枚の銭貨がまとまっ

て出土した他、SK750 、SK917、SK1243 では 2枚から 3枚の銭貨が張り付いた状態で出土した。多く

の銭貨は遺構外から出土しており、第 1面から寛永通宝 41枚、第 2面では寛永通宝 14枚が出土した。

出土場所が調査区の国道 18号線側に片寄るのは、包含層が厚く残っていることも一因ではあるが、国

道 18号線は、旧北国街道であり、検出された遺構群が野尻宿関連のものであるためであろう。BP第 5d

地点では SD19・20 に囲まれた範囲から多く出土している。

なお、BP第 2地点でも 44点近世の銭貨が出土しており、その多くは国道 18号線沿いの調査区であり、

やはり野尻宿が関連しているためであろう。

(2) 第 2 面の遺構

SD01（第 149・152 図）　

基本土層Ⅱ層中に、検出した。低地へ下る丘陵の縁に沿って掘られてた、BP第 3地点から BP第 5d 地

点に続く全長 300 ｍを超える溝である。BP 第 3地点から BP 第 5b 地点にかけてはＵ字状を呈し、上端

幅約 1,2 ｍ、深さ約 0,8 ｍ前後を測る。BP 第 5c 地点から BP 第 5d 地点にかけてはＶ字状を呈し上端幅

約２ｍ、深さ約 1,7 ｍ前後を測る。

肥前焼・伊万里焼・唐津焼・銭貨など、先土器時代資料から近世資料まで混在する。14世紀代の陶磁

器も見られるが、主体は 17世紀代に生産された近世の陶磁器である。18世紀代の遺物がないことから、

18世紀にはすでに埋没していた遺構と判断した。中世遺物が多いので、掘削時期は中世まで遡る可能性

はあるが、16世紀代の遺物が見られないことを考慮すると、中世の遺物は混入品で、17世紀代に掘られ

た溝と考えたい。なお、出土品の中に 19世紀代の紅皿が 1点見られたが、1点だけかけ離れた時期を示

しており、調査状況などを鑑みて調査時の混入品と判断した。
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遺構の時期から、BP第 5d 地点第 2面の遺構群の時期と判断した。

SD07・SK1122（第 152 図）

南北 3.0m、東西 2.4mほどの不整方形をした SK1122 を起点として、北方向へ走る溝である。SK1122

は南北に分けて 2年次の調査が行われてた。北壁側に石を組んでいるが南側の石組は記録されていない。

記録が乏しいため全体の構造については不明である。

SK1122 との接続部から北へ 5mの間は、溝の東西壁に 30～ 50cmの礫や石臼を、上面と内側とを揃

えて並べた石組み溝である。それから先、調査区北壁までの 2.2mは素掘りの溝で、調査区の北側へ延び

ている。石組み溝の上端幅は約 20～ 30cmであり、深さは 20～ 25cmである。石組み溝の SK1122 と

の接続部と素掘り溝との接合部は礫で塞がれている。全体の構造は、SK1122 へ水を引くか、SK1122 に

溜めた水を懸け流す引水施設とみられるが、底面の傾斜方向が記録されていないため、詳細は不明といわ

ざるを得ない。

15C の白磁と 18C 末～ 19C 前半の伊万里焼が出土しており、出土遺物から判断して、19C 前半の幕末

期に構築されたものと思慮される。

SD08（第 152 図）

調査区の東寄り、北壁に近い位置を東西に走る。西側はやや北に曲がりながら調査区外へ延びている。

撹乱や土坑によって削平しているため全体の形状を捉え切れていない。深さは 30～ 60cmで、東西の

ほぼ中央の溝底面に SK525(SK901) がある。また、火災のあった土が溝の上部に載っている部分がある。

16C 末～ 17C 前半の越中瀬戸焼擂鉢などが出土している。SK525 が 16C 末から 17C 初頭の土坑であ

るから、本址はそれより新しいことは確実で、幕末期の整地土の下から本址を検出したとの調査記録があ

る点を信じれば、幕末までは下らない。

SD09・SD10・SD11・SK1124（第 152 図）

SD07 の東隣に位置する。SD09 ～ SD11 は、南北方向へ走る素掘りの溝である。SD09、SD10、SD11

の関係は、断面観察から、SD11 が最も下に位置し、その上に SD10 がかぶり、さらに SD09 が乗っている。

SD10 や SD11 の流路はほぼ上下に重なっているものの、SD09 はやや東側にずれている。SK1124 とこ

ろで溝が切れているが、SK1124 を境に調査年次が異なっており、溝がさらに南側に伸びていた可能性も

あり、溝と SK1124 が一連の遺構であるのか否か不明である。また、後述の SX103 より下層で検出され

た遺構であり、SX103 とは時期が異なる。

遺構の構造：SD09 の断面形は緩やかなＶ字状あるいはＵ字状を呈する。上端の幅 50～ 60cm、深さ

50cm前後を測る。SK1124 との接続部から北壁までの長さは約 8mである。SD10 は上端の幅が 80cm

から広いところでは 250cm あり、深さは 10 ～ 30cm を測る。また SD11 の上端幅は 60 ～ 70cm で、

深さは 15cm前後である。SK1124 は南北 1m、東西 1.5mの半円形を呈し、調査所見によると、SD09 に

切られている。

出土遺物：SD09・SD10 からは 17C 後半～ 17C 末にかけての唐津焼が多く出土しており、縄文土器片

や古墳時代土器片あるいは 13C 後半の珠洲焼甕・擂鉢、カワラケ等が混在している。また SD11 からは

17C 後半の唐津焼擂鉢が出土している。

遺構の時期：SD09 上部には幕末期の整地土が載っていることが確認され、SD09 は幕末（19C 中頃）

以前に埋没したものと考える。また、最下部の SD11 は、近世の盛土下から検出したことや 17C 後半の

唐津焼が出土していることから、近世中期以降に構築されたものと思われる。

SD22・SD23（第 152 図）

東西に走る溝で、SD22 が石組みで SD23 は素掘りであるが、両者は一連の溝と考えたい。
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SD22 は残存長 9.5mで、東側は調査区外東側にさらに延び、西側の SD23 との間は SX105 によって壊

されている。東側 4mの間は南北壁に 20～ 40cm大の石や水輪を用いた石組が並んでいる。溝の幅は約

90cm、深さは 20cm前後となる。一方の SD23 は残存長 10.5m、幅は 15～ 20cm、深さ 25～ 35cmの

素掘り溝である。

下部の第３面では検出した SD24 や SD25 と同じ位置・方向であることから、経年的な土地区画あるい

は屋敷地割りを示す溝であったらしい。SD09 ～ 11 または SD07 も本址と関わりがあるとすると、調査

区の北東側を画する溝であった可能性も出てくる。

SD22 からは、五輪塔の水輪 ( 第 163 図 22)、16C 後半～ 17C 中頃の唐津焼皿、近世の唐津焼あるいは

伊万里焼の陶磁碗等、13C 後半古瀬戸大窯段階の陶器、元豊通宝などが出土した。ことに古瀬戸大窯段

階の陶器は県内最北の資料である。SD23 からは伊万里焼、唐津焼、珠洲焼、中世内耳鍋、古代須恵器が

出土している。出土した伊万里焼は 17C 後半～ 18C 前半頃のものであるが、下層の SD24 や同一遺構で

ある SD12 から 19世紀代の遺物が出土しており、本溝は 19世紀以降に埋没した基の考えられる。

SX106（第 152 図）

SD22 の北側約 3.5mの、調査区東壁際に位置する。SD22 に並行して、約 20～ 30cmの大きな礫が２

列で東側調査区外に延びる。２列の礫の間は 50～ 70cmあるため、SD22 のような石組みの溝の可能性

もある。

18C 末葉～ 19C 前半の伊万里焼と鉄製の角釘が出土した。出土遺物から幕末期の遺構と考える。

ST10（第 152 図 )

SD22・23 と並行する柱穴列である。東から P1・P2・P3 の 3つ柱穴が並ぶ。間隔はそれぞれ約 1.8m

である。各柱穴とも底面に 3～ 5cm程度の小粒な礫を粘質土で固めている。礎石的な役割をしていたも

のと考える。対になる柱穴が南側の調査区外にあるのか、あるいは塀などに関係する柱穴か不明である。

出土遺物は無いが、SD22・23 との関わりを考えると 17C 後半～ 18C 前半頃と推定される。

SK741（SK855）・SK839（第 152 図・第 159 図）

調査区の北東隅の一画に隣接して検出した。いずれも底面に板材がある土坑である。SK741 は上端の

直径 100cm内外、SK839 は 90cm弱と大小あるが、深さはいずれも 40cm余りと一定している。SK741

と重複して検出された SK855 の東側壁面には 20 ～ 30 ㎝の礫が壁面に並び、一連の遺構と判断した。

SK741 の底面北側半分に曲物（桶）が壁面と底面に一部残る。3つの土坑は、いずれも桶を埋設した施

設と考えられる。

SK741 から 19C 前半の陶磁器、SK839 からは 18C 末の瀬戸美濃焼が出土している。出土遺物から

SK741 は 19C 前半以降、SK839 は 19 世紀代の遺構と考えられる。

SK763・SK774・SK918・SK1004（第 152 図・第 158 図）

調査区の北東側、SD10・11 と SD22・23 とに囲まれた一画にあり、土坑内に木柱が遺存しているもの、

または柱痕が確認された柱穴である。SK763 は上端幅約 1.15m、下端幅約 0.9m、深さ約 0.42mを測り、

ほぼ円形になる。径 0.3 ～ 0.35m の柱跡が確認され、底面には厚さの 5mmの板材が出土した。他は、

木柱が出土した柱穴で、SK774 は木柱の直径 20cmに対して柱穴直径は 50cm、SK918 は直径 30cm弱

の柱に対し直径 100cmの柱穴（第 158 図）、SK1004 は 10cm程度の木柱に直径 30cmの柱穴である。

SK763 から 17C 後半から 18C 後半の唐津焼が出土し、18C 末～ 19世紀代の柱穴と推定される。他の

柱穴に出土遺物はないが、SK763 と同一検出面であることから、同時期の遺構と判断した。

SK1131・SK1141・SK1143・SK1144・SK1145・SK1146（第 152 図）

調査区の北東側、SD10・11 と SD22・23 とに囲まれた一画にあって、SD22・23 の北側に沿って並ぶ
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ように検出した。いずれも底面に 5～ 20cm程度の礫が敷いてある土坑である。構造的には ST10 を構成

する Pit と類似していることから、柱穴と判断した。ただし、木柱が遺存していた SK774 などは底面に

礫敷きが認められなかったため、これらとは建物の用途・構造が異なるのかもしれない。

SK1143 からは 17C 後半の唐津焼擂鉢、 SK1145 からは同時期の伊万里焼が出土している。17C 後半～

18C の遺構であろう。

SX103（第 152 図・第 159 図）

東西 1.2m、南北 1.8m の範囲に、厚さ 10 ～ 20cm ほど土を盛り、その上に 20cm前後の石を方形に

積み並べたものである。北側は調査区外に延びる。建物址に関わる遺構と思われるが、性格はわからない。

伊万里焼、唐津焼など陶磁器類をはじめ、寛永通宝、板状鉄製品、釘など鉄製品や漆片が出土した。

調査区北壁断面で観察すると、第 1面の整地土が SX103 上に載り、SX103 の下部にに第 2面の整地土

があり、その下部に SD09 がある。出土した陶磁器類は 18C 末～ 19C 前半頃のものが多く、幕末期の遺

構と考える。

SX105（第 152 図・第 159 図）

調査区の南東隅で検出した。SD22 と SD23 を切っている。四周の壁面と底面に 10～ 15cmの白色粘

土を貼った平面長方形の土坑である。土坑の内法は東西 130cm、南北 50cm、深さは 25～ 30cmである。

底面には白色粘土の上に厚さ 2cmほどの炭化物層があった。また粘土の壁面にそって厚さ 1cmに満たな

い板材が残っている部分もある。

鉄製の角釘が出土したのみであるが、SD22 や SD23 を切っていることから近世以降の新しい遺構であ

り、18世紀後半から 19世紀代の年代が想定される。

土錘の集中部（第 152 図）

SK774 の土抗より上面から、長さ約 6～ 8cm、太さ約 2㎝ほどの太い土錘 6点が、径 20cm範囲内で

集中して出土した（第 163 図 10・11）。出土層位と土錘の形状から近世以降のものであろう。

(3) 第 3 面と第 4面の遺構

第 3面は整地された面が上下 2枚ある部分が観察できたが、それを明確に区別して発掘することはで

きず同一面として作業を終了した。整理段階でこの 2枚を分離しようと試みたが、土坑の数が多く、遺

物も土坑覆土のものが複雑に混在していて果たせなかった。

SD24・SD25(SD12)（第 153・154 図）

SD25 は調査区の北東隅を鍵の手に区画する溝、SD24 は SD25 の上部に重なる東西方向の溝である。

また、調査区を南北に分けて2年次にわたり調査したため、同一の溝にSD12 とSD25の別名称が付された。

すなわち、北半部の調査区では SD12 、南半部の調査区では SDS24 ･ 25 の名称で調査をしている。調査

後の検討で、調査区南半部では、上位の SD22・23 と下位の SD24 ・25 とは微妙に位置がずれるものの、

ほぼ重なった配置を示しており、再構築などによる前後関係は認められるが、一連の遺構であることが判

明した。しかし、調査区北半部では、これらの溝の続きを SD12 と一時期の溝として調査しており、南半

部との対比が十分にできない。そのため、第 2面の遺構配置図に破線で溝の位置を示している。

SD24 は長さ約 8.5m の東西溝である。幅は 50 ～ 70cm、深さは 10cm前後である。西側は第２面の

SD23 の溝によって削られており、本来の状況は不明である。東側は、さらに調査区外へと延びる。

SD25 は長さは南北 15m、東西 26m、断面形は「Ｕ」字形を呈し、上端幅 50 ～ 70cm、深さ 25 ～

30cmを測る。SD区画内には多数のピットや土坑が分布している。

SD12 からは、13C の青磁、珠洲焼きやカワラケ等の中世遺物と、18C 末から 19C に及ぶ伊万里焼や
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唐津焼、嘉定通宝などが出土した。SD24 では珠洲焼、17C 前半の志野焼丸皿、銅貨、18C 末～ 19C 伊

万里焼や唐津焼が出土した。SD25 からは上層ではシノギ連弁の青磁、15C 中から後半の古瀬戸折縁皿、

珠洲焼の擂鉢や甕、カワラケ、16C 後半の志野焼、唐津焼の擂鉢やハゲ皿、17C 後半の瀬戸美濃丸碗、

17C 前半～ 18C 伊万里焼皿などが出土している。また、下層では内耳鍋、常滑、珠洲焼の擂鉢、16C 末

～ 17C 中頃の唐津焼擂鉢・碗・徳利・香炉、刀子？、角釘、板状鉄製品、開眼通宝、至道通宝、至和通宝、

元祐通宝、寛永通宝などがあった。

以上の遺物出土状況から、SD22・23 を含めて、遺構の時期を推定すると、17Ｃ後半以降に溝が作ら

れ (SD25)、18 世紀代に一度作り直しがおこなわれた（SD24）。そして、SD12 から 19 世紀代の遺物が

出土していることから、19世紀以降まで、この溝が存続していたと考えられる（SD22） 。

SD13（第 154 図）

SD25 の西側を東西に走る。東西 3.5m。溝の西側は L字状に屈曲し、東側は撹乱されており末端は不

明である。上端幅 50～ 60cm、深さ 10～ 15cmを測る。

タタキ目のある須恵器甕片及び中世の内耳鍋片が出土した。出土遺物からや検出面から判断して、中世

に埋没したものと推定した。

SD14（第 154 図）

調査区の東寄りで北壁側で南北方向に延びる 4mのみを検出した。さらに北側調査区外へ延長する。上

端幅約 50cm、深さ 5～ 10cmを測る。

出土遺物が無いが、検出面から中世以降の溝と判断した。

SK1661（第 153 図・第 155 図）

調査区の西端で検出した。1.4m× 1.5m、深さ約 3.5mの円筒形の土坑で、底面に人頭大の礫が出土し

た。覆土はロームブロックが混在した黒色土が詰まっている。調査時に土坑底部には水がしみ出してきて

おり、井戸跡と判断した。最下部の土層から弥生土器が出土したが、周辺に弥生時代の遺構が確認されな

いことから、弥生時代の遺構ではないと判断したが、他に出土遺物がなく、時期は不明である。覆土の類

似から周辺のピット群と同時期と推定した。

SX102（第 153 図・第 155 図）

調査区の中央やや東寄りで検出した。検出時は不整円形に 20～ 30cmの礫が集中した状況で、上面の

礫を除去したところ、礫や石臼を縁に組み込んだ井戸と判明した。直径 85 ～ 90cm、深さは約 50cm、

石組みの高さは 15cmである。

珠洲焼の擂鉢や大壷、カワラケ、石臼が出土した。出土遺物から 14C 前半以降の井戸と判断した。

SK1174

調査区の東側、SD24 ・25 によって「Ｌ」字形に区画された土坑群の中で検出した。上端幅 40cm、下

端約 30cm、深さ約 30cmを測る。掘り方の底面下に径 8cm、長さ 30cmの柱が残っていた。

SK1193・SK1645

SK1193 は上端幅約 18cm、深さ約 35cmを測るピットに、直径 14cm、長さ 55cmの木柱が残っていた。

SK1645 は上端幅約 15cmの円形のピットに、直径 12cmの柱が出土した。これらのピットは周辺にある

穴と組むことによって掘立柱建物となるものと考えられるが、あまりに穴柱が多いので判断しえない。な

お、SK1645 は第 2面で検出された SK1143 と重複しており、同じ遺構の上部と下部である可能性がある。  

SK144・SK401・SK674・SK679・SK 681・SK 690・SK 702・SK 723(SK1641)・SK 724・SK 731・SK 

1430(SK1438)・SK 1431・SK 1443(SK1680)・SK 1465・SK 1527・SK 1538・SK 1715

SK144 及び SK401 は調査区の西寄りを走る SD01 の西側に沿った位置で見つかり、他は調査区の東寄
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り SD24・25 の屈曲部周辺から検出された土坑群である。発掘及び整理作業後の所見では、これらの土

坑を井戸と推定しているが、規模や形状はまちまちで、底面あるいは覆土に小礫や顕著な湿性土が認めら

れないなど、果たして、すべての土坑を井戸と認定してよいかどうか問題が残る。

遺構の時期：13C の古瀬戸卸皿や珠洲甕が出土した土坑もあるが、概ね 14～ 15C を中心とした遺物

が出土している。

SK577・1171・1412

これらの土坑はいずれも柱材が遺存しているか柱痕が残っているため、柱穴であることは間違いないが、

柱の組み合わせを認定するには至らなかったため、建物の規模や構造は不明である。

　古銭集中部（第153図・第 16表）

第 3 面と第 4 面に古銭がまと

まって分布する範囲があった。出

土銭は袋に入った政和通寶など、

ほとんど 13C ～ 15C の渡来銭で

ある。

3　出土遺物

中世の遺物を第 160 ～ 163 図に示した。近世の陶磁器類は PL30 ～ 34 に写真のみ掲載した。遺物の

詳細な検討をすることができなかったが、図版に掲載した遺物の、時期、産地などの詳細は添付 CDの遺

物台帳に記載した。この他、以下の観察表、集計表を添付 CDに収録したので参照いただきたい。

ファイル名 ファイルの種類 内容

石製品観察表 Excel 5.0/95 ﾌﾞｯｸ 石臼・石鉢など石製品一覧

仲町遺跡金属製品観察表 〃 仲町遺跡全調査区で出土した銅製品 ( 古銭）、鉄製品の一覧表

中世焼き物観察表 〃 第 160 図～第 162 図の焼き物の観察表

近世焼き物遺構･層位別集計 〃 近世以降の焼き物の出土層位・遺構別の集計（産地別、器種別、時期別）

中世焼き物遺構･層位別集計 〃 中世の焼き物の出土層位・遺構別の集計（産地別、器種別、時期別）

土製品観察表（土錘他） 〃 古墳時代以降の土錘の観察表

木製品骨角製観察表 〃 古墳時代以降の木製品・骨製品の観察表

調査地点名

一
銭

半
銭

一
朱
金

寛
永
通
宝

天
保
通
宝

雁
首
銭

永
楽
通
宝

嘉
定
通
宝

嘉
祐
元
宝

嘉
祐
通
宝

開
元
通
宝

元
符
通
宝

元
豊
通
宝

元
祐
通
宝

洪
武
通
宝

皇
宋
通
宝

至
道
元
宝

至
和
元
宝

至
和
通
宝

治
平
元
宝

淳
熈
元
宝

紹
聖
元
宝

政
和
通
宝

聖
宋
元
宝

宋
元
通
宝

大
観
通
宝

天
聖
元
宝

天
禧
通
宝

唐
國
通
宝

文
久
永
宝

咸
平
元
宝

熈
寧
元
宝

不
明
銭
貨

合
計

BP 第 1 地点 1 1

BP 第 2 地点 1 4 44 1 1 4 55

BP 第 4 地点 1 1 1 1 4

BP 第 5a 地点 2 2

BP 第 5c 地点 1 1

BP 第 5d 地点 3 2 1 114 1 1 2 1 1 3 12 1 18 9 2 9 3 1 3 6 2 4 4 4 1 2 4 2 1 8 3 16 39 283

出土地不明 1 1 1 1 4

調査面

一
銭

雁
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銭
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銭

寛
永
通
宝

永
楽
通
宝

嘉
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宝

嘉
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通
宝

開
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通
宝

元
豊
通
宝

元
祐
通
宝

洪
武
通
宝

皇
宋
通
宝

至
道
元
宝

至
和
元
宝

至
和
通
宝

治
平
元
宝

淳
熈
元
宝

紹
聖
元
宝

政
和
通
宝

聖
宋
元
宝

宋
元
通
宝

大
観
通
宝

天
聖
元
宝

天
禧
通
宝

唐
國
通
宝

咸
平
元
宝

熈
寧
元
宝

不
明 合

計 

第 1 面 2 2 1 42 1 1 1 12 62
第 2 面 1 8 1 2 1 1 1 2 17

第 3 面・第 4 面 4 2 7 13 5 6 2 1 2 4 2 2 2 4 1 2 3 1 1 1 11 15 91

第 16 表　BP 第 5 地点遺構外出土銭貨

第 17 表　調査地点別銭貨出土点数
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 1  灰黄褐色盛土 (10YR4/2)　粘性少　締りあり 1～ 3cm 大礫含有 (表土 )

 2  黒褐色盛土 (10YR2/1)　粘性少　締りあり

 4  黒褐色土 (10YR3/1)　粘性わずかあり　締り強　炭化物所々に混入　　　

 5 黒色土 (10YR2/1)　粘性あり　締り緩く、ローム粒・ロームブロック・炭化物を多量　

　  に混入

 6  黒褐色土 (10YR3/1)　粘性わずかあり 5 層より締りなく、ローム大ブロック多量に混入

 7  黒褐色 (10YR3/2) ～暗褐色土 (10YR3/3)　粘性あり締り緩い　炭化物粒を混入

 7  7 層と 8層の混合層

 8  褐色砂層 (10YR4/4)　粘性・締りない　

 9  灰黄褐色砂礫層 (10YR4/2)　粘性はなく締りあり　3～ 10cm 大の礫混入 (SD16 覆土 )

10  灰オリーブ色砂礫層 (5Y4/2)　SD16 ･ SD17 覆土より礫径が小さい (1 ～ 5cm 大 )

11  灰黄褐色土砂礫層 (10YR4/2)　径 1～ 20cm 大の礫が混在　古墳土器混入 (SD17 覆土 )

12  灰黄褐色砂礫層 (10YR5/1)　8 層に類似　1～ 5cm 大の礫混入

13  褐色砂礫層 (10YR4/4)　粘性・締りなく、1cm 大の礫が充填

14  褐色砂層 (10YR4/4)　8 層に類似　1～ 10cm 大の礫混入　10cm 大の礫多量

15  灰黄褐色砂礫層 (10YR5/1)　褐色砂・1～ 5cm 大の礫が充填　12 層に類似

16  黒褐色砂層 (10YR3/2)　20cm 大の礫と自然木混入　粘性なく締り強

17  褐色砂礫層 (10YR4/4)　8 層 ( 砂層 )より粗粒で 1～ 10cm 大の礫所々に混入

18  7 層に１～ 10cm 大の礫が充填する

19  黒色土 (10YR1.7/1)　粘性なく締り緩い

20  黒褐色土 (10YR3/2)　粘性なく締り強　ロームブロックやローム粒を混入

21　2 層に類似　ローム粒・炭化物粒多量に混入

22　2 層に類似　ローム粒・ローム小ブロック・炭化物粒多く混入

23　22 層に類似　砂礫が混在

24　オリーブ色(5Y5/4)～オリーブ灰色砂礫層(10Y5/2)　1～10cm大の礫多く混入（基盤層）

24’ 基盤層のブロック

25　黄褐色土 (10YR5/6)　版築面的層

26　2 層黒褐色土 (10YR2/1) に礫や砂を多く混在

27　明黄褐色土 (10YR6/6)　ロームブロック

28　灰黄褐色土 (10YR4/2)　焼土や炭化物を多量に混入　ロームブロックも混在する

29　灰黄褐色土 (10YR4/2)　焼土・炭化物粒子や小ブロックを混入　ロームブロックも混在

30  5 層黒色土 (10YR2/1) に 1 ～ 10cm 大の礫多量に混入　粘性なく　締り強

31　灰色土 (7.5Y6/1)　粘性なく締りあり

32　にぶい黄褐色砂礫層 (10YR4/3)　粘性なく締りあり

33  5 層黒色土 (10YR2/1) ･ 32 層にぶい黄褐色砂礫層 (10YR4/3) の混合土

34　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性少なく締りあり　基盤層風化土がブロック状に入る

35　黒褐色土 (10YR3/1)　 粘性少なく締りあり　基盤層風化土がブロック状に入る

36　黒色土 (10YR1.7/1)　粘性あり　締り緩い (基本土層８･ 9 層に対応？ )

37　黒色土 (10YR1.7/1)　粘性あり　締り緩い　木材・木片・ピートを混入 (SX107 覆土 )

38　黄灰色砂礫層 (2.5Y4/1)　1 ～ 5cm 大の礫混入　多量の木材を混入 (SX107 覆土 )

39　黄灰色砂礫層 (2.5Y4/1)　5 ～ 10cm 大の礫多く混入　炭化材・木片を混入　赤褐色　　

　　(5YR4/6) に変色する部分あり（SX107 覆土 )

40　黒色土（10YR1.7/1)　ピート集中 (SX107 覆土 )

41　黄褐色砂礫層 (10YR4/2)　5cm 前後の礫多く混入　粘性なく　締りあり

42　2 層黒褐色土に多量の小礫・ロームブロックを混入
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撹乱
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Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｂ

SX102

Ａ

Ｄ

Ａ
656.50m 

Ｃ

SX102
黒褐色土 (10YR2/1)
粘土砂多量　粘性強　泥炭質
　木炭多量

SK1661
1　撹乱層
2　黒色土 (10YR1.7/1)　黒色土に小ロームブ

ロック少量含有
3　黒色土 (10YR1.7/1)　Ⅱ層の柏原黒色火山

灰層
4　黒色土 (10YR1.7/1)　黒色土に大小 (1 ～

5cm) ロームブロック含有
5　黒色土 (10YR2/1)　弥生土器など含む　締

まりなく粘性あり　底面人頭大礫

SK1661

2

3

4

5

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
656.20m

1

SK991 ･ 985 ･ 992 ･ 997 ･ 1034
1　灰褐色シルト (10YR4/1)　粘性少なく柔らか

　炭化物が混入　礫わずかに混在（SK991 覆
土）

2　黒色土(10YR2/1)粘性あり柔らか（SK985覆土）
3　にぶい黄褐色 (10YR5/4) 砂層（地山）粘性あり、

柔らか（SK985 覆土）
4　にぶい黄褐色 (10YR5/4) 砂層（地山）に灰

黄褐色 (10YR4/2) 土混在　粘性なく柔らか
（SK985 覆土）

5　灰黄褐色 (10YR4/2)　シルトに粗い砂層（地
山）流入　粘性なく柔らか（SK985 覆土）

6　にぶい黄褐色シルト (10YR6/4)　粘性なく締
まりあり（SK992 覆土）

7　褐灰色シルト (10YR4/1)　 炭化物・少量の礫
が混入する。粘性わずか、柔らか(SK997覆土) 

8　7 層に類似 (SK1034 覆土 )

Ａ

1

3

Ａ

Ｃ

SK991

Ｃ

Ｂ

Ｂ

SK991・985・992・997・1034

4

Ｄ

2

Ｄ

3

5

6
7

2

656.80m

656.80m 

4

８

SK1034

SK985

SK992

SK993

SK770
1　にぶい黄橙色土 (10YR6/3)　粘

性なく締まり強（埋土）
2　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性あ

り柔らか　1層大小ブロック・3
層小ブロック多量に混在

3　にぶい赤褐色 (5YR5/4)　粘性な
く締まり強

4　2層に類似

Ａ

Ａ
SK770

1

2

4

3

657.00m 

Ｂ

Ｂ

SK497 ･ 515 ･ 519 
１　黒褐色土 (10YR3/1)　粘性強　黒色 (10YR2/1)

ロームブロック・焼土粒・炭化物粒多量 (SK479
覆土 )

2　黄灰色土 (2.5Y4/1)　ロームブロック多量
（SK515 覆土）

3　黒褐色土 (2.5Y3/1)　焼土粒炭片少量（SK515
覆土）

4　黒褐色土 (2.5Y3/1)　 ロームブロック多量　
焼土粒少量（SK515 覆土）

5　黒褐色土 (2.5Y2/1)　焼土粒炭片多量 (SK515
覆土 )

6　黒褐色土 (2.5Y3/1)　砂礫が主体　締まりなし
(SK515 覆土 )

7　にぶい黄橙色 (10YR6/4)　砂礫多くロームブ
ロック多量

8　黒褐色土 (10YR3/1)　ローム薄い層状に含む　
木炭多量

9　黒褐色土 (10YR3/1)　 粘性強く締まりやや不
良

Ｃ

Ａ

SK479 ･ 515 ･ 519

3

5

6

Ｂ

4
2

8

9

7

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｄ656.60m 

656.60m

SK479

SK519

ＢＡ

1

Ｃ Ｄ

656.60m 

SK515

Ｆ

SK1661 SX102

第 155 図　BP 第 5c ･ d 地点の土坑 1
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SK675 ･ 672 ･ 673 
1 砂礫のみ（SK675 覆土）
2 黒褐色土 (10YR3/2) 砂礫多量ローム・炭化
物粒多量（SK675 覆土）

3 ローム貼り床（SK675 覆土）
4 黒褐色土 (10YR3/1) 粘性あり締まり強く小
礫混在 (SK672 覆土 )

5 灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘土 (SK672 覆土 )
6 明黄褐色土 (10YR6/6)　粘性ある柔らかい
ローム質 (SK673 覆土 )

Ｂ

Ｂ

3

SK675 ･ 672・673

Ａ

Ａ

2

656.60m

4

5 6

撹乱 SK672
SK675

SK673

SK699

1

SK1092

SK583・643

SK583 ･ 643 
1 黒褐色土 (2.5Y3/1)　粘性強
　焼土粒・砂礫・砂ブロック
少量含む（SK643 覆土）

2 黒褐色土 (2.5Y3/1)　砂礫多
量に含む（SK643 覆土）

3 黒褐色土(2.5Y3/2)　礫ブロッ
ク主体（SK583 覆土）

Ａ

2
1 2

3

Ｂ

Ｂ

Ａ

SK583SK614 SK643 SK549

SK584 SK518

656.80m

SK674
1 黒褐色土 (10YR3/1) 粘性あり締まり強
く小礫混在

2 黒褐色土 (10YR3/1) 粘性あり締まり強
く小礫混在やや軟質

SK674

Ａ

Ａ

SD09

656.60m 

SD09

Ｂ

Ｂ

SD10

1

2

SD10

SK518 
1　黒褐色土 (10YR3/1) 炭片多量　
粘性強　ロームブロック多量

2　黒色土 (2.5Y2/1) 黒褐色土ブ
ロック・砂礫多量

3　黒色土 (2.5Y2/1) 粘性強　砂礫
多量

4　黒褐色土 (2.5Y3/1) 砂礫ブロッ
ク多量

5　黒褐色土 (2.5Y3/1)　砂礫が主
体　砂多量

SK518

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

1

2

4
34

5

SK518

SK548

656.80m

SK723(SK1641) 
1 黒褐色土(10YR2/2)　粘性わずかでロームブロック点在。炭化物小ブロック少量含有(SK1621覆土 )
2 黒褐色土 (10YR2/1)　粘性あり柔らか　ロームブロック・礫含有（SK723 覆土）
3 黒褐色土 (10YR2/1)　2 に類似　ロームブロック・礫含有せず (SK723 覆土 )
4 黒褐色土 (10YR2/1)　3 に人頭大礫が含有　木材（柱）・木片含有 (SK723 覆土 )

SK723(SK1641)

Ａ

ＢＡ

Ｂ

656.20m

2

SK1641SK723

1

3

4

SK1621

SK878 ･ 1030 ･ 1029 
1 黒色土 (10YR2/1)　粘性わずかで ,柔らか　
炭化物粒含有　礫わずかに混入(SK1029覆土)

2 にぶい黄褐色土 (10YR6/4)　粘性はなく締ま
り強　ロームブロック多量含有　炭化物粒含
有　礫わすかに混入 (SK1029 覆土 )

3 黒色土 (10 ＹＲ 2/1)　パウダー状のシルト
層　柔らかく粘性あり。全体ににぶい黄橙
(10YR6/3) 土・にぶい橙色 (2.5Y6/4) 土の大
ブロックが多く混在（SK1030 覆土）

4 にぶい黄橙色土 (10YR6/4)　粘性なく締まる
（SK1030 覆土）
5 黒色土 (10YR2/1)　炭化物・僅少量の礫が混
入する粘性がわずかにあり柔らかい（SK878
覆土）

6　にぶい黄褐色土 (10YR6/4)　粘性はなく締ま
り強（SK878 覆土）

SK878・1030・1029
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SK1030 SK1020

SK1029

SK1018
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第 156 図　BP 第 5c ･ d 地点の土坑 2



―193 ―

第 6節　中世・近世の遺構と遺物

SK1538 ･ 1465 ･ 1431
1 黒色土 (10YR1.7/1)　粘性あり　柔らかくロ -ムブ
ロック含有する  (SK1431 覆土 )

2 黒褐色土に礫や砂が多く含有
3 黒褐色 (10YR3/1) 客土　粘性・締まりあり
4 褐灰色 (10YR4/1)　粘性わずかで柔らか　炭化物含有
　礫わずかに混入 (SK1465 覆土 )

5 (SK1538 覆土 )
　① にぶい黄褐色土(10YR5/2)　小礫含む　粘性なく締
まり強

　② 黒褐色土(10YR3/1)　粘性なく締まり強　ロームブ
ロック多く含有

　③ 黒色土(10YR1.7/1)　粘性あり柔らか　人頭大の礫
含有　石臼含む

SK1538・1465・1431

SK1431 SK1538Ａ Ｂ

4

5

32

3

656.60m 

1

Ａ Ｂ

SK1465

SK1715・1443・1680
1　黒褐色（10YR3/2) 粘質土　柔らか　炭化物点在 (第 5面 )
2　褐色川砂層（10YR4/4）　粘性なくポロポロ (第 5面 )
3　灰黄褐色砂礫層（10YR4/2）　川砂に1～10㎝大の礫が入る（第6面）
4　黒色土（10YR1.7/1）粘性あり　柔らかく拳大以下の礫多数含有

(SK1715 ･ 1680 覆土 )
5　黒褐色土 (10YR3/1)　粘性少なくローム小ブロックが点々と入る

(SK1443 覆土 )
6　明黄褐色土（10YR6/8）ロームブロックと砂礫が入るポロポロ

(SK1443 覆土 )
7　黒褐色土(10YR6/8)　粘性少しありポロポロし1～ 5㎝大礫が点々

に含有（SK1443 覆土）
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SK702 ･ 731 ･ 724
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SK731

2

5
6

7

8

9

SK724

SK702

4
3

Ｂ

Ｂ

SK1715・1443・1680

Ａ

Ａ Ｂ

Ｂ

4

656.00m 

SK1715

SK1443

Ｄ
Ｃ

SK1680

Ｃ
Ｄ

5
6

7
4

１
6
5
6
.
0
0
m
 

弥生土器 No1

1
2

3

１

2

2

SK702 ･ 731 ･ 724
1　黒色 (2.5Y2/1)　粘性強く締まっている .　ローム粒・

砂礫・木片少量含有 (SK702 覆土 )
2　黒色土 (10YR2/1)　粘性強く締まっている .　泥炭質

(SK702 覆土 )
3　黒色 (2.5Y2/1) 粘性強く締まる .　小ローム粒・砂礫も

多量に含有 (SK702 覆土 )
4  黒色 (2.5Y2/1) 粘性強く締まる　小ローム粒・砂礫少量

含む　全体的に粘性強 (SK702 覆土 )
5　黒褐色 (2.5Y3/1) 粘土・ローム粒少量含有 (SK702 覆土 )
6　黒褐色 (2.5Y3/1) 粘土・ローム粒多量含有 (SK702 覆土 )
7　黒色 (2.5Y2/1) 泥炭質　砂多量に含む　締まりなし　植

物片多量含有 (SK702 覆土 )
8　灰黄色土 (2.5Y7/2)　埋め土ロームブロック (SK731 覆

土 )
9　灰黄色土 (2.5Y6/2)　埋め土ロームブロック (SK731 覆

土 ) 
SK724 覆土
黒褐色土 (10YR2/2) ロームブロック・3cm 大の礫点在　粘

性があり柔らかい

SK1431

第 157 図　BP 第 5c ･ d 地点の土坑 3
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SK681
1 黒褐色土 (2.5Y3/1) 砂礫・ローム粒含有
2 にぶい黄色 (2.5Y6/4) ローム　粘性強く締
まる

3 浅黄色 (2.5Y4/7) ローム　所々黒褐色
(2.5Y3/1) ブロック含む

4 にぶい黄色土 (2.5Y6/4)　砂礫・ロームブ
ロック多量

5 SK682 覆土

SK681

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

SK682

SK681

1

2
3

4

5

SK521
1  黒褐色土 (2.5Y13/1)　粘性強く

砂礫多量
2  黒色土 (2.5Y2/1)　粘性強く　

砂礫少量
3  黒褐色土 (2.5Y3/1) 粘性強く　

砂礫多量
4  黒褐色土 (2.5Y3/1) 砂礫が主体
5  黒褐色土 (10YR3/1)　黒色土ブ

ロック主体　粘性強い　砂礫含
む (SK533 覆土 )

SK521

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

SK521

SK1079

656.70m 

SK533

1 2

3

4

5

撹乱

SK679
1  黒色土 (10YR2/1)　ローム粒・砂礫多量

粘性あり締まる
2　黒色土 (10YR2/1)　ローム粒あまり含ま

ず砂礫少量含む　粘性あり締まる
3　黒色土 (10YR2/1) 　砂礫少量含有　粘

性あるが締まりなし

SK679

1

2

3

656.30m
Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

SD09

SK679

SK680

SD09

SK460
1 黒褐色土 (10YR3/1)　ロー
ムブロック多量

2 にぶい橙色土（10YR6/4）
砂礫層　　

SK460

Ａ

Ａ Ｂ

Ｂ

2

SK461

SK460

656.60m 1

SK917
1 黒色土・近世黄褐色シルト・灰
色シルトの混合土　埋め戻し土

Ｂ

Ｂ

SK917

Ａ

Ａ 656.60m

SK523 ･ 526 ･ 527
1　SD08 覆土
2　黒褐色土 (10YR3/1) ローム
粒・焼土粒・炭竜多量 (SK523
覆土 )　

3　黒褐色土 (10YR3/1) 焼土と
炭粒多量 (SK523 覆土 )

4　褐灰色土 (10YR4/1)　砂ブ
ロック多量(SK526 ･ 527覆土)

Ａ

Ａ

SK526 ･ 527SK526 ･ 527

Ｂ

656.60m
Ｂ

2

4

1

3

SK526
SK527

SK523SK517

SK577
1　にぶい黄橙色 (10YR6/4) 
粘性強　締まりなくボソボ
ソ 柱痕

2　褐灰色 (10YR4/1) 焼土・
炭粒多量　 細かいローム粒
多量

SK577

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

2 1

6656.60m

2

SD08

SD08

SK918
1　黒色土・近世黄褐色シルト
の混合土　　埋め戻し土

2　黒色土・近世黄褐色シルト
の混合土に灰褐色土混じる　
埋め戻し土

SK918

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
656.60m

1

2

SK955
黒褐色土 (10YR2/1)　基盤
土が点在　粘性があり柔
らか

SK955

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ656.60m

SK462

SK462
1 ローム粒・ブロック多く含む　
粘性あり　締まり不良

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
656.80m 

SK918

SK681
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第 6節　中世・近世の遺構と遺物

　SK741
　灰オリーブシルト (5Y4/2)・
明黄褐色シルト・(2.5Y6/6)・
灰黄褐色シルト (10YR4/2) の
混合土　粘性なくポロポロ

SK741

Ａ Ｂ

657.00mＡ Ｂ

SK492
1　黒褐色土 (10YR3/2)　粘性強
砂礫多量 (SK492 覆土 )

2　黒褐色土 (10YR3/2)　砂礫多
量含有粘性あり (SK492 覆土 )

3　黒褐色 (2.5Y3/1)　粘性強　
砂礫多量 (SK516 覆土 )

SK492

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ656.60m
1

3
2

SK492

SK516

SK785
1　褐灰色土 (10YR4/1)　粘性
わすかにありポロポロ　明黄
褐色ロームブロック多く混入

2　黒色土 (10YR1.7/1)　粘性
なくポロポロ 1cm 大の炭化物
含有

3　黒褐色土 (10YR2/1)　粘性
なく柔らか　炭化物粒含有

SK785

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
656.80m

2
3

1

SK839
  黒褐色 (10YR3/1)　粘性なく
柔らかい　炭化物含有

SK839

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
656.80m

SK763
1　黒色土 (10YR1.7/1)　粘
性があり柔らか

2　黒褐色土 (10YR2/1)　粘
性があり柔らか　ローム
ブロック・黒色土ブロッ
クが多く混在　底面に柱
の礎板あり

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
656.80m

1
2

SK763

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
656.80m

1
2

SK1428
1　黒褐色土 (10YR3/2)　粘性なく
柔らか　ローム粒や炭化物粒含
有

2　黒褐色土 (10YR3/1)　粘性あり
柔らか　ローム粒や青灰色砂礫
(基盤層 )わずかに混在

SK1428

Ａ

Ａ
656.80m

1
2

Ｂ

Ｂ

SX105
1  黒褐色 (10YR3/1) シルト質
ににぶい黄褐色 (10YR7/4)
ロームブロックが多く混入

2  炭化物層　黒色 (10YR1.7/1)
　粘性なく、柔らかい (厚さ
2cm)

3  黄褐色 (10YR5/6) シルト質
土　粘性なく柔らかい

4  粘土層　灰白色ブロック
(2.5Y5/2) と黄灰ブロック
(2.5Y6/1) 混在　粘性あり　
柔らか　鉄分含有

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ656.60m

1

2 3
4

SX105

SK745
1　明黄褐色シルト (2.5Y6/6)　粘
性あり柔らか

2　黒褐色シルト (10YR3/1)　粘性
なくポロポロ

SK745

Ａ

Ａ 657.00m

21

鉄

Ｂ

Ｂ

1

石

SX103
1　埋土　灰黄褐色 (10YR4/2)　砂礫・焼土
粒炭化粒少量含む

2　埋土　暗褐色 (10YR3/4)　粘性強　ロー
ム粒少量　砂礫含まず

3　埋土　黄橙色 (10YR7/8)　ロームブロッ
クからなる

4　灰黄褐色 (10YR5/2)　砂多く含みローム
粒多量　サクサクしている

5　褐灰色 (10YR4/1)　粘性土　ローム粒を
多く含み硬く締まる

3

5

5

SX103

Ａ

Ｂ

Ａ
Ｂ

6
5
6
.
8
0
m

656.80m 

1
2

S
K
5
6
7

4

E F

SK839

SX103
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第 3章　BP第 4・第 5地点の調査

第 160 図　BP 第 5 地点中世の焼き物１
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第 6節　中世・近世の遺構と遺物

第 161 図　BP 第 5 地点中世の焼き物 2
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第 162 図　BP 第 5 地点中世の焼き物 3
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第 4章　自然科学分析

第 4 章　自然科学分析

第1節　自然科学分析の概要

第18表の分析の委託業務をおこなった。分析結果の概要は、第 1章～第 3章の当該箇所で触れている。

分析結果報告の詳細は、添付 CDに PDF 形式のファイルを収録した。調査報告には調査時の地区名が用

いられており、本報告書で用いた地点名の対応関係は第 1章第 3節に記載した。

第 2節　自然科学分析の結果

1　  樹種同定

調査では、多数の炭化物が出土した。基本土層Ⅲ層～Ⅴ b層の縄文時代早期～旧石器にかけて、約 3,000

点の炭化物を採取した。直径 5㎜以上のものをサンプル対象としており、中には直径１㎝を超える大形

の炭化物も出土した。これらのサンプルの内、JS 地点と BP第 3地点の環状ブロック群に関わる炭化物集

中を中心に樹種同定をおこなった（第 19表）。これらの環状ブロック群は、いずれもⅤ b層中に生活面

が想定されるブロック群であるが、JS 地点ではコナラ節が卓越しているのに対し、BP第 3地点ではカエ

デ属とサクラ属が主体となるなど、樹種組成に差違が認められる。この差違が周辺の植生の変化を示すの

か否か今後検討が必要であるが、JS 地点と BP 第３地点とは 450mの近距離であり、樹種組成の差は植

生変化の時間的な差を示している蓋然性は高い。さらに、隣接する貫ノ木遺跡でⅤ b層中の炭化物樹種

組成が提示されており、JS 地点と類似した組成を示している。また、約４㎞離れた日向林 B遺跡の環状

ブロック群に伴う炭化物樹種組成はトウヒ属・カラマツ属が卓越しており、仲町遺跡の両地点とも異なる

樹種組成を示している。

分析結果報告のタイトル 分析内容 分析資料出土地点 分析委託機関

仲町遺跡における鉱物分析 旧石器時代砂礫層中の AT 層の確認 BP 第 4 地点 （株）パレオ･ラボ

仲町遺跡の C4 区 SF52 出土炭化材樹種同定 縄文時代草創期～早期の炭化物集中の樹種同定 BP 第 5a 地点 （株）パレオ･ラボ

放射性炭素年代測定 1 炭素 14 年代測定（SX107 出土の古墳時代～古代の
櫂形木製品） BP 第 5d 地点 （株）パレオ･ラボ

仲町遺跡 C7 区出土木材の樹種同定 旧石器時代仲町砂礫層出土の材の樹種同定 BP 第 5a 地点 （株）パレオ･ラボ

放射性炭素年代測定 2
炭素 14 年代測定（旧石器時代遺物包含層年代測定 /
縄文時代早期土坑内炭化物年代測定 /
縄文時代草創期土器付着物年代測定）

JS ･ BP 第 2 地点 /
BP 第 2 地点 /
BP 第 5a 地点

（株）パレオ･ラボ

仲町遺跡から出土した炭化材の樹種 旧石器時代炭化物の樹種同定 JS・BP 第 3 地点・
BP 第 5a 地点 （株）パリノ・サーヴェイ

仲町遺跡出土の黒曜石製石器の産地推定 旧石器時代・縄文時代の黒曜石産地推定 全調査地点 沼津高等専門学校
望月明彦教授

長野県仲町遺跡出土の縄文時代草創期の土
器関連資料の AMS 14C 年代測定

（放射性炭素年代測定 3）

縄文時代草創期土器付着物と包含層出土の炭化物の
炭素 14 年代測定 BP 第 5a 地点

古環境研究所
名古屋大学年代測定総合
研究センター

長野県仲町遺跡出土縄紋草創期土器付着物
の 14C 年代測定（放射性炭素年代測定 4） 縄文時代草創期土器付着遺物炭素 14 年代測定 BP 第 5a 地点 国立歴史民俗博物館

仲町遺跡植物化石の同定結果 下部野尻湖層出土の種子の同定 BP 第 5a 地点 同志社香里中・高校
伊藤徳治教諭

第 18 表　仲町遺跡科学分析一覧
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第２節　自然科学分析の結果

今後、野尻湖底の花粉分析結果など

を含めて、周辺の古環境復元と、炭化

物に伴う石器群を検討することによ

り、野尻湖遺跡群では層位的に前後関

係をとらえることができない石器群

の新旧関係を実証できる可能性を秘

めていると考えている。

この他、縄文時代草創期～早期の包

含層から出土した炭化物集中（SF52）

については、樹種同定の結果トネリ

コ属が卓越していることが明らかと

なった。

なお、BP 第 5d 地点では古墳時代

～古代にかけての木製遺物が多数出

土したが、遺物の時期が限定できない

ことを鑑みて、樹種同定はおこなっていない。

2　年代測定

年代測定は以下の 4点の問題設定をし、分析を実施した。

①旧石器時代包含層出土の炭化物の年代測定をおこなうことにより、同一層順から出土する石器群の年

代を推定する。（分析結果の概要は第 2章第 1節に報告した。）

②縄文時代草創期土器群（隆起線文土器と円孔文土器と無文土器）付着物の年代測定をおこない、土器

群の土器の年代を推定する。合わせて、これらの土器が出土した包含層中の炭化物の年代測定も実施した。

③縄文時代の陥し穴と考えられる土坑より出土した炭化物の年代測定により、土坑の時期を推定する。

（分析結果の概要は第 2章第 5節に報告した。）

④遺構の時期が未確定な BP第 5d 地点 SX107 出土の木製品の年代を推定する。（分析結果の概要は第

3章第 5節に報告した。）

①②④については、第 2章・第 3章の当該遺構当の説明の中で分析結果の概要を記した。ここでは②

について若干の所見を含めて、概要を報告する。

草創期土器群と周辺出土の炭化物の年代測定について

分析資料は BP第 5a 地点の SQ03 とした土器集中の土器付着物と、SQ03 と同一層順から出土した炭化

物集中（SF52) の炭化物である（第 20表）。資料の土器片 9点は、隆起線文土器 1点、円孔文･円形刺突

文土器 3点、無文土器 5点である。

なお、№ 8228 と№ 8232 が接合して同一個体であることが判明し、胎土や器面調整の観察から、№

3487 は円孔文・円形刺突文土器の胴部である可能性が高い。土器付着物の分析は 3つの機関でおこなわ

れ、11,420 ± 44(yrBP ± 1σ ) ～ 12,280 ± 110(yrBP ± 1σ ) の測定値が示され、約 800 年（歴年代

較正値で 853 年）の年代幅がある。しかし、同一個体である資料に 270 年の差があることから、測定値

の幅が土器群の年代幅をそのまま示していると理解するには、躊躇する。

しかしながら、測定値はほぼ 12,000(yrBP ± 1σ ) 前後にまとまっている。№ 46511（隆起線文土器）

以外は、円孔文系土器群と理解しており、今回示された cal BC11,472 ～ cal BC12,325 の年代幅の中に、

調査地点 遺構名 層位

ハ
シ
バ
ミ
属

コ
ナ
ラ
節

ク
リ

ニ
レ
属

サ
ク
ラ
属

ナ
シ
亜
科

イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ

キ
ハ
ダ

カ
エ
デ
属

ミ
ズ
キ
属

エ
ゴ
ノ
キ
属

ト
ネ
リ
コ
属

広
葉
樹

種
類
不
明

JS 地点 SF201 III・IV 上 32 1
JS 地点 SF233 IV-V・Vb・Vc 22 1 2 4 4 1 1 3
JS 地点 SF230 Vb 12 1 3 1 1
JS 地点 SF232 Vb 11 2 1 2 2
JS 地点 SF221 Vb・Vc 16 3 1
JS 地点 SF222 Vb・Vc 7 2 1 8
JS 地点 SF223 Vb・Vc 5 1 2 2 1 2
JS 地点 SF224 Vb・Vc 26 1 1 3 1 1
JS 地点 SF225 Vb・Vc 33 1 1
JS 地点 SF226 Vb・Vc 1 26 1 5 2 2 5 14 6 1
JS 地点 SF228 Vb・Vc 32 1 2 3 1 2
JS 地点 SF229 Vb・Vc 14 2 1 3 1 1
JS 地点 SF234 Vb・Vc 16 4 1 2 1 3
JS 地点 SF235 Vb・Vc 15
JS 地点 SF236 Vb・Vc 14 4 2 3 1
JS 地点 SF239 V ｃ 9 1 5 2 2 3 1 1
BP 第 3 地点 SQ367 内 Vb 3 3 1 1
BP 第 3 地点 SQ371 内 Vb 1 1
BP 第 3 地点 SQ372 内 Vb 1
BP 第 3 地点 SQ373 内 Vb 9 1 1 3
BP 第 3 地点 SQ375 内 Vb 6
BP 第 3 地点 SF306 Vb 4 10
BP 第 5a 地点 SF61 10a 2 3 4 2 1 1 6 1

第 19 表　旧石器時代炭化物樹種同定結果
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第 4章　自然科学分析

円孔文系土器群が位置づけら

れると理解したい。また、№

46511 も上記の年代幅の中

に納まっており、円孔文系土

器群と隆起線文土器の何らか

の関連を匂わせている。

さらに、今回得た測定値は、

同町内の星光山荘B遺跡の隆

起線文土器の付着物の年代測

定値と近接している (註１)。前

述の同一個体での測定値の幅

を考慮すると、星光山荘 B遺

跡の隆起線文土器と仲町遺跡

の円孔文系土器との間に年代

差与えることは難しい。隆起

線文土器の新しい段階と、円

孔文土器が併行する可能性さ

え示唆する分析結果である。

今後の資料の増加をまってさ

らに検討する必要があろう。

また、SQ03 内に確認された SF52 の炭化物の年代値が土器の年代値とは大きく異なる結果となった（第

20表）。土器資料は全て１層で、炭化物はⅢ層のものも含むが、Ⅲ層中から多数の無文土器（第３群土器）

とわずかな爪形文土器と表裏縄文土器が出土しており、調査時の認識では、炭化物集中 SF52 は、無文土

器を含む円孔文系土器群に伴うものと認識していたが、土器付着物の年代と炭化物の年代の差が大きすぎ

る。炭化物集中は円孔文系土器群とは異なる時期のものであると判断せざるを得ない。また、土器より極

端に古い年代を示している炭化物は、下層にある旧石器時代の仲町砂礫層中部のものが混入したものと考

えられる。同一層位で、土器周辺から出土した炭化物が、必ずしもその土器と同じ時代のものであるとは

限らないことを示す 1例となった。

3　黒曜石産地同定

仲町遺跡出土の旧石器時代から縄文時代の黒曜石 2826 点の産地推定分析をおこなった（第 21 表）。

分析対象は、旧石器時代のブロック内出土資料全点、それ以外の石器については、ナイフ形石器、石鏃な

ど明らかに時代を判別できる器種に限定した。分析した資料の大半は、長野県産の黒曜石であったが、旧

石器時代細石刃と縄文時代草創期の石器の中に長野県外の産地の黒曜石が含まれていた（第 22表）。こ

れら県外産の黒曜石は BP第５c地点に多く見らる。BP第５c地点では、多縄文系土器など室谷洞窟の草

創期土器群に類似した資料が出土している。新潟県室谷洞窟においても、青森県深浦、伊豆諸島の神津島、

栃木県高原山などの黒曜石が見つかっており（藁科 2001）、縄文時代草創期に黒曜石が広域に流通して

いたことを示す資料と考えている。しかしながら、本遺跡で出土した県外産とされた石器の多くは草創期

から早期の土器群を出土した包含層から出土しており、石器の時期をさらに検討する必要がある。

註１　星光山荘 B遺跡隆起線文土器の測定資料は 3点有り、年代値は 12,340 ± 50、12,000 ± 40、12160 ± 40(yrBP ± 1σ )。

※土器資料はすべて土器内面付着物の測定値。
※暦年代較正値は、オリジナルの報告では BP の年代値で報告されているものもあるが、BC に換算して示した。

試料データ
δ

13CPDB
(‰ )

14C 年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代
測定番号

暦年代較正値 １σ暦年代範囲
（IAAA-40496 のみ２σによる値）

BP 第 5a 地点　SQ03
1 層

No.46511( 隆起線文）
-23.6 12,010 ± 130  cal BC 12,120 cal BC 12,200 - 11,870 (92.7%) PLD-1839

BP 第 5a 地点　SQ03
1 層

No.9052（円孔文）
-26.1 12,200 ± 120  cal BC 12,185 cal BC 13,080 - 12,755 (28.7%)

cal BC 12,415 - 12,105 (62.7%) PLD-1840

BP 第 5a 地点　SQ03
1 層

No.8232（円形刺突文）
-24.6 11,770 ± 120  cal BC 11,865

cal BC 12,075 - 11,990 (18.2%)
cal BC 11,900 - 11,820 (20.2%)
cal BC 11,740 - 11,545 (61.5%)

PLD-1841

BP 第 5a 地点　SQ03
1 層

No.8228（円形刺突文）
-24.6 12,040 ± 110  cal BC 12,130 cal BC 12,365 - 11,865 (95.9%) PLD-1842

BP 第 5a 地点　SQ03
1 層

No.9686（無文）
-25.5 12,280 ± 110  cal BC 12,325 cal BC 13,125 - 12,700 (40.7%)

cal BC 12,445 - 12,140 (59.3%) PLD-1843

BP 第 5a 地点　SQ03
1 層

№ 8291（無文）

-24.8 ±
1.0 12039 ± 39 cal BC 12,129 cal BC 12,183 - 12,067 (54.1%)

cal BC 12,016 - 11,884 (45.9%) NUTA2-7387

BP 第 5a 地点　SQ03
1 層

№ 9464（無文）

-29.7 ±
1.0 11420 ± 44 cal BC 11,472

cal BC 11,508 - 11,352 (65.1%)
cal BC 11,319 - 11,240 (34.9%) NUTA2-7388

BP 第 5a 地点　SQ03
1 層

№ 8221（無文）

-24.1 ±
1.0 11537 ± 36 cal BC 11,519

cal BC 11,847 - 11,719 (41.9%)
cal BC 11,568 - 11,459 (58.1%) NUTA2-7389

BP 第 5a 地点　SQ03
1 層

№ 3487（無文）

-30.6‰
± 0.9 11990 ± 60

cal BC 13345-12730(41.2%)
cal BC 12355-12215(7.0%)
cal BC 12200-11855(42.0%)
cal BC 11810-11705(5.2%)

IAAA-40496

SF52
Ⅲ層

（炭化物）
-24 ± 1 7052 ± 31 cal BC 9,875/

9,849/9,816
cal BC 9884-9842 (51.9%)
cal BC 9824-9787(46.1%) NUTA2-7386

SF52 付近
1 層

№ 33334（炭化物 )
-25 ± 1 15955 ± 47 cal BC 20989 cal BC 21281-20696 (100%) NUTA2-7390

SF52 付近
(1 層 )

№ 33371（炭化物）
-21 ± 1 6030 ± 33 cal BC 8813/

8769/8757 cal BC 8849-8747 (100%) NUTA2-7391

第 20 表　ＢＰ第 5a 地点 SQ03 土器および SF52 炭化物年代測定結果
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第２節　自然科学分析の結果

細石刃については、信濃町上ノ原遺跡と仲町遺跡 BP第 5b 地点の細石刃石器群を分析したが、長野県

外の産地は見出せなかった (註 2)。分析結果の詳細は添付 CDに収録した。

報告番号 遺物番号 推定産地 器種詳細 時期 地点名 層位 分析番号 石材 研究室年間通番

6192 22042 羽黒月山群 石鏃 縄文時代 BP 第 5c 地点 2 2339 Ob MK03-6506

8655 羽黒今野川群 剥片 縄文・旧石器 BP 第 5a 地点 Ⅲ 2695 Ob MK03-6862

24264 魚津草月上野群 石鏃 縄文時代 BP 第 5c 地点 2 2376 Ob MK03-6543

6341 A1269 佐渡金井二ッ坂群 石鏃 縄文時代 BP 第 5d 地点 2456 Ob MK03-6623

6201 31302 新津金津群 石鏃 縄文時代 BP 第 5c 地点 2 2356 Ob MK03-6523

6046 36537 新発田板山群 有茎尖頭器 縄文時代 BP 第 5a 地点 1 2822 Ob MK03-10633

33605 深浦八森山群 細石刃 旧石器 BP 第 5a 地点 1 2847 Ob MK03-10658

5110 37889 深浦八森山群 細石刃 旧石器 BP 第 5c 地点 4 2620 Ob MK03-6787

6193 28290 深浦八森山群 石鏃 縄文時代 BP 第 5c 地点 2 2348 Ob MK03-6515

5066 29513 深浦八森山群 台形石器 旧石器 BP 第 5c 地点 6 2661 Ob MK03-6828

26958 神津島恩馳島群 石鏃 縄文時代 BP 第 5c 地点 2 2343 Ob MK03-6510

34912 神津島恩馳島群 石鏃 縄文時代 BP 第 5c 地点 2 2642 Ob MK03-6809

31951 神津島恩馳島群 石鏃 縄文時代 BP 第 5c 地点 2 2358 Ob MK03-6525

33507 富山不明 1 群 剥片 縄文・旧石器 BP 第 5a 地点 1 2775 Ob MK03-6942

39461 富山不明 1 群 剥片 縄文・旧石器 BP 第 5a 地点 1 2805 Ob MK03-6972

5112 41558 富山不明 1 群 細石刃 旧石器 BP 第 5c 地点 4 2621 Ob MK03-6788

22141 富山不明 1 群 細石刃 旧石器 BP 第 5c 地点 2 2307 Ob MK03-6474

40010 富山不明 1 群 細石刃 旧石器 BP 第 5c 地点 4 2613 Ob MK03-6780

35515 富山不明 1 群 細石刃 旧石器 BP 第 5c 地点 2 2615 Ob MK03-6782

50727 富山不明 2 群 剥片 旧石器 JS 地点 Ⅴｂ 1963 Ob MK03-5051

第 22 表　長野県外産黒曜石一覧

註 2　信濃町教育委員会と長野市埋蔵文化財センターの御協力により、本遺跡との比較資料として、信濃町上ノ原遺跡（細石刃）
と仲町遺跡 BP第 5b 地点（細石刃）、長野市松ノ木田遺跡（縄文時代前期）の黒曜石産地分析をおこなった。分析結果は添付 CDに収
録した。

　都道府県名
　　　エリア
　　新判別群

　出土地点

長野 山形 青森 東京 新潟 富山

総計

和田 (WD) 和田 (WO) 諏訪 蓼科 羽黒 羽黒 深浦 神津島 新津 新発田 佐
渡
金
井
二
ッ
坂
群

魚津
古
峠
群

芙
蓉
ラ
イ
ト
群

小
深
沢
群

土
屋
橋
北
群

土
屋
橋
南
群

土
屋
橋
西
群

鷹
山
群

ブ
ド
ウ
沢
群

牧
ヶ
沢
群

高
松
沢
群

星
ヶ
台
群

冷
山
群

月
山
群

今
野
川
群

八
森
山
群

恩
馳
島
群

金
津
群

板
山
群

早
月
群

産
地
不
明

産
地
不
明

不
明

推
定
不
可

測
定
不
可

W
D
H
T

W
D
H
Y

W
D
K
B

W
D
TK

W
D
TM

W
D
TN

W
D
TY

W
O
BD

W
O
M
S

W
O
TM

SW
H
D

TSTY

H
G
G
S

H
G
IN

H
U
H
M

K
ZO

B

N
TK

T

SBIY

SD
K
H

U
TH

T

TY
X
1

TY
X
2

JS 地点 3 4 1 5 139 1 3 152 13 1 6 3 331
BP 第 1 地点 2 2 3 5 13 807 4 2 18 856
BP 第 2 地点 13 6 9 5 11 224 18 546 25 3 18 878
BP 第 3 地点 1 4 4 12 17 20 5 4 70 5 142
BP 第 4 地点 4 4 1 4 30 2 15 2 2 1 65
BP 第 5a 地点 1 12 12 2 12 34 95 1 9 57 9 1 1 1 2 3 4 256
BP 第 5c 地点 15 3 8 14 24 39 4 59 3 1 3 3 1 1 4 2 5 189
BP 第 5d 地点 3 5 2 5 16 1 75 1 1 109

総　計 1 51 35 30 50 105576 2 5 41 1781 56 1 1 4 3 1 1 1 1 6 1 5 28 40 2826

第 21 表　仲町遺跡黒曜石産地推定集計
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第 5章　調査の成果と課題

第 5 章　調査の成果と課題

仲町遺跡では、これまでに数次にわたる野尻湖発掘調査団と信濃町教育委員会による発掘調査がおこな

われてきた。そして今回、野尻バイパス建設に伴い、信濃町教育委員会と当埋文センターの２機関による

4年次にわたる発掘調査で、約 25,000 ㎡の発掘調査がおこなわれ、旧石器時代から近世にいたる多量の

資料を得ることとなった。特に、旧石器時代、縄文時代草創期、古墳時代から平安時代前半、中・近世の

4つの時期に大きな調査成果が得られた。これらの調査成果を概観し、今後の課題についての所見を述べ、

本書のまとめとしたい。

(1) 旧石器時代

旧石器時代では、145 箇所のブロックが検出され、約 36,500 点の石器群が出土した。野尻湖編年Ⅰ期

～Ⅴ期（谷･大竹2002）にわたる石器群である。さらに、Ⅰ期を遡る中期旧石器の可能性がある資料も得た。

中期旧石器時代の資料について

BP 第 5c 地点の約 4万年前の地層から、膨大な数のナウマンゾウの足跡が検出され、足跡の覆土から

石器の可能性がある資料が出土した。隣接する立が鼻遺跡では同時期の骨角器やキルサイトが報告されて

おり、中期旧石器時代（註1）の遺跡として知られている。また、野尻湖発掘調査団による調査では、中期

旧石器時代の石器の接合資料などが報告されていた（野尻湖人類考古グループ 1993）。このような周辺

の調査成果があるため、今回出土した資料は、中期旧石器時代の石器の可能性があるとして注目された。

しかし残念ながら、石器･偽石器の論争に決着をつけるための根拠を示すことはできず、第 3節で検討し

たとおり「石器と断定するには時期尚早」、というのが本報告書の結論である。

今回出土した中部野尻古層出土資料については、多くの研究者から貴重な意見をいただいたが、石器と

する立場と、偽石器とする立場に別れているのが現状である。今後さらに、多くの研究者に実物を検討し

ていただき、新たな観察の視点が見い出されることを望む。

仲町遺跡と立が鼻遺跡（野尻湖底の発掘）で中期旧石器時代の石器と指摘されるものは、いずれも水成

層から出土したものであり、明確な石器製作跡が確認されていない。野尻湖遺跡群では、石器製作跡が確

認できる最古の石器群は、日向林 B遺跡や貫ノ木遺跡などのⅤ b層に検出されている。仲町遺跡の問題

となる資料は基本土層Ⅶ層［赤スコ ] 相当の下面から出土したものであり、中期旧石器時代の石器製作跡

があるとすれば、Ⅶ層より下層のローム層中に検出されることが想定される。しかし、Ⅶ層以下を掘下げ

たのは、仲町遺跡の全調査面積約 24,000 ㎡に対し、わずか 370 ㎡である。野尻湖遺跡群の他の遺跡に

おいても事情は同じで、Ⅶ層以下の調査面積はごくわずかである。中期旧石器時代の遺跡数は後期旧石器

時代に比べ少ないことが予想され、石器製作跡を見つけるためにはもっと広い面積の試掘調査が必要であ

ろう。赤スコは非常に硬い層で、人力で掘下げることは困難である。しかし、裏を返せば層位的に確実に

年代を抑えることができる土層条件を有した遺跡群であるということである。今後、Ⅶ層以下での遺跡の

更なる探求が望まれる。

また、BP第 5c 地点の調査では、野尻湖発掘調査団によって中期旧石器時代の遺物包含層と認識されて

いた層が、中期旧石器時代の中部野尻古層を削って堆積した後期旧石器時代の堆積層（BP第 5c 地点 8層）

であることを確認した。野尻湖発掘調査団による調査区は、BP 第 5b 地点内にあり、信濃町教育委員会

が調査を担当した。中期旧石器時代と報告されていた地層と石器については、信濃町教育委員会の正式報

註1　便宜的に約 3～ 4万年前以前を中期旧石器とする。層位的には、中部野尻湖層、中部野尻ローム層以下に対比される。
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告を待って、改めて論考する必要がある。なお、立が鼻遺跡の中期旧石器時代以前の石器についても、現

在、野尻湖発掘調査団による再検討が開始されている。

前期旧石器捏造事件により、日本列島における中期旧石器時代以前の考古資料がほとんどなくなってし

まった現在、より慎重な学問的な検討が必要であろう（鶴田 2002）。野尻湖遺跡群の周辺には、中期旧

石器時代から後期旧石器時代への移行期とされる資料（中野市がまん淵遺跡、沢田鍋土遺跡など）が指摘

されており（大竹 2002、中島 2002）、野尻湖遺跡群を取り巻く地域が中期旧石器時代研究の核の一つで

あることは間違いない。今後の資料増加を期待したい。

後期旧石器時代の調査成果について

今回の調査では、JS 地点と BP第 3地点の 2箇所で、AT降下以前の環状ブロック群が確認された。小

菅氏が分類する「Ⅰ a群」「Ⅱ b群」（小菅 2000）にあたるものと思われるが、きれいな環状を呈さない

ものもあり、「環状」の言を用いるのがはばかられるものもある。さらに、BP 第 1地点と第 2地点にお

いてもAT降下以前の環状ブロック群と思われる石器群が検出された（BL105～107、BL115～117など）。

調査範囲が狭くブロック群の全体像がつかめないが、同時期に複数のブロックが形成された状況が伺われ

る。

BP第 3地点では二つの環状ブロック群が接して存在しているような状況が観察された。両者のブロッ

ク群間での接合が希薄であり、ある程度時間差をもって形成されたものであると考えたが、その時間差が

どれくらいのものであるのか、今後検討を要する。本報告では十分に検討することができなかったが、遺

跡形成論的な分析をとおし、環状ブロック群が形成される時代背景を考察する上で、重要な資料であると

考える。また、JS 地点と BP第 3地点で確認された環状ブロック群は、台形石器と斧形石器と伴に、凹石、

台石、楔形石器などを多数伴う石器群であり、野尻湖遺跡群内の日向林 B遺跡の環状ブロック群とは異

なる石器組成を示す。また、主要器種の台形石器の形態にも差異がみられる。今後石器群の詳細な検討が

必要である。

AT 降下以降の石器群では、石刃を伴うブロックが BP 第 2～ BP 第 4 地点で確認された。BP 第 2地

点 の BL206・207・217・220 ～ 223・229・232・234・235・239・243・245、BP 第 3 地 点 の

BL306・308、BP 第 4地点 BL401・402 などである。これらはⅣ層～Ⅴ a層に生活面が想定される礫群

を伴っており、ブロックと礫群で構成される遺構群を形成している。BP 第 2地点と BP 第 3地点では、

各調査地点内でブロック間の接合があり、同一時期に複数のブロックが形成されたことが判明した。特

に、BP第 2地点ではブロック群が大きく 2箇所に分けられ、それぞれ石材組成と石器組成などが異なる。

BL234・235・239 では掻器が多く出土しており、他の石刃を伴う石器群とは異なる石器組成を示す。また、

BP第 4地点では、杉久保型ナイフ形石器と彫器を主体とする、比較的純粋なブロック（BL401・402）と

それに伴う礫群が確認された。包含層が厚く、他時期の混入が少ない良好な資料である。

BP第 5地点では細石器のまとまった資料が出土した。大半が砂礫層中の資料であり、当センターの調

査範囲では石器製作跡は確認できなかったが、同時期と思われる礫群が検出された。上ノ原遺跡、向新田

A遺跡などとともに、野尻湖遺跡群では希少な資料となる。

多数の石器を観察する中で、旧石器時代を通し多種類の石材が用いられており、時期によって使用石材

が変化している印象を受けたが、十分な分析をすることができなかった。近年の調査事例の増加により、

周辺地域を含めた石材組成の時間的・空間的な変化を検討する材料が十分に揃ってきたと思われる。しか

し、同じ石材名であっても風化の様子などから異なった産地が想定されるものが存在すること、同じ石材

であっても地域により石材名称が異なる場合があることなど、研究の基礎となる石材分類が十分に検討さ

れていない。このような状況を踏まえ、本報告書では、遺物のカラー写真を多用し、個体分類をおこなっ
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た資料については個体番号ごとの記録写真を添付 CDに収録した。今後の石材研究の一助となれば幸いで

ある。

また、接合関係など本文中では十分な資料提示ができなかった部分も多々あるが、添付 CDの遺物台帳

に接合順、個体分類などのデータを記載したので、参照していただきたい。

(2) 縄文時代草創期の遺物群について

BP 第 5a 地点と BP 第 5c 地点で縄文時代草創期の遺物群が多数出土した。その他の調査地点でも草創

期の遺物は散発的に出土しており、仲町丘陵全域に草創期の遺物が分布していることが予想される。かつ

て、野尻湖発掘調査団によって爪形文土器が出土する土坑が確認されいたことから、仲町遺跡は爪形文土

器が単独に出土する遺跡として理解されていた。しかし、今回の発掘調査により、爪形文土器期の土坑か

ら 40mほど北西側の BP第 5a 地点に円孔文土器を含む無文土器が多量に出土し、100 ｍほど北側の BP

第 5c 地点では隆起線文土器、爪形文土器、多縄文系土器などの草創期の土器群が出土した。仲町遺跡は

爪形文土器だけではなく、多種多様な草創期土器群を含む遺跡であることが明らかとなった。

特に、BP 第 5a 地点では草創期の純粋な包含層が確認されており、円孔文、円形刺突文を含む無文土

器が多量に出土した。無文土器の中には円孔文・円形刺突文土器と類似した胎土のものが多数見られ、こ

れらを含めて円孔文系土器群と理解しておきたい。円孔文系土器群には数種類の胎土が確認されるが、新

潟県壬遺跡の円孔文土器に極めて近いものが認められる。さらに、壬遺跡の円孔文系土器にみられる、「下

の粘土帯を上の粘土帯で大きく巻き込むように接合する手法」（手法 a）（國學院大學文学部考古学研究室

1982）が、仲町遺跡の円孔文系土器群にも特徴的にみられる。また、器面調整など整形技法、平底の器

形など壬遺跡第 4群土器（円孔文系土器群）と仲町遺跡の円孔文系土器群との共通点が多い。

円孔文土器は、栃木県大谷寺洞窟で指摘され、壬遺跡でまとまって出土して注目を集めた。その後、鳥

浜貝塚などの類例が知られているが、管見に触れる限り良好な資料はすくない。本遺跡から南東へ約 30

㎞の上高井郡高山村湯倉洞窟（高山村教育委員会 2001）でも円孔文土器が出土しており、壬遺跡に胎土

と焼成などが類似する。長野県北部から新潟県にかけて、類似した資料が揃いつつある。

円孔文土器の編年的位置づけは、谷口康浩氏により「隆起線文系→円孔文系→押圧縄文系→室谷第Ⅰ群」

という編年案が示されている（谷口 1988)。本遺跡の資料を用いて、型式学的検討をする用意はないが、

円孔文系土器の付着炭化物の年代測定を実施したので、その結果をふまえて若干の所見を述べる。分析結

果は第 4章にふれたが、炭素 14年代で 11,420 ± 44（yrBP ± 1σ）～ 12,280 ± 110（yrBP ± 1σ）

の年代値が測定された。これらの年代は星光山荘 B遺跡の隆起線文土器付着炭化物の年代測定値と重な

る部分があり、円孔文系土器群が、隆起線文土器の新しい段階に併行している可能性を示した。

BP 第 5a 地点の草創期包含層には円孔文系土器群の他に隆起線文土器、爪形文土器が少数出土し、無

文土器の中には、隆起線文土器の胴部破片と思われるものも含まれる。しかし、円孔文系土器群と隆起線

文土器の無文部分の破片を明確に分離することができなかったため、多くの無文土器は円孔文系土器群と

理解したが、隆起線文土器と円孔文系土器群の関係を議論するためには、無文土器の更なる分析が必要と

なろう。今後に残された課題である。なお、BP 第 5a 地点の隆起線文土器の一部は、胎土、文様の特徴

など信濃町内の星光山荘 B遺跡の出土資料に類似している。

また、BP第 5a 地点の草創期包含層の土器は円孔文系土器群（第 2群・3群土器）が主体を占めるが、

共伴した石器群の主体が円孔文系土器に伴うと結論づけるには疑問が残る。新潟県壬遺跡の石器群と比較

すると、本遺跡では有茎尖頭器が多数出土し、石鏃の形態なども共通しないものがある。本文中で触れた

ように、BP 第 5a 地点は、石器製作の痕跡が希薄であることから、複数の時期もしくは集団が狩猟に訪

れた場所である可能性がある。少量ではあるが、隆起線文土器と爪形文土器も出土しており、すべての石
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器が土器の主体を占める円孔文系土器群に伴うものであるかどうか、さらに検討が必要である。

草創期包含層から出土した石器群の中には、有茎尖頭器が 13点含まれている。円孔文系土器群を出土

した壬遺跡や湯倉洞窟では有茎尖頭器（有舌尖頭器）が報告されているが、基部の返しが明確なものは認

められず、本遺跡の有茎尖頭器とは明らかに異なった形態である。特に、湯倉洞窟の有茎尖頭器は報告書

で見る限り不整形なものが多く、有茎尖頭器とするには躊躇するものである。湯倉洞窟では隆起線文土器

はわずかであり、草創期の石器群の大半は円孔文系土器、爪形文土器、多縄文系土器などに伴うものであ

る。明確な有茎尖頭器が認められないのは、円孔文土器や爪形文土器に有茎尖頭器が伴わないことを示し

ていると考えられる。また、隆起線文土器を主体とする星光山荘 B遺跡では基部の返しが明瞭な小型の

有茎尖頭器が認められる。このような周辺遺跡の状況から、有茎尖頭器は隆起線文土器には伴うが、円孔

文系土器や爪形文土器には伴わないという仮説が導き出される。しかしながら、本遺跡では円孔文土器群

と同一層からは有茎尖頭器が多数出土しており、周辺の遺跡と状況が異なる。包含層からは、円孔文土器

とともにわずかではあるが隆起線文土器が出土しており、本遺跡の有茎尖頭器には星光山荘 B遺跡のも

のと類似した形態のものが含まれている。このような状況から、BP 第 5a 地点の草創期包含層には隆起

線文土器に伴う有茎尖頭器が混在していると解釈したい。

石器の出土状況と前述の土器付着物の年代測定結果を重視するならば、星光山荘 B遺跡などに見られ

る隆起線文土器と円孔文系土器群が並存していたか、極めて短い時間幅の中に両者が収まる蓋然性は高い

と考えられる。

なお、縄文時代草創期と想定される有茎尖頭器と石鏃に、長野県外の黒曜石産地と推定された資料が 9

点見つかった。山形県羽黒月山、富山県魚津草月上野、新潟県新津金津、新発田板山、東京都神津島恩馳

島などの産地が推定されている。また、細石刃で青森県深浦八森山産の黒曜石が 2点確認された。旧石

器時代終末期から縄文時代草創期にかけて長野県外産の黒曜石が目立つようになる。この時期に黒曜石の

流通経路が変化したらしいことがおぼろげながら見えてきた。今後、縄文時代草創期の黒曜石産地推定の

資料が増加することを期待したい。

(3) 古墳時代から平安時代の調査成果

信濃町町内では、古墳時代前期から平安時代前半期の遺構、遺物は稀であり、特に、古墳時代では、今

回調査した仲町遺跡と川久保遺跡の他は東裏遺跡で数点の土器が出土している程度である。

古墳時代の遺物は BP第 5d 地点のみで出土しており、丘陵全体に遺跡が広がる様子は見られない。仲

町遺跡 BP第 5d 地点と川久保遺跡の調査地点とは、池尻川低地を挟んで約 400mの距離にある。調査区

内に竪穴住居などの居住施設はなく、いずれも湿地や沼の縁に土器が多数出土した状況が共通する。近年、

関川を越えた新潟県側でも、中頚城郡妙高村大洞原 C遺跡、小野沢西遺跡などの調査で古墳時代の様子

が明らかになってきた（新潟県埋蔵文化財事業団 1996・1997）。長野と新潟の県境の山間地は、弥生時

代後期の遺跡がほとんど確認されない地域であり、古墳時代前期に突然遺跡が出現しているような状況を

示している。いずれの遺跡でも、前期の土器の中に東海系や機内系の土器が含まれる、これら一連の遺跡

は同じ歴史的文脈の中で成立してきたものであり、今後その文脈の解明が残された課題といえよう。

仲町遺跡周辺は、延喜式に記載された東山道支道の「沼辺駅」の推定地となっており、駅関連の資料が

出土することが期待されたが、東山道および駅関連の資料を見出すことはできなかった。

しかし、9世紀代の竪穴住居跡がまとまって検出される状況は、越後の国府の移動にともない、越後に

抜ける新たなルートである東山道支道が築かれ、仲町遺跡周辺に沼辺駅が設置されたことを示す状況証拠

になるのではないかと考えている。

信濃町内では、10世紀以降の集落がいくつか確認されているが、9世紀代の集落跡は今のところ仲町
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遺跡に確認されるのみである。これらの事実が、東山道沼辺駅との関連を予想させる。今後、新たな資料

が出てくることを期待したい。

（4）中世の遺構と近世北国街道野尻宿について

中世から近世の遺構・遺物は BP第 5d 地点に集中した。BP第 5d 地点は調査前には人家が建っていた

場所であり、その下層から掘立柱建物跡、土坑などが密集した遺構群が検出された。中世に集落が存在し、

近世の北国街道野尻宿に繋がっていったことが明らかとなった。また、享保八年（1723 年）、嘉永元年

（1848 年）の大火の後と思われる炭化物の集積層なども確認されたが、遺物の出土層位が不明確であり、

大火との関連を検討することができなかった。集落の変遷等、文献資料も合わせた検討が必要な遺跡であっ

たが、その責務を十分果たすことができず、残念である。また、遺物群の検討など十分でないことも心残

りである。十分な資料提示ができたか心もとないが、今後の、更なる研究に期待したい。

JS 地点と BP 第 1・第 2地点では国道 18 号線に沿って中世以降の道跡（道路状遺構）が検出された。

隣接する照月台遺跡でも道跡が確認されており、これらは北国街道に関連した遺構と考えられる。道路状

遺構は、歩いた結果として溝状にわずかに窪むもの、明らかに掘られた溝の底面に硬化面が認められるも

のなど、いくつかの構造上の違いが認められる。これらの違いは、時期差を示していると考えられるが、

出土遺物が少なくそれぞれの遺構の時期が判明しないため、構造の変遷を明らかにすることができなかっ

た。さらに、BP第 2地点の道路状遺構（SC302）は中世まで遡る可能性があり、BP第 5d 地点の中世の

掘立柱建物群との関連も今後検討していかなければならない課題である。

長野県埋蔵文化財センターでは、平成 5年度より上信越自動車道と国道 18号バイパスの建設に伴う発

掘調査を実施し、17の遺跡を調査してきた。その調査成果の中心は、やはり旧石器時代であり、膨大な

資料が蓄積されてきた。仲町遺跡の調査では、旧石器時代の資料に加え、縄文時代～近世に及ぶ各時代の

遺構、遺物が発見され、旧石器時代以外にも野尻湖が人間の生活に重要な場所であったことがうかがわれ

るようになってきた。これは、仲町遺跡の発掘調査の最大の成果であった。

十分な資料提示ができない部分もあり、記録保存の責務を十分に果たしているかどうか心配であるが、

本調査報告書の刊行をもって、野尻湖周辺の大規模な発掘調査事業は一段落することとなる。これらの膨

大な資料が、野尻湖を中心とした山間地の歴史の解明の一助となることを願うものである。
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旧石器時代の石器

4033

4034
4036 4035

4037

4041

4038 4039 4040 4042

4043
4044 4045

4046 4047

4048

4049

4050 4052

4051

4053
4054



ＰＬ7

BP 第 4 地点　彫器（約 3/4）

BP 第 4 地点　削片・削器（約 3/4）

旧石器時代の石器

4055
4056

4057
4058

4060

4059

4061
4062

4063 4064 4065

4066

4067 4068
4069

4070

4071

4072
4073

4077 4078

4074
4075 (23004)

(9362) 4076



ＰＬ8

BP 第 4 地点　石刃（約 3/4）

BP 第 4 地点　石刃・石核・斧形石器（約 3/4）

旧石器時代の石器

4079

4080

4081

4082

4083

4084

4085

4086
4087 4088 4089

4090 4091
4092

4094

4093

(23080)

4097

4096 4095

4098

4101



ＰＬ9

BP 第 5 地点　槍先形尖頭器・ナイフ形石器（約 3/4）

BP 第 5 地点　ナイフ形石器（約 3/4）

旧石器時代の石器

5001

5002

5010 5009

5003

5004

5005

5006
5007

5008

5011
5012

5013 5014

5015
5016 5017 5018 5019 5020

5021
5022 5023 5024

5025

5026
5027

5028

5029 5030

5031 5032

5034

5035

5036

5037

5038 5039 5040 5041 5042 5043 5044 5045

5033



ＰＬ10

BP 第 5 地点　台形石器（約 3/4）

BP 第 5 地点　彫器・掻器・削器（約 3/4）

旧石器時代の石器

5046 5047

5048 5049
5050

5051
5052

5053
5054 5055 5056

5057
5058

5059

5060 5061 5063
5062

5065

5064 5066

5067 5068

5070
5069

5071

5072

5073

5074

5075

5077

5076

5081

5078

5079 5080



ＰＬ11

BP 第 5 地点　楔形石器・石刃・斧形石器・石核（約 3/4）

BP 第 5 地点　細石刃・細石刃核・船底形石器（約 3/4）

旧石器時代の石器

5082 5083
5084

5085

5086

5087

5088

5089
5090 (18840)

(48145)

5092
5093

5094
5095 5096

5097

5098 5099

5100 5101

5102
5103 5104

5105 5106 5107
5108 5109

5110 5111
5112 5116 5117

5118

5119

5121

5120 5122
(48135)

5125 5124
5126



ＰＬ12

BP 第 5a 地点　ピット内出土の細石核と関連資料（約 3/4）

BP 第 5c 地点中部層出土遺物　（約 3/4）

旧石器時代の石器

5113 5114
5115 (42538)

(46889)

(33884)

(46887)
(33882)

(46886)
(33885)

(46893) (33875)

(33883)

(33878)
(33877) (33880)

(33879)

(46888)

5127

5128 5129

5130 5131

5132
5133

5134 5135 5137 5138
5136



ＰＬ13

BP 第 4 地点　局部磨製石斧･磨製石斧・削器・抉入削器（約 1/2）

BP 第 4 地点　石鏃・有茎尖頭器・局部磨製石斧他（約 3/4）

縄文時代遺物包含層の石器

6001 6002 6003
6004 6005 6006 6007 6008

6009 6010 6011

6015

6012 6013 6014 6017

6018

6020

(9245)

(9414)

6016

6019

6021 (9829)

(9002)
(8970)



ＰＬ14

BP 第 5a 地点　槍先形尖頭器　（約 3/4）

BP 第 5a 地点　石鏃（縄文時代草創期包含層出土）（約 3/4）

縄文時代遺物包含層の石器

6028

6029

6030

6031

6032

6033

6047 6048
6049 6050

6051

6052 6053 6054 6055
6056

6057

6058 6059 6060 6061 6062 6063 6064 6065 6066

6067 6068 6069
6070 6071 6072

(8725) 6073
6078

6079 6080 6081
6082 6083 6084

(46332) (8617)

6085 6086 6087 6088 6089 6090 6091 6092



ＰＬ15

BP 第 5a 地点　尖頭器・有茎尖頭器・揉錐器（約 3/4）

BP 第 5a 地点　削器・抉入削器・掻器（約 2/3）

縄文時代遺物包含層の石器

6034

6035

6036

6037 6038

6093

6039 6040

6041
6042

6045
6046 6095

6043
6044

6096 6097 6098

6099

6101
6100

6103

6104

6105
6106

6107

6108

6109 (21116)

6094



ＰＬ16

BP 第 5a 地点　礫器・局部磨製石斧他（約 2/3）

BP 第 5a 地点　石核（約 1/2）

縄文時代遺物包含層の石器

6113

6114

6112

6115

6116

6121

6117 6119

6120

6122

6123

6124



ＰＬ17

BP 第 5a 地点　凹石・磨石・敲石（約１/3）

BP 第 5a 地点　凹石・台石（約 1/3）

縄文時代遺物包含層の石器

6128

6129
6130

6131 6132
6133

6137

6134

6139

6135 6136

6140 6141

6138

6143

6144

6147

6146

6148



ＰＬ18

BP 第 5c 地点　有茎尖頭器（約 3/4）

BP 第 5c・5d 地点　草創期～早期の石鏃（約 3/4）

縄文時代遺物包含層の石器

6170 6171
6172

6173

6174 6175 6176 6177
6178

6179

6167 6168 6169

6180 6181 6182 6183 6184
6185 6186 6187

6188 6189 6190 6191 6192 6193 6194 6195 6196 6197 6198 6199 6202

6203 6328
6204

6205 6206 6207
6208 6209

6210 6211 6212

6213 6214
6215 6216 6217 6218 6219 6220

6221 6357

6222

6223
6224 6225 6226 6227 6228 6350 6229 6230

6231

6232 6233 6234 6235 6236 6237 6238 6239 6240 6337 6241



ＰＬ19

BP 第 5c 地点　槍先形尖頭器他（２/3）

BP 第 5c 地点　削器・掻器・小型船底形石器（２/3）

縄文時代遺物包含層の石器

6162
6160 6161 6163 6164

6166

6150 6151

6152

6153

6154
6155 6156

6157 6158 6159

6242

6243

6244

6245
(30517) (28074)

(31407)

6246 6247 6248
6249

6250 (30707)

6251 6252
(24971)

(30154)

6253

6165

(27985)



ＰＬ20

BP 第 5c 地点　石錘・砥石（2/3）

BP 第 5c 地点　石斧（約 2/3）

縄文時代遺物包含層の石器

6254

6255

6256

6257 6258

6259

6260

6261

6262 6263

6264

6266

6268



ＰＬ21

BP 第 5d 地点　有茎尖頭器・槍先形尖頭器（約 2/3）

縄文時代遺物包含層の石器

BP 第 5d 地点　半月形石器・局部磨製石斧他（約 1/2）

6303

6304
6305

6306

6307
6308 6309

6310

6311

6313

6312

6292
6293

6294 6295 6296 6297 6298
6299 6300

6301

6302

6287

6288

6290

6289

6291
6415 6416 6417



ＰＬ22

BP 第 5d 地点　石鏃（約 3/4）

BP 第 5d 地点　石鏃（約 3/4）

縄文時代遺物包含層の石器

6324 6325

6345
6356 6351

6354 6355

6338 6339
6333

6332

6344
6336 6329 6327 6331

6340 6347 6343
6342

6349
6334 6341

6326
6352

6358 6348 6346 6353

6384

6363

6371 6365 6368
6369

6372 6362 6361

6364 6330
6366 6367 6360

6370
6374

6335

6359
6373 6381 6375 6376

6377 6378

6379 6382 6388 6383 6380
6387

6386 6385



ＰＬ23

BP 第 5d 地点　石錐・石鏃未製品・石匙（約 2/3）

縄文時代遺物包含層の石器

BP 第 5d 地点　掻器･削器（約 2/3）

6389
6390 6391 6392

6393

6395 6397

6314 6315

6316

6321 6322
6323

6317 6318
6319

6320

6400 6398
6399

6408

6409
6410

6411

6412

6413

6404
6407 6402

6406 6405

6394



ＰＬ24

BP 第 5d 地点　石錘・三角錐形石器・打製石斧（約 1/2）

BP 第 5d 地点　磨製石斧（約 1/2）

縄文時代遺物包含層の石器

6432

6433
6434

6435

6441
6442

6438
6437

6418
6419 6421

6425

6423

6420

6424
6427 6422

6426



ＰＬ25

BP 第 5a 地点　草創期土器（約 2/3）

縄文時代の土器

BP 第 5a 地点　草創期土器（約 2/3）

1 2
3 4

5

11 ～ 13

14

6

7

8

9

18

19
20

21
22

23
24 25

15

16

28
29

30 31 32

41 42



ＰＬ26

BP 第 5a 地点　草創期土器（約 2/3）

縄文時代の土器

BP 第 5a 地点　草創期土器（約 2/3）

43

4445 46

47

48 49
50

51

56

57

52

53

54 55



ＰＬ27縄文時代の土器

BP 第 5a 地点　草創期土器（約 2/3）

BP 第 5a 地点　草創期土器（約 2/3）

58
60 61

62 65

63
64 66

69 71 70
72 73 74 75

76

77

79

78

80

81

82

84

83 98 99

67 68

59



ＰＬ28

BP 第 4・5a 地点　早期土器（約 1/2）

BP 第 5a 地点　草創期土器（約 2/3）

縄文時代の土器

(36458)

(36455)

(8262)

(8411)

(8295)
(3488)

(8673)

(3030)

(33572)

(3834) (3785)
(3792) (3121) (3790)

(33318)
(3764)

(36893)
(8699)

(21613)

100

101 17

103
104 105 107 108 109 110

111

112 113 114
117

118

119

120

123

124
125 126

127

130

132
133

136
135 134 134

(13376) (3765)

(3763) (33038)



ＰＬ29

BP 第 5c 地点　草創期土器（約 2/3）

BP 第 5c 地点　草創期土器（約 2/3）

縄文時代の土器

148
149

152 153

151 150

154
155

156

157 158

159
160

194

161

162
165

163 164

167
166 168 169

170

171

172
173

175

174
176 177

178 179
180 183

184

188

185

186
187

189
190 191 192



ＰＬ30

古瀬戸花瓶（約 1/2） その他中世陶磁器（約 1/4）

珠洲焼擂鉢（約 1/4）地元産擂鉢（約 1/4）

珠洲焼壷・甕（約 1/4）中世土師器　内面拡大写真

BP 第 5d 地点 中世・近世の遺物



ＰＬ31

京焼（左）と瀬戸美濃焼（右）（約 1/4）

志野焼（左上）と越中瀬戸焼（約 1/4）

BP 第 5d 地点 中世・近世の遺物



ＰＬ32

伊万里焼１（約 1/4）

伊万里焼２（約 1/4）

BP 第 5d 地点 中世・近世の遺物



ＰＬ33

唐津焼１（約 1/4）

唐津焼２（約 1/4）

BP 第 5d 地点 中世・近世の遺物



ＰＬ34

唐津焼３（約 1/4）

BP 第 5d 地点 中世・近世の遺物

BP 第 5 地点　銭貨（約 1/1）



BP 第 4 地点　前期土器

BP 第 4・第 5 地点　後期土器

縄文時代の土器 ＰＬ35



BP 第 5a 地点　表裏縄文土器表（約 1/2）

BP 第 5a 地点　表裏縄文土器裏（約 1/2）

縄文時代の土器ＰＬ36



BP 第 5c 地点　早期土器（約 1/2）

BP 第 5c 地点　早期土器（約 1/2）

縄文時代の土器 ＰＬ37



BP 第 5c 地点　早期土器（約 1/2）

BP 第 5c 地点　早期土器（約 1/2）

縄文時代の土器ＰＬ38



BP 第 5c 地点　早期～前期土器表（約 1/2）

BP 第 5c 地点　早期～前期土器裏（約 1/2）

縄文時代の土器 ＰＬ39



縄文時代の土器ＰＬ40

BP 第 5d 地点　縄文時代早期～中期土器（約 1/3）



縄文時代の土器 ＰＬ41

BP 第 5d 地点　縄文時代後期土器 1（約 1/3）



縄文時代の土器ＰＬ42

BP 第 5d 地点　縄文時代後期土器 2（約 1/3）



縄文時代の土器 ＰＬ43

BP 第 5d 地点　縄文時代晩期土器 2（約 1/3）



縄文時代の土器ＰＬ44

BP 第 5d 地点　縄文時代晩期土器 3（約 1/3）

BP 第 5d 地点　縄文時代土器底部（約 1/3）



縄文時代の土器 ＰＬ45

BP 第 5d 地点　縄文時代無文土器（約 1/3）

BP 第 5d 地点　縄文時代土製品



ＰＬ46

BP 第 5d 地点　実測図未掲載の槍先形尖頭器（約 1/2）

BP 第 5d 地点　実測図未掲載の槍先形尖頭器（約 1/2）



弥生時代の土器 ＰＬ47

BP 第 5d 地点　弥生時代土器 1（約 1/4）

BP 第 5d 地点　弥生時代土器 2（約 1/3）



弥生時代の土器ＰＬ48

BP 第 5d 地点　弥生時代土器 3（約 1/3）

BP 第 5d 地点　弥生時代土器 4（約 1/3）

弥生前期土器条痕文アップ



BP 第 5d 地点　古墳時代土器 1（約 1/4）

古墳時代の土器 ＰＬ49



BP 第 5d 地点　古墳時代土器 2（約 1/4）

BP 第 5d 地点　古墳時代土器 3（約 1/3）

BP 第 5d 地点　古墳時代土器 4（約 1/3）

古墳時代の土器ＰＬ50



（約 1/3）

BP 第 5d 地点　古墳時代土器 5（約 1/4）

土器底部穿孔部分

土器口頸部接合部分 土器胴部接合部分

土器底部拡大

BP 第 5d 地点　古墳時代土器 6

古墳時代の土器 ＰＬ51



BP 第 5d 地点出土の銭貨と木製品

BP 第 5d 地点出土木製品（約 1/3）

BP 第 5d 地点出土の銭貨

ＰＬ52



BP 第 5d 地点出土木製品（約 1/4）

BP 第 5d 地点出土の木製品 ＰＬ53
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